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 警告
適用が危険場所であるとみなされる場合、モデルER5050
を使用してください。モデル ER5000、ER5020、ER5040、 
ER5100 および ER5110 は危険場所での使用に向いて
いません。

お読みになり完全に理解してから、本製品を選択、イ
ンストールおよび使用または維持するようにしてくだ
さい。 設置、使用および安全上の注意 本マニュアル
のセクションを

TESCOM™ ER5000 シリーズ
取扱説明書



戻る 2www.emerson.com/tescom

設置、使用および安全
上の注意
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設置、使用および安全上の注意

TESCOM™ 電空コントローラ

 警告

取扱説明書をお読みになり完全に理解してから、本コントローラまたはアク

セサリーを選択、設置、使用または保持するようにしてください。

本情報が確実に操作者に届き、インストール後は本製品と共に保存するようにして

ください。

訓練を受けていない操作者が本コントローラまたはアクセサリーをが設置、使用ま

たは保持しないようにしてください。

本コントローラまたは関連するアクセサリーの不適切な選択、不適切な保持、誤用ま

たは乱用は死亡事故、重大な傷害、および/または物的損害を招くことになります。

酸素供給用途では、潜在的な死亡事故、重大な傷害および/または物的損害を最小
限にするために、本システム設計および材料適合性に関する特別な専門技術および
知識を必要とします。 

起こり得る結果は以下を含みますが、これに限定されません:

• 高速流体 (ガスまたは液体) の排出
• 感電死
• 部品が高速で排出する
• 流体との接触は高温、低温、有毒または有害であり得る。
• 流体の爆発または燃焼
• ライン/ホースが急に危険な動きをする
• 本システムの他の部品または装置の損傷または破壊

 注意
安全上の予防措置
1.	 Re本コントローラを使用する前にユーザーマニュアルをお読みになり理解してく
ださい。

2.	 使用する前に、コントローラおよびアクセサリーをよく検査してください。
3.	 特定の環境条件の下でのみユニットを操作してください。
4.	 適切な配線のために、本マニュアルの説明に従ってください。
5.	 本コントローラまたはアクセサリーの最大定格電圧より大きい電圧を持つ供給
源に、本コントローラまたはアクセサリーを決して接続しないでください。

6.	 本コントローラまたは	アクセサリーの最大定格圧力より大きい圧力を持つ供給源
に本コントローラまたはアクセサリーを決して接続しないでください。

7.	 電空コントローラには清浄で、乾燥空気または不活性ガス以外を使用しないでく
ださい。

8.	 電空コントローラのシーケンスを始動させるには以下の手順に従います:

a.	 フィードバックループがインストールされ使用可能でなければなりません。
b.	 コントローラへ電空供給がオンになる前に、電力が加えられ、装置のセット
ポイントは最低の圧力まで下げられていなければなりません。

9.	 最大入口圧力のための製品ラベル(改良特異的) を参照してください。本定
格圧力がわからない場合、インストールおよび使用の前に定格圧力につい
て、TESCOM の代表者に問い合わせてください。システムの全ての装置 (たとえ
ば、供給ライン、取付部品、継手、フィルター、バルブ、計器など）の設計された
定格圧力を確認してください。全てが供給および操作圧力を扱えなければなりま
せん。
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設置、使用および安全上の注意
10.	 コントローラ、レギュレータ、バルブ、アクセサリーを設置する前に、流れの方向
を明確に定めてください。ユーザーが責任を持って、正しい方向に装置を設置して
ください。

11.	 取付部品、計器、または	部品をしっかりと締める前に、システムから圧力を取り
除いてください。

12.	 コントローラ、レギュレータまたはバルブの本体を回転させないでください。その
代わりに、コントローラの本体を保持して、固定用ナットを回転させてください。

13.	 Iコントローラ、レギュレータの機能不全、またはバルブが漏れる場合、	すぐに、
操業を停止してください。

14.	 装置を改良したり、または	製造業者が承認しない付属品を加えたりしないでくだ
さい。

15.	 流体が突然に増加したり、装置の機器に圧力衝撃を与えることがないように、電
力を装置に徐々に適用してください。

16.	 レギュレータは遮断弁ではありません。圧力軽減装置をレギュレータのダウンス
トリームに設置し、プロセス機器の操作圧力が増加しないように保護してくださ
い。レギュレータが使用されていない場合、供給圧力を遮断してください。

17.	 装置を継続して安全に操作するためには、定期的な検査と計画的なメンテナン
スが必要です。

18.	 適用に応じて、サービスの頻度はユーザーが責任を持って決定してください。問
題やメンテナンスの欠落は、必ず報告してください。

19.	 圧縮ガスシリンダーのラベルの注意事項に従ってください。
20.	 適用の全ての部分を分析し、本製品または装置に関する入手可能な情報を見直
すことが大切です。システムに使用されている各流体の化学物質等安全データシ
ート(MSDS)を入手し、目を通し理解してください。

21.	 使用する流体と互換性のない物質を、コントローラ、レギュレータ、バルブまたは
アクセサリーに決して使用しないでください。 

22.	 ユーザーは通常の操作条件下で適用中の物質の適合性を決めるために、テスト
を実施しなければなりません。

23.	 流体は、従業員から遠く離れた安全な環境で放出してください。放出および廃棄
方法が、連邦、国家、および地域の必要条件に準拠しているかを確認するように
してください。液化またはガスの凝縮するのを防ぐように、放出ラインを位置づ
け構築してください。放出口が雨、雪、氷、植物、昆虫、鳥などにふさがれていな
いかを確認してください。放出ラインを相互接続しないでください。複数の排出
が必要な場合は、別個のラインを使用してください。

24.	 可燃性流体を使用するコントローラ、レギュレータ、バルブまたはアクセサリーを、
裸火または他の発火源の近くに置かないでください。地域の電気規則に則り、危険
場所用のコントローラを使用することが必要になるかもしれません。

25.	 流体の中には、燃焼していても炎が見えないものがあります。従業員が死亡した
り重傷を負うことがないように、システムの検査中および/または供給中に可燃性
流体を使用する場合は、極度の注意を払ってください。従業員にこれらの危険な
条件について警告して、機器を与えてください。

26.	 多くのガスは窒息させることがあります。使用する場所が良く喚起されているか確
認してください。従業員に酸素の欠如について警告して、機器を与えてください。

27.	 本コントローラ、レギュレータ、バルブまたはアクセサリーに油またはグリースを
決して使用しないでください。油およびグリースは発火しやすく、圧縮された何ら
かの流体と結合し激しく燃焼することがあります。

28.	 有毒性のまたは可燃性の流体を使用する際には、その場所に非常設備を置いて
ください。

29.	 全ての流体に上流フィルターを使用することが推奨されます。
30.	 取付器具を緩めて，システムからガスを抜かないでください。
31.	 ガスから過度の水蒸気を取り除き、機器に着氷するのを防止してください。
32.	 テーパード管用ねじには、適切なねじ用潤滑油および封止剤を常に使用してくだ
さい。
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設置、使用および安全上の注意
設置
物理的損傷および汚染されていないか、コントローラおよびアクセサリーを検査して
ください。油、グリースまたは損傷された部分を検出した場合、コントローラまたはア
クセサリーを接続しないでください。コントローラまたはアクセサリーが損傷された
場合、 TESCOM™ の代表者に連絡し、コントローラを掃除するか修理してもらうよう
にしてください。

 警告
流体を使用する装置の構成要素および材料は流体と適合性があり、適切な定格圧
力を持っていることを確認してください。 

電子装置に使用される構成要素は互換性が有り、適切な定格電圧を持ってい
ることを確認してください。

修理サービス
コントローラが漏れたりまたは機能不全がある場合、すぐに操業を停止してくださ
い。装置を保持する前に説明を受けなければなりません。理解のできない修理をし
ないでください。資格の人員に修理をさせてください。修理サービスが必要な場合、
評価後に迅速な修理を行いますので、供給者に機器をお返しください。機器は修理
が可能な場合、工場出荷の性能仕様に修復されます。各標準モデルには、定額の修
理費用がかかります。完全な整備の後、最初の保証が適用されます。

 警告

安全な構成要素の選択
1.	 安全で問題の生じない性能を保証するために、構成要素を選ぶときは、装置全
体の設計を考慮してください。

2	 ユーザーは、自身の分析とテストにより、適用の完全な安全性と警報の要件を確
実に満たすことに責任を負います。

3	 TESCOM は要求があれば、特定の媒体での使用に適した材料について提案で
きます。提案は、協会や製造業者の資料による技術上の適合性に基づいていま
す。TESCOM は特定の媒体と適合性のある材料について保証はしません — 本件
はユーザーの責任となります！

4.	 構成要素の機能、適正な定格、適切な設置、操業および保持については、装置の
ユーザーが責任を負います。

5.	 ユーザーは、装置の設置および操業に義務付けられる，全ての必要な機械上のおよ
び電気規則に準拠することについて責任を負います。これらの必要条件は、すべて
の危険場所用コントローラを含みますがこれに限定されません。

6.	 ユーザーは、適用の起こり得る危険な環境また条件に適合する、適正なモデル番
号の選択に責任を負います。

 警告

装置を改良したり、または 製造業者が承認しない付属品を加えたりしないでくだ
さい。
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設置、使用および安全上の注意

TESCOM™ レギュレータ

 警告

本取扱説明書に目を通し，完全に理解するまで、本レギュレータ、バルブまた
はアクセサリーを選択、設置、使用または保持しようとしないでください。

本情報が確実に操作者に届き、設置後は本製品と共に保存するようにしてください。

訓練を受けていない操作者に本レギュレータ、バルブ、またはアクセサリーを設置、
使用または保持させないでください。

レギュレータ、バルブまたは関連するアクセサリーの不適正な選択、不適切な設置、
間違った保持、誤用または乱用は、死亡事故、重大な障害、および/または物的損害を
招くことがあります。
酸素補給用途では、潜在的な死亡事故、重大な傷害および/または物的損害を最小限
にするために、本システム設計および材料適合性に関する特別な専門技術および知
識を必要とします。
起こり得る結果は以下を含みますが，これに限定されません:

• 高速流体 (ガスまたは液体) の排出
• 部品が高速で排出する
• 流体との接触は高温、低温、有毒または有害であり得る。
• 流体の爆発または燃焼
• ライン/ホースが急に危険な動きをする
• 装置内の他の構成要素または機器への損傷または破壊

 注意
安全上の予防措置
1.	  使用する前に、個々のレギュレータ、バルブおよびアクセサリーを検査してくだ
さい。

2	 レギュレータ、バルブまたは	アクセサリーを本体の最大定格圧力より大きい圧力
を持つ供給源に決して接続しないでください。

3	 最大入り口圧力については、製品のラベル(モデル固有) fを参照してください。
本定格圧力がわからない場合、インストールおよび使用の前に定格圧力につい
て、TESCOM の代表者に問い合わせてください。装置の全ての機器 (たとえば、供
給ライン、取付部品、継手、フィルター、バルブ、計器など）の設計された定格圧
力を確認してください。全てが供給および操作圧力を扱えなければなりません。

4.	 レギュレータ、バルブおよびアクセサリーを設置する前に、流量の流れ方向を確定
してください。ユーザーが責任を持って、正しい方向に装置を設置してください。

5.	 取付部品、計器、または	部品をしっかりと締める前に、システムから圧力を取り
除いてください。

6.	 レギュレータまたはバルブ本体を決して回転させないでください。その代わりに、
レギュレータまたはバルブ本体を保持し、取付ナットを回転させてください。

7.	 レギュレータまたはバルブが漏れたり、機能不全がある場合、すみやかに操業を
停止してください。

8.	 装置を改良したり、または	製造業者が承認しない付属品を加えたりしないでくだ
さい。

9.	 流体が突然に増加したり、装置の機器に圧力衝撃を与えることがないように、電
力を装置に徐々に適用してください。
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設置、使用および安全上の注意
10.	 レギュレータは遮断機器ではありません。プロセス機器を超過圧力状態から守る
ために、レギュレータのダウンストリームに圧力軽減装置を設置してください。レ
ギュレータが使用されていない場合、供給圧力を遮断してください。

11.	 装置を継続して安全に操作するためには、定期的な検査と計画的なメンテナン
スが必要です。

12.	 	適用に基づき、サービスの頻度はユーザーが責任を持って決定してください。
13.	 問題やメンテナンスの欠落は、必ず報告してください。
14.	 圧縮ガスシリンダーのラベルの注意事項に従って下さい。
15.	 適用の全ての面を分析し、本製品または装置に関する入手可能な情報を見直す
ことが大切です。システムに使用されている各流体の化学物質等安全データシー
ト(MSDS)を入手し、目を通し理解してください。

16.	 使用する流体と互換性のない物質をレギュレータ、バルブまたはアクセサリーに
決して使用しないでください。

17.	 装置で使用する前に、材料が装置の操業条件と互換性があるかどうかについて、
構成要素をテストしなければなりません。

18.	 流体は、従業員から遠く離れた安全な環境で放出してください。放出および廃棄
方法が、連邦、国家、および地域の必要条件に準拠しているかを確認するように
してください。液化またはガスの凝縮するのを防ぐように、放出ラインを位置づ
け構築してください。放出口が雨、雪、氷、植物、昆虫、鳥などにふさがれていな
いかを確認してください。放出ラインを相互接続しないでください。複数の排出
が必要な場合は、別個のラインを使用してください。

19.	 可燃性の流体を制御するレギュレータ、バルブおよびアクセサリーを裸火または他
の発火源の近くに置かないでください危険場所用コントローラを使用する場合は、
現地の電気 規則に準拠することが必要となり得ます。

20.	 流体の中には、燃焼していても炎が見えないものがあります。U従業員が死亡し
たり重傷を負うことがないように、システムの検査中および/または供給中に可燃
性流体を使用する場合は、極度の注意を払ってください。従業員にこれらの危険
な条件について警告して、機器を与えてください。

21.	 多くのガスは窒息させることがあります。使用する場所が良く喚起されているか
確認してください。従業員に酸素の欠如について警告して、機器を与えてくださ
い。

22.	 これらのレギュレータ、バルブまたはアクセサリーに油またはグリースを決して使
用しないでください。油およびグリースは発火しやすく、	圧縮された何らかの流
体と結合し激しく燃えることがあり得ます。

23.	 有毒性のまたは可燃性の流体を使用する際には、その場所に非常設備を置いて
ください。

24.	 全ての流体に上流フィルターを使用することが推奨されます。
25.	 取付器具を緩めて，システムからガスを抜かないでください。
26.	 ガスから過度の水蒸気を取り除き、機器に着氷するのを防止してください。
27.	 テーパード管用ねじには、適切なねじ用潤滑油および封止剤を常に使用してくだ
さい。
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設置、使用および安全上の注意
設置

 警告
調査し，すべての電気規則および火災と安全の基準同様、ANSI（米国国家規格協
会）、ISO（国際標準化機構）および OSHA（労働安全衛生管理局）により設定され
た現地の危険場所に関する最新の基準を踏まえ、自身の適用が危険場所用モデル
を必要とするかどうかを決定してください。

 注意
設置の準備、または清浄な環境が整ってから包装を開けてください。CGA 4.1 および
ASTM G93（製品清掃度要件の規定）、検証タイプ 1、テスト 1 およびテスト 2に準拠し
て製品を清掃してください。米国軍用規格 MIL-STD-1330Dに則り、清掃プロセスを定期
的に検証してください。.

 警告
流体を使用するシステムの構成要素および材料は流体と適合性があり、適切な定格
圧力を持っていることを確認してください。故障は、死亡事故、重要な損傷および/
または物的損害を生じることがあります。

物理的損傷および汚染されていないか、レギュレータ，バルブおよびアクセサリーを検
査してください。油、グリースまたは損傷された部分を検出した場合、レギュレータ、バ
ルブまたはアクセサリーを接続しないでください。レギュレータ、バルブ又はアクセサ
リーが損傷されている場合、現地のTESCOM™ の代表者に問い合わせ、レギュレータ
を清掃するかまたは修理してもらってください。

修理サービス
レギュレータまたはバルブが漏れたり、機能不全がある場合、すみやかに操業を停止
してください。装置を保持する前に説明を受けなければなりません。理解のできない
ままに修理をしないでください。資格のある人員に修理をさせてください。修理サービ
スが必要な場合、評価後に迅速な修理を行いますので、供給者に機器をお返しくださ
い。機器は修理が可能な場合、工場出荷の性能仕様に修復されます。各標準モデルに
は、定額の修理費用がかかります。完全な整備の後、最初の保証が適用されます。

 注意

適性は構成要素の選択
1.	 	装置で使用するための構成要素を選択するときには、装置全体の設計を考慮し
てください。

2	 ユーザーは、自身の分析とテストにより、適用の完全な安全性と警報の要件を確
実に満たすことに責任を負います。

3	 TESCOM は要求があれば、特定のメディアに使用に適した材料について提案で
きます。提案は、協会や製造業者の資料による技術上の適合性に基づいていま
す。TESCOM は、材料が特定の媒体と適合することを保証しません -- 本件につい
てはユーザーが責任を負います！

4.	 構成要素の機能、適正な定格、適切な設置、操業および保持については、装置の
ユーザーが責任を負います。

 警告

製造業者が承認しない改良をしたり，付属品を加えたりしないでください。故障
は、死亡事故、重要な損傷および/または物的損害を生じることがあります。
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本マニュアルの取り決め

ページ 41を参
照してください。

灰色およびイタリックのテキストは、相互参照を示しています。こ
のテキストをクリックすると、マニュアルの参照ページへ移動し
ます。参照の情報を読んだ後、ページ下の戻る のボタンをクリッ
クすると元のページへ戻れます。
図、表およびセクションの見出しへの相互参照のリンクさらに、
用語集で説明されている言葉は、本文に最初に表出したときに、
用語集の説明を参照できます。 

変数を加える の
ボタンをクリック
します。

灰色および細いテキストは、Windows のオペレーティングシステ
ムまたは ERTune™ プログラムのユーザーインターフェースの部
分を示します。これは、メニューの項目、ボタン、ウィンドウ、スクリ
ーン、コマンドおよび画面上の指示を含みます。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

注記 のアイコンで強調されるパラグラフは、特別な注意を払う
べき情報を含んでいます。

重要！ のアイコンで強調されるパラフラフは、使用のオペレーテ
ィングシステム特定の要件への参照となる情報を含んでいます。

Paragraphs highlighted by the 注意 のアイコンで強調されるパ
ラグラフは、安全で成功だの操作環境を維持するために従わな
くてはならない情報を含んでいます。 

警告のアイコンで強調されたパラグラフは、個人の負傷または死
亡事故、物的損害または経済的損失に至ることのある活動はま
た状況についての情報を含んでいます。

マニュアルをナビゲートする

目次 の項目をクリックすると、マニュアルのその項目のページへと
移動します。
また、いつでも ブックマークパネルの開くことができ、目次に基づい
て双方向性のリンクセットにアクセスできます。

前へ ボタンをクリックすると、連続的にマニュアルの前のページへ
戻ります。

次へ ボタンをクリックすると、マニュアルの次のページへ移動します。

戻る 戻る のボタンをクリックするとマニュアルの前に見ていたページへ
と戻ります。相互参照をクリックした後、このボタンで最初のページ
へ戻れます。

 

 警告

Microsoft®、Windows®、Windows XP®、Windows Vista®、Windows 7®、	
Windows 8® および Windows® Explorer® は、米国およびその他の国における
マイクロソフト社の登録された商標です。 注意
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ER5000 シリーズの部品番号体系
Figure 1 示すように、幾つかのベーススタイルがあり、NEMA 4 エン
クロージャが必要でない狭いスペース用のコンパクトなOEMモデル
を含む。特別な改良または要求事項がある場合は、 TESCOM™ の
代表者にご相談ください。

*   これら ER5000 シリーズのモデルの寸法および仕様に関しては、	
工場に問い合わせてください。

**  Click this link ER5050 モデルの危険場所適用の全ての認定を見る

Figure 1:  ER5000 部品番号の内訳

ER5000 標準の特徴
• USB および RS485 の通信

• ストレインリリーフ***が統合されたUSBケーブル 

• 1/8" NPTF IN側ポートおよびOUT側ポート

• 1/2" SAE 制御取り出し口

• アダプター取付器具 1/2" SAE x 1/8" NPTF

• IN側最大圧力 = 120 ゲージ圧 / 8.2 バール***

• 0–100 ゲージ圧 / 0–6.9 バール 内部センサー

• Windows XP、 VISTA、 Windows 7 およびWindows 8用の
ERTune™ プログラム

Windows 8 のユーザーの方へ: 以前の Windows のオペレ
ーティンシステムと互換性を維持するために、ERTune™ プログラムは 
.NET	Framework 3.5を使用しますが、これはデフォルトでWindows	8に
インストールされていません。さらに、ER5000ドライバをインストール
するには、ドライバ署名の強制を無効化する必要があるかもしれませ
ん。これらのタスクに関しては段階的に指示を与えています。附属書類
A: ERTune™ プログラムをウィンドウズ8のコンピュータにセットアップす
る。.

***  これらの特徴は危険場所用モデルのER5050 には適用しません。

基本スタイル
00	 標準 NEMA 4X
02	 統合されたダブルピストン*
04	OEM スタイル (カバーなし)*
05 危険場所用容器e**
10	  44-4000*と統合
11	  with 44-5200*と統合

機能
S	 標準機能
F	 強化された機能

アナログ信号タイプ
I	 4–20	mA / 1–5V 直流
V	 0–10V 直流

Cv 機器の構成
1   標準バルブ、Cv = 0.01

内部センサーの構成
0	 0–100 ゲージ圧、精度0.1% 

ER5 XX X X X – X
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3.90 
[99.0]

.98 
[24.9]

.54 
[13.77]

.54 
[13.77]

.63 
[16.0]

.93 
[23.7]

.75 
[19.0] .20 [5.1]

.75 
[19.0] 

4x

.93 
[23.7]

.87 
[22.1]

ゲージポート
1/8–27 NPTF

IN側ポート
1/8–27 NPTF

1/2-14 NPTF
USB ワイヤのための電
線管接続

1/2-14 NPTF
内部ワイヤのための電
線管接続

内部センサーのため
の大気基準

OUT側ポート
1/8–27 NPTF

取付穴
#10-32 UNF 

.50 全ネジ [M5 X 
0.8 12.7 全ネジ] 

(4 ヶ所)

不使用

使用されません。

ER5000
寸法 – 側面図

全ての寸法はインチ（ミリメーター）
で呼ばれます。

モデルER5020、ER5040、ER5100 および ER5110の寸法
および仕様については工場に問い合わせてください。 

ER5000 シリーズの部品番号体系.を参照してください。
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ER5000 Series
Electropneumatic Controller

OUT側ポート
1/2 SAE規格 (3/4-16 ユニフ

ァイ細めネジ）

底面図

平面図

全ての寸法はインチ（ミリメーター）
で呼ばれます。

3.72 
[94.5]

3.72 
[94.5]

1.86 
[47.2]

ER5000 
寸法 – 最上部および底面図

モデルER5020、ER5040、ER5100 および ER5110の寸法および仕
様については工場に問い合わせてください。 

ER5000 シリーズの部品番号体系.を参照してください。
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4.09 
[103.8]

.98 
[24.9]

.54 [13.77] .54 [13.77]

.43 
[11.0] .93 

[23.7]

.75 
[19.0] .20 [5.1]

.75 [19.0] (4x)

.93 
[23.7]

.83 
[22.0]

ゲージポート
1/8–27 NPTF

IN側ポート
1/8–27 NPTF

1/2-14 NPTF
USB ワイヤのための電
線管接続 1/2-14 NPTF

内部ワイヤのための電
線管接続

内部センサーのための大気基準

外部グランド

排気ポート
1/8–27 NPTF

取付穴
#10-32 UNF 

.50 全ネジ [M5 X 
0.8 12.7 全ネジ] 

(4 ヶ所)

1/8" NPTF プラグ
使用されません。
取り除き禁止

1/8" NPTF プラグ
使用されません。
取り除き禁止

1/8" NPTF プラグ – 使用されません。
取り除き禁止

全ての寸法はインチ（ミリメーター）
で呼ばれます。

ER5050 危険場所対応モデル
寸法 – 側面図

モデルER5020、ER5040、ER5100 および ER5110の寸法
および仕様については工場に問い合わせてください。

ER5000 シリーズの部品番号体系.を参照してください。

 注意
本ページで 1/8" NPTFプラグと呼ぶ
ものを取り除くと、ゲージポートを除
き、 ER5050のための危険場所認定を
無効にします。
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OUT側ポート
1/2 SAE規格 (3/4-16 ユニフ

ァイ細めネジ）

カバーのロック用ネジ

底面図

平面図

全ての寸法はインチ（ミリメーター）
で呼ばれます。

3.72 
[94.5]

3.72 
[94.5]

1.86 
[47.2]

モデルER5020、ER5040、ER5100 および ER5110の寸法
および仕様については工場に問い合わせてください。 

ER5000 シリーズの部品番号体系.を参照してください。

ER5050 危険場所対応モデル
寸法 – 最上部および底面図
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ER 5000 仕様
モデルER5020、ER5040、ER5100 および ER5110の寸法および仕様については工場に問い合わせてください。ER5000 シリーズの部品番号体系.を参照してください。

容器 
タイプ 4X、IP66. 2つの 1/2-14 NPTF ポートが使用されない場合、プ
ラグで適切に封じてください。 

CE 承認のワイヤについての指示 
ペアのねじられたシールドケーブルを使用してください。

重量 
3.1 ポンド / 1.4 kg

媒体 
供給圧力は清浄で、乾性の不活性ガスまたは機器グレードの空気
でISA規格7.0.01の必要条件を満たさなければなりません。ISA	規格 
7.0.01 の必要条件を満たし、40ミクロンより細かく、10ミクロンと同
程度のインラインフィルターを使用することが、ソレノイドのバルブ
を損傷しないためにも多いに推奨されます。湿度は最小に保持され
なければなりません。 

ポート 
電線管:	 1/2" NPTF 
空気圧式:	 	1/8" NPTF — IN側ポート、OUT側ポートおよびゲージ

ポート
	 1/2" SAE規格 — 制御されたOUT側ポート

動力要件 
電圧:	 24V 直流 (直流22V から直流28V ) 
電流:	 340 mA 最大、公称180 mA 

環境 
温度:	 -30°C から 75°C (乾性のニトロゲン供給ガス)5°C か

ら 75°C (ショップエア)
圧力:	 28" から 32" 71 ミリ水銀から 762 ミリ水銀 
湿度:	  相対湿度100% まで (非結露) @ 0°C から 75°C. 

入口圧力 
最少値: 	 出口圧力 + 1 ゲージ圧 
最大値: 	 120 ゲージ圧 / 8.2 バール
典型例: 	 110 ゲージ圧 / 7.5 バール

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

応答時間は入口圧力に影響されます。 

センサーの更新率 
25ミリジーメンス (センサーが仕事を読んでプロセスを実施する速
度)

USB 通信インターフェース 
USB:	 2.0 
ケーブルの最大の長さ:	 15 フィート / 4.5 m 
コネクタ:	 ミ二-B 
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ER 5000 仕様 (連続的)

RS485 通信インターフェイス 
ネットワーキング:	 	1つのネットワークに最大32個のコン

トローラ 
ケーブルの最大の長さ:	 4000 フィート / 1219 m 
ボーレート:	 9600

流量 
Cv:	 	0.01 

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

流量の速度は、ブースターレギュレータを使用して増やすことが
できます。 

精度 
室温:	 最大スパンの0.1% 

応答時間 
立ち上がり時間:	 	257ミリジーメンス — 10 ゲージ圧から 90 ゲー

ジ圧 / 0.7 バールから 6.2 バール
立ち下がり時間:	 	552ミリジーメンス — 90 ゲージ圧から10 ゲー

ジ圧 / 6.2バールから 0.7 バール

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

デッドエンドシステムへの段階的応答(1 立方インチの体積)

外部のアナログ入力インピーダンス 
4–20	mA:	 250Ω
1–5V:	 220KΩ — グラウンドへの1本の入力ピン
	 1.7MΩ — 差動入力
0–10V:	 100KΩ 

デジタル入力 
電圧範囲/入力インピーダンス: 
4–20	mA:	 250Ω
1–5V:	 220KΩ — グラウンドへの1本の入力ピン
	 1.7MΩ — 差動入力 
0–10V:	 100KΩ 

デジタル出力 
電流:	 50 mA 連続的、100 mA 瞬間的
電圧:	 5V から 28V
タイプ:	 オープンコレクタ、エミッタ接地 

ｱﾅﾛｸﾞ出力 
4–20	mA: 	  0.5%より高い精度; 50Ω から 1000Ωまでの負荷
0–10V 直流: 	  0.5%より高い精度; 5000Ωほどの負荷 
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危険場所対応モデル(ER5050) 仕様

認定 
参照場所 ER5050の危険場所特別要件および証明 危険場所適用認
定の完全なリスト

容器 
タイプ4X/IP66. 2つの 1/2-14 NPTF ポートが使用されない場合、金
属のプラグで適切に封じてください。 

CE 承認のワイヤについての指示 

ペアのねじられたシールドケーブルを使用してください。現地の電
気規則で義務付けられる場合、ER5050の中の配線を覆うのに金属
電線管を使用してください。 

重量 
2.6 ポンド / 1.2 kg

媒体 
供給圧力は清浄で、乾性の不活性ガスまたは機器グレードの空気
でISA規格7.0.01の必要条件を満たさなければなりません。ISA	規
格 7.0.01 の必要条件を満たし、40 ミクロンより細かく、10 ミクロン
と同程度のインラインフィルターを使用することが、ソレノイドのバ
ルブを損傷しないためにも多いに推奨されます。湿度は最小に保持
されなければなりません。 

ポート 
電線管:	 1/2" NPTF 
空気圧式:	 1/8" NPTF — IN側ポート、OUT側ポートおよびゲージ

ポート
	 1/2" SAE規格 — 制御されたOUT側ポート

動力要件 
電圧:	 24V 直流 (22V 直流 to 28V 直流) 
電流:	 340 mA 最大、180 mA nominal 

環境 
温度:	 -20°C から 60°C (乾性のニトロゲン供給ガス) 5°C か

ら 60°C (ショップエア)
圧力:	 28" から 32" 71ミリ水銀から 762 ミリ水銀 
湿度:	  相対湿度100%まで(非結露) @ 0°C から 60°C。 

入口圧力 
最少値: 	 出口圧力 + 1 ゲージ圧 
最大値: 	 120 ゲージ圧 / 8.2 バール
典型例: 	 110 ゲージ圧 / 7.5 バール

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

反応時間は入口圧力に影響されます。 

センサーの更新率 
25ms (センサーが仕事を読んでプロセスを実施する速度)
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危険場所対応モデル (ER5050) 仕様 (連続的)

USB 通信インターフェース 
USB:	 2.0 
ケーブルの最大の長さ:	 15 フィート / 4.5 m 
コネクタ:	 ミ二-B 

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

危険場所での様々な配線の必要条件により、USB ケーブルは
ER5050とは使用されません。 

RS485 通信インターフェイス 
ネットワーキング:	 	1つのネットワークに最大32個のコント

ローラ 
ケーブルの最大の長さ:	 4000 フィート / 1219 m 
ボーレート:	 9600

流量 
Cv:	 	 0.01 

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

流量の速度は、ブースターレギュレータを使用して増やすことが
できます。 

精度 
室温:	 最大スパンの0.1% 

応答時間 
立ち上がり時間:	 	257ミリジーメンス — 10 ゲージ圧から 90 ゲージ

圧 / 0.7 バールから6.2 バール
立ち下がり時間:	 552ミリジーメンス — 90 ゲージ圧から10 ゲージ
圧 / 6.2 バールから0.7 バール

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

デッドエンドシステムへの段階的応答(1 立方インチの体積)

外部のアナログ入力インピーダンス 
4–20	mA:	 250Ω
1–5V:	 220KΩ — グラウンドへの1本の入力ピン 
	 1.7MΩ — 差動入力
0–10V:	 100KΩ 

デジタル入力 
電圧範囲/入力インピーダンス: 
4–20	mA:	 250Ω
1–5V:	 220KΩ — グラウンドへの1本の入力ピン
	 1.7MΩ — 差動入力 
0–10V:	 100KΩ 

デジタル出力 
電流:	 50 mA 連続的、100 mA 瞬間的
電圧:	 5V から 28V
タイプ:	 オープンコレクタ、エミッタ接地 

ｱﾅﾛｸﾞ出力 
4–20	mA: 	  0.5%より高い精度; 50Ω から 1000Ωまでの負荷
0–10V 直流: 	  0.5%より高い精度; 5000Ωほどの負荷 
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付属品
部品# 説明

80129 1/8" NPTF オスのチューブコネクタ
82575-25 250 mA / 24V 直流電源 — 入力電圧120V 交流、60 Hz

82575-50 500 mA / 24V 直流電源 — 入力電圧120V 交流、 60 Hz

82919 デジタル表示の電位差計
82948 USB から RS485 ヘの変換器
85061 RS232 から RS485 への変換器
85121 12-ワイヤのペアのねじれたシールドケーブルアセンブリ — 24" / 61 cm 全ての標準ER5000に含まれる
ERSA04539 20-ワイヤのペアのねじれたシールドケーブルアセンブリ — 24" / 61 cm  ER5000の「F」モデルに含まれる
85138-X 12-ワイヤのペアのねじれたシールドケーブルアセンブリ — 5、10、20、50 および 100 フィート / 1.5、3、 6、15 および 30 mのオプション
ERSA04539-X 20-ワイヤのペアのねじれたシールドケーブルアセンブリ— 5、 10 および 20 フィート / 1.5、3 および 6 mのオプション
85145 フィルターキット
ERAA03458-02 アダプターの取付器具 1/2" SAE x 1/8" NPTF — ER5000を大半の TESCOM™ の空気で動作するレギュレータに接続する 全ての標準

ER5000に含まれる
ERAA03458-04 1/2" SAE X 1/4" NPTF

ERAA03409 ミ二-B コネクタ付きUSBケーブル すべての標準ER5000に含まれる。ER5050には使用されない。
ERAA05146 MTA コネクタ交換キット
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新しい機能
• ビルトイン USB 接続性
• 16-ビットアナログ /デジタル変換器 によるデータ取得のため
の進化したレゾリューション

• ER5000の「F」モデルでは、1本の20-ワイヤが、個別の12-ワイヤ
および 8-ワイヤのケーブルに取って代わります。

• 制御の一時停止という新しい操作モードが「F」モデルにはあり、
装置の安定が非常に重要なときに、センサー較正などの作業の
ために長時間、安定した圧力で出力を固定することができます。

• ERTune™ プログラム は、Windows のグラフィカルユーザーイ
ンターフェースを十分に活用するためにアップグレードされま
す。単一の一元化された操作環境で、すべての機能に迅速でタ
ブベースのアクセスをすることができます。他の強化された項
目は以下のとおりです:

 > ウィザードの設定 および COM （通信）ポートの検索  インスト
ールの迅速化

 > 調整タブ は、今では著しく敏感なスライダーを特色とし、イン
ターフェースに明確に表示される設定可能なパロメータの
最適な範囲を伴います。

 > データ取得は、現在、デジタル入力の検知または監視下の変
数が目標値に到達した場合などの装置イベントにより、自動
的に起動されます。

 > プロファイル は、現行で、100までの命令のセグメントを含め
ます。ループカウントは，今やリアルタイムで表示されます。 

 > ER5000の「F」モデルでは、 現在、プロファイル が、これらの新
しいコマンドを含むことができます:

ソークは、ドウェルが開始する前に、フィードバックにより
新しい設定値に到達したことが示されるまで待ちます
イフ および 移動では、実際の操作状況と入力に対応する
ために、複雑で分岐したコマンドシーケンスを作成するこ
とができます。

 > 分析ツールタブ  は、今では、１クリックで調整およびトラブル
シューティングの推奨事項にアクセスすることができます。

 > 自動ソレノイドリークテストでは、コントローラのソレノイドの
バルブについて、素早く、直感的および正確な評価をするこ
とができます。

 > ダイアフラムレギュレータ保護は新しい機能で、特に金属の
ダイアフラムの場合に、迅速に変化する流量が、ダイアフラム
レギュレータの感知する要素に過度の負担を与えてしまう
際に、アプリケーションを守る追加の保護層です。
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 ER3000 を ER5000と取り替える

	危険場所で ER3000 をER5050と取り替える際には、最新の
危険場所基準を参照してください。

 警告
安全基準は常に改訂されます。調査を行い、すべての電気規則および火災と
安全の基準同様、 ANSI（米国国家規格協会）、ISO（国際標準化機構）および 
OSHA（労働安全衛生管理局）により設定された現地の危険場所に関する最新
の基準を踏まえ、危険場所でのコントローラを取り替えてください。

Click this link 全ての危険場所に関する認定および仕様を閲覧する。

ER5000標準モデルのための配線
ER5000SI-1用の12-ピンMTAコネクタの配線は、ER3000SI-1の場合
と同じです。MTA コネクタ交換キットを入手すると、新しい ER5000
に現行の設置ケーブルを使用できるようになります。

「F」モデル ER5000のための配線
12-ピンの MTAコネクタおよび 8-ピンの補助 MTA コネクタには、以
前は個別のケーブルから給電されていましたが、ER5000の「F」モデ
ルでは、1本の20‑ワイヤケーブルのみから給電されます。8-ピンコネ
クタに給電するすベてのワイヤは、カラーのストライプになっていま
す。 12-ピンコネクタに給電するベタ一色のワイヤと視覚的に区別
するためです。Figure 18 すべてのワイヤ色とピン端子を見る、を参
照してください。 

以前は、アナログ信号接地に使用されていた緑/白ワイヤ (J4 ピン 
5)の機能が変更しました: 現在は、制御機能の一時停止を起動さ
せ、双方のバルブを閉じ、コントローラを現在の圧力で固定します。
現在の適用がこのワイヤを使用する場合、様々な設置 推奨される
配線構成のセクションを参照してください。 

標準モデルの ER5000には、信号/ボード接地として働く2本のワ
イヤがあります: 黒いワイヤ (J3 ピン 10) と黄褐色のワイヤ (J3 ピ
ン 12)です。

ER5000の「F」モデルでは、黒/白ワイヤ (J4 ピン 6) もさらに、信号/ボ
ード用接地として働きます。
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ER3000 ソフトウェアと一緒にER5000を使用します。
ER3000を制御するために、Windows Tuneまたはその他のソフト
ウェアを使用し続けたい場合、ER5000をER3000モードに設定
するために、 ジャンパー J9  をインストールする必要があります
(Figure 19を参照)。ER5000 は 16-ビットのアナログ/デジタル変
換器を使用して、アナログ入力信号をマイクロプロセッサが理解
できるデジタル言語に変換しますが、一方 、ER3000 は12-ビット
の変換器を使用します。ER3000のために書かれたプログラムが
発する信号を、ER5000が正確に翻訳するためには、12-ビットの
スケールを使用することが必要です。 

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

ER3000 モードのジャンパーをインストールすると、新しいプロフ
ァイルコマンド同様に、制御の一時停止の機能もオフにします。

UI3000 または UI4000

ER5000 は  UI3000 または 	UI4000と互換性がありません。
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動作方法

ER5000: 動作方法
ER5000 (電子レギュレータ 5000) はマイクロプロセッサをベースとした 
PID (比例、積分､微分）制御で、幅広い適用にアルゴリズムの圧力制御
をもたらします。 

これは 0から100 ゲージ圧 / 0–6.9 バールの清浄で、乾性の不活性
ガスの圧力を制御する独立型の装置として、または空気圧で作動
するコントローラまたはバルブに接続して使用することができま
す。TESCOM™ レギュレータと共に使用すると、ER5000 は真空から 
30,000 ゲージ圧 / 2068	バール, で圧力は最大12V中のCv である分散
型圧力制御をガスおよび流体に与えます。

ER5000 は直接的な USB または RS485 接続を介して、コンピュータ
から制御できます。ER5000 はさらに、コンピュータまたはPLC デジ
タル/アナログカードなどの、4-20	mA、1–5V または 0–10V のアナロ
グソースからのアナログセットポイント信号を受け取ります。ER5000 
は、同一のRS485ネットワーク中に、複数の入力/出力構成および最
大で32個のコントローラをデイジーチェーンするための配線をするこ
とができます。

ER5000 は内部センサーまたは実際のプロセスライン中に置かれ
た外部のトランスデューサー(4–20	mA、1–5V または 0–10V) のい
ずれかを使用して圧力を感知します。3つの制御モードのうちの1つ
で、ER5000 を操作します: 

• 内部フィードバックは内部センサーのみを使用します;

• 外部フィードバックは外部ソースのみを使用します;

• カスケードは、「ループ中のループ」に置かれた内部と外部の両
方のソースを使用します。

セットアップの間、TESCOM が大半の商業的適用のニーズを満たすた
めに、プログラムしたPID設定をダウンロードできます。内包された
ERTune™ プログラムは、直接的に、比例、積分および微分の値を調
整することにより、 ER5000 の性能に関するパラメータをカスタマイ
ズする直感的インターフェースを提供します。

ERTune™ プログラムを使用すると、複数のセットポイントの変更、
正確に時間を定めたデジタル入力と出力、および応答の特徴の修正
およびリアルタイムの操作状況に基づく他の内部変数を含むことが
あるコマンドシーケンスにより、ER5000を導くプロファイルを作成
できます。

The ER5000 は数分で設置できますが、大半の注文の多いユーザ
ーのニーズを満たすために、正確性、信頼性および柔軟性を提供し
ます。
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PIDコントローラを理解する
PIDコントローラにより、機械装置は、高いレベルの正確性および
信頼性で動作し、操作者は時折監視するだけですみます。PIDコン
トローラでは、圧力、流量、温度、位置、速度、力、一貫性、トルク、
および	加速度を含む装置内の測定可能な物的財産をコンピュータ
上で制御できます。 

PIDコントローラは監視および応答の連続したループ内で操作できま
す。ER5000 は、1回のループを25 ms (ミリ秒)で行います。 

各ループの開始時に、コントローラは装置の圧力 (フィードバック) な
どの測定されたプロパティの現在のレベルを認識するために、装置
内のセンサからの入力を読み、それをプリセットの目標値 ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ)
と比較します。 

2つの値が同じ場合、a Zero エラー が生成され、動作は開始されま
せん。2つの値が一致しない場合、肯定的または否定的 エラー が生
成され、エラーを是正するためにコントローラが起動します。

エラーが思いがけない操作環境の変化による場合、コントローラは
前のレベルに装置を戻すように作動します。エラーがセットポイント

中の予定された変更の場合、コントローラは新しい目標レベルに向
けて、装置を高めるかまたは低くしようと作動します。 

いずれの場合も、コントローラはセットポイントとフィードバックが
同一になるまで動作を続けます。そして、コントローラはゼロエラー
を生成し、もとの監視機能に戻ります。この時点で、装置は安定し
た状態になったと呼ばれます。 

エラー生成から安定した状態まで、PIDコントローラの応答は、3つ
の独立しているが相互に関係する値 項(	としても言及される)を包
含する複雑なアルゴリズムによって形成されます。

• 比例 (P) 項 は最新のループ内で生成されたエラーの値の関数
です。各ループにおいて、P 値は、エラーの量に直接的に比例し
て変わります。エラーが最初に検知されて、コントローラが装
置をセットポイントに近づけるにつれて小さくなる場合、比例
は最大になります。 

• 積分 (I) 項 は、装置が操作中に生成されたすべてのエラーの組
み合わされた値の関数です。I	値は、装置がエラー中の間増加し
続け、エラーが反対方向に記録されるときのみ減少します。エラ
ーが是正された後、積分はその値をかなり保持します。これは 
積分のワインドアップとして知られています。
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• 微分 (D) 項 は変更の現在の変化率の関数です。D 値が減少する
と、コントローラが装置をセットポイントに近づけるにつれて、他
の値を低下させ始めます

PIDコントローラ: 3つの構成要素は1つよりも良好である。

なぜ、個別の3つの値なのですか？このシナリオを考えてください: 

• 道路上でカーブを曲がらなければならない車を運転していま
す。

• 車がカーブに差し掛かると、カーブに沿うようにハンドルを切り
ます。この時点で、比例するコントローラです。

• 車がカーブを曲がるにつれて、周囲の力が外側へ押し出しま
す。カーブに合わせる (比例のみ）だけでは、もはや十分ではあ
りません。カーブから外れずにいるには、オーバーステア(積分
の追加) が必要なことがわかります。そして、車のサイドから一
陣の風が当たります; 今や、風と周囲の力の両方に対抗するに
は、より大きなオーバーステアが必要です(積分の蓄積)。

• カーブの中間点を通過するとき、周囲の力が減少し、風が静ま
ります。今では、オーバーステア(比例および蓄積された積分）
が車を横滑りさせようとします。直進の道路に戻るまで、残りの
カーブにアンダーステア(微分を加える) により対応します。

• 運転しながら、最も不適当な瞬間に風が吹いたことを思い出
し、また風が吹いたときのためにしっかりとハンドルを握ります
（積分の終焉）。

いつ道路に沿うか、いつオーバーステアし、いつアンダーステアする
のかを知っている運転手のように、コントローラは比例、積分およ
び微分の効果を組み合わせ、幅広い適用の要件および環境条件に
効率よく応答する柔軟性を持っています。

さて、3人の運転手がいる同じカーブを考えてください。

• 最初の運転手は隣のレーンにパトカーがいるのに気づきます。
この運転手の主な目標は、カーブの間中、レーンを堂々と走る
ことです。このコントローラは、注意深く、比例、積分および微分
のバランスを取ります。



ER5000 — 

33戻るwww.emerson.com/tescom

動作方法
• 2番めの運転手は、カップホルダーにコーヒーが並々と入った
カップがあることに気づきます。この運転手は、カーブをできる
だけ大きく、できるだけゆっくりと走ります。この運転手の主な
目標は、熱いコーヒーをこぼさないように気をつけることです。
このコントローラは、速度と正確性を犠牲にして、できるだけ
反応を安定させるために、比例および積分を低めて微分を高
めます。

• 3番目の運転手はロードレースに参加しています。この運転手
は、カーブをできるだけ小さく、できるだけ早く走り、車が制御
不能となりスピンをしない限界まで推し進めます。このコント
ローラは、できるだけ早い応答を得るために、比例および関数
を最大にします。それから、最後に制御を再設定するのに十分
なように微分を設定します。

同一の変更に対する、3つのコントローラ、3つの異なるゴール、3つ
の異なる応答。比例、積分および微分の相対量を高めたり低めたり
することにより、 (チューニング 制御と呼ばれるプロセス) 、装置内
の一定の限界の中で、特定の応答の特徴および仕事に答えるよう
に、ER5000 をセットアップすることができます。 

典型的な PIDコントローラ

Figure 2 典型的なPID 制御	装置の単純化された図を示します。

この図では、破線がコントローラを表わします。セットポイント (r) 
は内部ボードまたは外部ソースから送られます。フィードバック (y) 
は装置の最新の状態を監視する内部または外部のセンサーから送
られます。コントローラは値を読み、セットポイントからフィードバ
ック信号を取り去ります。

+ -

セットポイン
ト = r

コントローラー

エラー = e 出力

フィードバック

制御下
の装置

 

Figure 2:  単純化された PID 制御システム
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セットポイントとフィードバックが一致すると、コントローラはゼロ
エラーを生成し起動しません。

セットポイントとフィードバックが一致しない場合、制御記はエラ
ー値(e)を生成し、起動し、エラーを是正するために装置に出力を
送りますたとえば、ER5000では、出力がコントローラ内の電磁弁s 
に向けて送られます。 

フィードバックがセットポイントより低い場合、ポジティブエラーが生
成されます。ER500は、装置の圧力を高めるために起動することによ
り、ポジティブエラーに応答します。

フィードバックがセットポイントより高い場合、ネガティブエラーが
生成されます。ER5000 は、装置の圧力を減少させる、と起動させ
てネガティブエラーに応答します。

コントローラは、2つの値を合計することにより、どれだけの出力
を送るかを決定します: 

• 比例項は、生成されたエラーおよび定数Kp (比例定数)により生
じます。

• 積分項は、すべての蓄積されたエラーおよび定数 Ki (積分定数)
との積です。 

制御装置は、比例項または比例および積分項に基づき、 P および 
PI 構成として知られています。ER5000 は、適用に相応しい場合、 
P または PI構成の中で作動します。PID 構成は、微分項を含み、最
高レベルの正確性および柔軟性を提供します。

微分項は、しばしば、セットポイントと比較される前に、フィードバ
ックを弱めるために使用されることがあります。それは、このように
Figure 2で示されています。フィードバックの微分は定数Kd (微分定
数) によって掛け算され、フィードバックと合計されます。 

微分は変化速度の関数であり、主な機能は減衰装置として働くこ
とであり、装置がセットポイントに近づくときの、振動を抑えます。 
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PID 制御を調整する

チューニングコントローラは、最良の応答を生み出すために、最
適なKpおよび Ki および Kd の設定を選択するプロセスです。「最
良」な応答は、適用にとって何が最も重要かによって決まり、通
常、安定と応答速度の間の妥協を必然的に伴います。 

ER5000 は、工場であらかじめ調整されており、TESCOMのレギュレ
ータがセットアップの間にコントローラにダウンロードされるよう
に、TESCOM™ が構成したデフォルトのPID設定を持っています。デ
フォルトの調整は、多くのユーザーに、まさに出荷状態で効果的な
装置制御を提供します。他のユーザーは、自身の適用の特定な要
件または操作環境が、 ERTune™ プログラムを使用する追加の手作
業による調整が必要だと気づくでしょう。最適な	性能を達成する
ためです。 

 PID アルゴリズムの数学は複雑で、本マニュアルの範囲を超えてい
ます。使用している装置の応答の特徴を理解することは、必然的に
試みとエラーを伴います。 

しかし、 PID 調整は基本的な関数項の中で理解できます。肯定的
および否定的にも、設定が増やされたりまたは減らされたりするの
を観察することには、予測可能な効果があります。必要であれば、
ボタン (ER5000 をデフォルトのPID	設定にリセットするを参照)をク
リックすることでデフォルトの設定を復元できます。 

幾つかの経験則とERTune™ プログラムが提供するリアルタイムの
視覚的フィードバックを使用して、経験に関係なく、すべての操作
者がコントローラを手作業で調整することにより前向きな結果を
達成できます。

PID 調整のための経験則

• 比例の設定は、コントローラの応答カーブ全体を制御します。
最初に設定されます。積分および微分は、応答を微調整するた
めに加えられます。

• 積分の設定は、特に装置がセットポイントに近づき、比例が減少
するときに、応答を加速化します。それは、主に、装置が目標とす
るセットポイントに到達することなく安定した状態に落ち着こう
とする安定状態でのエラーまたはオフセットとして知られる状
況を最小にするために使用されます。積分は、エラーが是正さ
れた後も、積分の収まりと共に余韻を残して残存します。

• 微分の設定は、応答を弱め、装置が過剰修正されることを防ぐ
のに使用されます。一般的に、 比例のすぐ後に設定されます。
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Figure 3 は、セットポイントの段階的(瞬間的) 変更への4つの典型
的な応答カーブを示します。

A

B

D

C

オーバーシュート

減衰振動
補正

整定時間

立ち上がり時間 (10%–90%)

Figure 3: プログラムされたセットポイントの変更への典型的な応答カーブ

カーブ A の制御は、短くて鋭い 立ち上がり時間を伴い応答します。
さらに、(オーバーシュート) エラーおよび減衰振動として知られる状
況である、新しいセットポイント周辺の振動を過剰修正します。装
置が新たに安定した状態に達するには、長い時間 整定時間 がかか
ります。応答全体は迅速ですが不安定です。

カーブ D 内の制御は、長く漸進的な立ち上がり時間を持ち、 安定
状態でのエラーで終了し、 新しいセットポイントよりやや低い安定
した状態に落ち付きます。

  カーブA は、早いが不安定な応答の望ましくない影響を明示して
います。このコントローラを調整することは、比例の設定を低くする
ことを必要とし、おそらく積分の設定も同様です。その代わりに、微
分を高めることは応答を安定させるのに役立ちます。 カーブD は、
安定しているが，全体的に遅い応答の望ましくない影響を明示して
います。このコントローラを調整することは、比例を高めることを必
要とします。積分もまた、補正を排除するために高められる必要が
あります。微分は応答を過度に減衰させていないか確認されなけ
ればなりません。

カーブB および C の制御は、速度と安定性のバランスを保つように調
整されています。カーブ B は、短くて安定した整定時間とできるだけ
最速の立ち上がり時間と引き換えに、少量のオーバーシュートおよび
減衰振動を容認しています。カーブ	C iは、オーバーシュートを完全に

時 間

圧
力
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排除するために加えられた十分な微分とともに、「非常に弱められ
て」います。両方の調整とも補正はありません。カーブ B は、オーバー
シュートに耐えられる適用には最適の調整となります。カーブ C は、
オーバーシュートに耐えられない適用向けです。

各構成要素のための経験則を再び述べるために:

比例 (P): 

• 高めの設定は、短い立ち上がり時間と早い応答となります。 

• 高めの設定は、さらに応答を不安定にし、オーバーシュートと
減衰振動を伴います。オーバーシュートは装置の物理的限界に
重い負担を掛けることがあります。

• 低めの設定は、遅い応答となります。

積分 (I):

• 高めの設定は、応答を加速化します。 

• 高めの設定はさらに、不安定性を高めます。 

• 低めの設定は、応答の鈍い制御となります。 

• 積分の収まりは、装置が安定した状態に達した後でも応答を
押し上げ続けるので、高めの積分の設定が補正を排除するこ
とができます。 

• ワインドアップは、制御の新しいエラーヘの応答を遅くすること
があるが、新しいエラーが微分を「活性化」し始める前に、蓄積
されたエラーは「紡ぎ出される」ことが必要だからです。肯定的
および否定的ワインドアップに限定的な積分の限界 ER5000の
機能は、より高い関数の設定の使用を可能にします。

• 小さなエラーの関数は、時間をかけて、制御の望まない起動を
生じさせるまで蓄積することがあります。ER5000 は関数のデッ
ドバンドと呼ばれる占有のフィルターを特徴とし、この影響を
緩和します。 

微分 (D):

• 高めの設定は、オーバーシュートおよび減衰振動を是正します。

• 高めの設定は、さらに、整定時間を減少させ、装置の安定性を
高めます。

• 高めの設定は、装置を過減衰させることがあり、ゆっくした立ち
上がり	時間を生じさせます。 

• 逆説的に、高めの微分の設定は、操作環境での一時的変化（ノ
イズ）ヘの感度を高めることにより、装置を不安定にすることが
あります。ER5000’のソレノイドのバルブの操作上の寿命を減少
させることがありますが、頻繁なアクティブ化のためです。
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Table 1 は、比例、積分および微分の経験則の概要を与えます。
Table 1:  P、I および D の影響は、制御の応答カーブ上で増加します。

P	値の増加 I	値の増加 D	地の増加

立ち上がり時間 早め 早め 遅め

不安定 (オーバシュート/リ
ンギング)

多め 多め 少なめ

整定時間 変化 長め 短め

補正 少なめ 排除 変化

* 過度な D 値は 、しかし、少ないというより、より不安定さを増す結果となり得ます。
ページ 37上の微分のための経験則の再提示を参照してください。

ERTune™ プログラムは、 ER5000を調整するための、豊かな視覚
的環境と正確で直感的な制御を提供します。調整タブ: ER5000を
調整するための制御および機能を参照してください。最適な装置
の	性能を達成するためのヒントおよび技術についてと同様、プログ
ラムの能力と機能を詳細に説明しています。 

各装置は、独自の特徴を持っており、それぞれの操作環境が独自の
課題を提示し、また各適用は独特の要件を持っています。最適な調
整は、必然的に試みとエラーおよび妥協を伴います。早い立ち上が
り時間は，通常、不安定性が増すことを犠牲にして成立します。オ
ーバーシュートを最小限にすることは、応答のラグまたは補正をも
たらすことがあります。補正を排除することは、望まないワインドア
ップを招くかもしれません。優先事項を知り、妥協点を理解するこ
とは重要です。
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ER5000: 典型的な適用 (危険場所ではない場合)

 警告
調査し，すべての電気規則および火災と安全の基準同様、ANSI（米国国家規格協
会）、ISO（国際標準化機構）および OSHA（労働安全衛生管理局）により設定され
た現地の危険場所に関する最新の基準を踏まえ、自身の適用が危険場所用モデ
ルを必要とするかどうかを決定してください。ご使用の適用が危険場所用モデル
(ER5050)を必要とする場合、下記に示す手順に従う前に、ページ	をお読みにな
ってください。 危険場所用モデルを設置する (ER5050) ページ 110.

制御装置の圧力
典型的な適用では、ドームロード式または空気作動式の最上部に
接続するER5000のOUT側ポートは、圧力を減らしますがレギュレー
タ、通常、包含される 1/2" SAE x 1/8" NPTF アダプタを介して行われ
ます。これは、 Figure 4に表示されます。
供給圧力（供給圧力）最大で120 ゲージ圧 / 8.2 バール、110 ゲージ圧 
/ 7.5	バールが典型的であり、外部ソースにより ER5000 に提供され
ます。ER5000 はレギュレータのエアアクチュエータに拡大します
が、パイロット圧入口にあるソレノイドのバルブを開くことによって
です。パルス幅変調 (PWM) 排気ポートのPWMソレノイドバルブを
開くことによりパイロット圧を減少させます。通常、排気ベントポー
トから大気中へ。
外部フィードバックモード内に構成されたコントローラは、装置の
圧力ダウンストリームに搭載されたトランスデューサーからの入力
を通して感知しますプロセスライン。

ER5000 供給圧力 
110 ゲージ圧 / 7.5 
バール

アダプタ

外部のトランス
デューサー

USB 接続

コンピュータ

入口圧力 プロセス への出口圧力 

レギュレータ

Figure 4: 典型的な ER5000 の適用
アダプター付きコントローラが空気で動作するレギュレータに搭載されます。外部変換器からのフィー
ドバックプロファイルからの設定値がUSB 接続を介して、コンピューからダウンロードされます。
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25 ミリ秒ごとに、コントローラはフィードバックを読み、外部ソースか
基板上のメモリのプロファイルから受け取るセットポイントと比較し
ます。フィードバックがセットポイントより低い場合、ER5000 はIN側の
バルブを起動させ、パイロット圧レギュレータのアクチュエータに注
入するようにします。これにより、レギュレータの主要なバルブが開き、
その結果ダウンストリームが増加します。 装置の圧力ER5000 は、フィ
ードバックとセットポイントが等しくなるまで、引き続きパイロット圧を
レギュレータのエアアクチュエータに送り込みます。その時点で、IN側
のバルブが閉じ、その圧力で装置が安定します。

フィードバックがセットポイントより高い場合、ER5000 は排気ポート
のバルブを起動させ、レギュレータからパイロット圧を放出します。
パイロット圧が減少することによりレギュレータの主要なバルブが閉
じ、さらにレギュレータの通気口が開き、過剰な装置の圧力を排出し
ます（適用でガス抜きされないレギュレータを使用している場合は、
ページ	41)。その結果、ダウンストリームの圧力が減ることになり
ます。ER5000 は、フィードバック信号がセットポイントと同じになる
まで、パイロット圧を排出し続けます。その時点で、IN側のバルブが
閉じ、その圧力で装置が安定します。

 

ER5000 IN側ポート

供給圧力 
110 ゲージ
圧 / 7.5バ
ール

大気への圧力
排出口

エアアクチュエータへ
のパイロット圧

エアアクチュエ
ータからのパイ
ロット圧

IN側バ
ルブ

ER5000 排出口

エアアクチュ
エータ

排出口バルブ
主要なバルブ

レギュレータ出口 圧力レギュレータ入口圧力

獲得された排出口が過剰な圧力を放出します

ER5000 出口とア
ダプタ

ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ
ソースは、USBまたはRS485を介し
て提供されるデジタル	信号か	アナ
ログ信号かまたは基板上のメモ
リーに保存されたプロファイル 	で
あり得ます。

フィードバック
最適な装置の	性能のために、 
0.1% かそれより高い精度 	が
必要です。それより正確では
ない 	トランスデューサーは使
用できますが、 	そうすること
で	装置全体の精度を下げる
ことになります。	

USB 接続

コンピュータ

排出口
バルブ

Figure 5: ER5000 コントローラの内部動作
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クローズドループ適用におけるガス抜きされないレギュレー
タに関する注記

ガス抜きされないレギュレータは、過剰な装置の圧力を排出するこ
とを特徴としていません。ダウンストリームの流量が遮断されると、
クローズドループ適用では特別な問題が発生します。

ダウンストリームの流量が突然止まると、たとえば、ダウンストリー
ムのバルブが閉じる場合、フィードバックは迅速に高まります。レギ
ュレータは主要なバルブを閉じて応答します。しかし、 レギュレー
タのロックアップにより、完全に封じられる前に、主要なバルブか
ら少量の過剰な圧力が逃げます。 

ガス抜きできるレギュレータでは、過剰なダウンストリームの圧力
はレギュレータの排気ポートから放出されて、装置を安定した状態
へ戻すことができます。ガス抜きのできないレギュレータでは、過
剰な圧力がダウンストリームのパイプに留まります。

PIDコントローラはフィードバックの上昇を感知し、装置の圧直を下
げるように起動します。しかし、排出することができないのでコント
ローラは応答できません。過剰な装置の圧力が閉じ込められると、
エラーは変更できません。コントローラは、パイロット圧が 完全に
排気バルブから放出されるまで応答を続けます。これにより2つの望
まない状況が起こり得ます:

• レギュレータを金属のダイアフラムを使用している場合、ダイア
フラムの下のダウンストリームの高い圧力とダイアフラムの上
の低い（または0である）パイロット圧との差異は、ダイアフラム
に著しくストレスを与えることがあります。

• レギュレータの種類に関わらず、ダウンストリームの流量が急
に再開すると、PIDコントローラの応答が遅れます。それは、レギ
ュレータのドームまたはエアアクチュエータの空洞を完全に再
び一杯にすることが必要であるからです。

Diaphragm Protection ER5000の特徴が起動されると、コントロー
ラは初期のパイロット圧の設定された割合にだけエラーに応答し
て、停止します。これにより、コントローラとレギュレータは、一度
装置の流量が復元されると迅速にリセットし、レギュレータの構成
要素に影響を与えそうな圧力の差異を最小限に抑えます。 

レギュレータのダイアフラム保護機能は、 金属ダイアフラムのレギ
ュレータを使用する適用には多いに推奨されます。ガス抜きされな
いレギュレータを使用する適用にとっては、制御上の恩恵が与えら
れます。それは、ガス抜きできるレギュレータまたはピストン感知のレ
ギュレータを使用する適用には必要ではありません。 

ダイアルフラム保護パネルを参照して、この	機能について詳しく知
ってください。
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装置の管理限界を監視する

ユーザー指定の限界を超えた場合、 ER5000 はさらに、装置を監
視して応答するように構成することができます。この機能はデフォ
ルトでは停止されており、ERTune™ プログラムの中の制御を使用し
て起動させることができます。詳細については、管理限界パネルセ
クションを参照してください。

この機能は、トランスデューサーの配線の故障、供給圧力の欠落、
またはパイプ	の破裂などの装置の不具合の際に、追加のせキュリ
ティを提供します。 

 注意
管理限界の機能は、装置監視の追加のレベルを提供します。起動は、問
題が潜んでいることを示しますが、それ自身が、問題の発生を阻止するわ
けではありません。安全な仕組みであると思われたり、安全な機能または
圧力を制限する機器であると考えられたりすべきではありません。

ER5000 が管理限界を監視するように構成されており、限界が超えて
いることを示す信号を検知すると、ソレノイドのバルブを起動させ、3
つの管理限界条条件の1つに到達させます:

• IN側閉鎖/排気側閉鎖
• IN側閉鎖/排気側解放
• IN側解放 /排気側閉鎖

デフォルトの条件はIN側閉鎖/排気側解放であり、限界を超えた場
合、確実に圧力減少装置が解放されます。適用において、ガス抜き
されないレギュレータを使用し、この条件でER5000を使用するつ
もりであれば、クローズドループ適用におけるガス抜きされないレ
ギュレータに関する注記を参照してください。

これらのすべての変数に関して、最小および最大の限界が監視さえ
ます: 

• アナログセットポイント
• 内部センサ
• 外部センサ
• 内部エラー
• 外部エラー
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TER5000: 制御モード
内部フィードバックモード
内部フィードバックモードはコントローラの 0–100	ゲージ圧	/ 
0–6.9	バールの内部圧力範囲内で圧力を監視するために、ER5000
の内部センサを使用します。このモードは、ER5000 が独立型の装
置として使用されるか、またはレギュレータのオープンループの制御
が望まれる場合に、典型的に使用されます。

外部フィードバックモード
外部フィードバックモードは、装置の圧力を監視するために、ユー
ザが提供する外部のトランスデューサーを使用します。トランスデュ
ーサーがプロセスラインに設置され、ER5000に直接的なフィードバ
ックを送ります。このモードは、ER5000 がレギュレータまたはバル
ブのためにパイロットレギュレータとして作動するときに、典型的に
使用されます。 

外部トランスデューサーは、ER5000 が独立型の装置として使用さ
れるときに、ER5000の圧力ラインに設定されることがあります。次
の場合、これは内部フィードバックにとって望ましいかもれません:

• 適用が小さな圧力の範囲内の正確な制御を必要とする場合。
たとえば、 ER5000 は0–10 ゲージ圧 / 0–0.7 バール 範囲の5%
の変更に、0–100 ゲージ圧 / 0–6.9 バールの完全な範囲の0.5%
の変更に対してよりも効率的に応答します。

• ダウンストリームの圧力を監視する必要があります。たとえば、出
力がパイプの長さを通って容器に行く場合、パイプでは圧力の低
下が予想されますが、外部センサは容器に設置されているので、
コントローラ内の内部センサよりも、より敏感なフィードバック信
号を提供します。

カスケードモード
カスケードモードは、別のPID ループ内で1つのPIDループを実行しま
す。内部ループはコントローラ内の内部センサを使用し、外部ルー
プは外部センサを使用します。この操作モードは、より安定性を強
化しますが、装置の応答の速度を遅くします。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

カスケードモードでの適切な操作には、 外部フィードバックのル
ープ（外部ループとしても知られる）の積分の限界のための次の推奨される
デフォルトが、セットアップの間に、コントローラにダウンロードされます: 最
大値: 32767;	 最小値: 0。これらの設定は大半の適用に最適です。

これらの設定の詳細は、カスケード調整への助言および積分制限
制御コントローラを参照してください。
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デジタル/アナログカード 
デジタルからアナログヘの変換カードの頭字語アナログ信号を生
成するためにコンピュータおよびPLCで使用される。

デイジーチェーン
複数のER5000がシーケンスで共に配線されて、同じRS485 ネット
ワーク内の単一の中央コンピュータと通信を行います。チェーン内
の各コントローラは独特なノードアドレスを与えられ、 ERTune™ プ
ログラムを使用して実施されます。 

ﾃﾞｯﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ
関数のデッドバンドおよびパルスデッドバンドを参照してください。

微分
コントローラ内の応答に関する構成要素で、装置内の変化の速度に
基づきます通常は、比例 および 積分の影響を弱めるために働き、装
置の安定性を高めます。

エラー
結果は フィードバック が ｾｯﾄﾎ ｲ゚ﾝﾄから減じられたときに生成さ
れます。0エラーの場合、動作は発生しません。0でないエラーの

場合、エラーが是正されるまで、 ER5000 が起動します。肯定的
エラーは、ER5000 に装置の圧力を増加させ、否定的エラーの場
合、ER5000に装置の圧力を減少させます。

フィードバック
内部または外部センサーから送られる入力は、PIDコントローラ
が管理するプロセスの最新のレベルを示します。コントローラ
は、ｾｯﾄﾎ ｲ゚ﾝﾄからフィードバックを減じて、エラーを生成しますが、0
でないエラーはコントローラを起動させません。

危険場所
危険場所は可燃性の流体、ガスまたは水蒸気、または可燃性の粉
塵が、爆発または火災を生じさせるのに十分な量だけ存在する場
所を意味します。これらの適用には、特別に設計された機器および
特別な設置技術が使用されなければなりません。コントローラの
通常の操作にも電流が使用されるので、火花を発する可能性があ
ります。適用環境が危険場所の基準に匹敵する場合、ER5050 のモ
デルを使用しなければならず、および安全な操作環境を提供する
ために、ページ	110 に概要が述べられている設置の仕様に従わな
ければなりません。

PIDコントローラおよびコントローラの調整に関する用語
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積分
コントローラの応答に関する構成要素で装置内に蓄積したエラー
に基づいています。０でないエラーがある限り引き続き蓄積しエラ
ーおよびエラーが反対の方向へ生成されるまでその値を保持しま
す。比例の影響を加速化する。「リセット」として言及されることが
多いですが、その増加し続ける値が、実際のレベルの上下にあるコ
ントローラ内の計算結果内の ｾｯﾄﾎ ｲ゚ﾝﾄの値を効果的に「リセット」
するためです。これは、 PIDコントローラに排除することを可能にし
ます オフセット。保持された関数の値は、積分のワインドアップと
しても知られており、応答ラグを防ぐために慎重に制御されなけれ
ばなりません。

関数のデッドバンド
阻止帯域フィルターは積分、 設定された割合の周辺範囲内で 
ｾｯﾄﾎ ｲ゚ﾝﾄ動作を止めます。蓄積するものからコントローラを起動さ
せるレベルまでの小さくて瞬間的なエラーを防ぎます。アクセスは 
The Tuning Tabを通して	ERTune™ プログラム内で行われます。

積分のワインドアップ
積分エラーが是正された後に保持される、蓄積された値の量。過度
なワインドアップは、コントローラの新たなエラー呼応へのラグを生
じることがあります。適切な チューニング は、積分の限界を介して
蓄積された値の限界を設定することにより、ワインドアップを阻止し
ます。

積分の限界
是正の間に蓄積する積分のワインドアップの量を限定するフィルタ
ーのペアエラー肯定的エラーに設定される最大の l限界 (ｾｯﾄﾎ ｲ゚ﾝﾄ 
マイナス フィードバック は肯定的)。否定的エラーに設定される最
小の 限界(セットポイントからフィードバックを引くと否定的)。アク
セスは The Tuning Tabを介して、ERTune™ プログラム内で行われ
る。望ましくない影響を排除しつつ、高い積分設定を可能にしま
す。通常は、	オフセットを排除するために必要な最小値に設定さ
れます。 

ノードアドレス
ネットワーク内のER5000 の仮想のアドレス。各コントローラは、工
場で250というデフォルトのアドレスが割り当てられます。複数の 
ER5000が同一のRS485ネットワーク内のデイジーチェーンにある
場合、コンピュータが各コントローラの場所を知り、個別に通信で
きるように、それぞれのコントローラは独特のアドレスを割り当てら
れる必要があります。ノードのアドレスは、設定タブを使用して変更
できますが、これは ERTune™ プログラムに含まれます。

ノイズ
装置への短くて瞬間的な変更は、通常は小さく、PIDコントローラ
を起動させる必要はありません。A 微分高すぎる設定は、装置の安
定性およびER5000のソレノイドのバルブのサイクル寿命を犠牲に
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して、コントローラをノイズに対して度に反応させることになりかね
ません。

オフセット
安全状態のエラーとしても知られる: 比例の条件ー目標とされるレ
ベルのわずか上か下の安定した状態に装置が到達するときにのみ
応答します。ｾｯﾄﾎ ｲ゚ﾝﾄ比例の2つの側面がこの効果の原因となる:  エ
ラーの生成およびコントローラの出力へのバルブの物理的反応と
間の必然的な機械的ラグ および応答は直接的な複数のエラーであ
り、その100%の是正はいつも不可能であるという事実です。適切な
チューニングは通常、積分を加えることで偏差を排除することを目
的にしています。

オープンコレクタ
統合された回路の出力の一般的なタイプで、トランジスタのエミッ
タはグラウンドに接続され、トランジスタのコレクタは出力に接続
されます。特定の電圧または電流の信号を出力する代わりに、出力
は、開回路またはグラウンドへの接続として作動します。オープンコ
レクタの回路は、異なる操作電圧レベルを持つインターフェース機
器、および複数のオープンコレクタを単一のラインに接続するため
など、多くの装置で使用されます。

オーバーシュート
比例 または積分の設定が高すぎることに起因する過度の是正。装
置内の操作に関するパラメータ内で応答できるように、慎重に制御
されなければなりません。適切なチューニング は通常、オーバーシ
ュートを最小限にすることをめざしています。

コンピュータ
パーソナルコンピュータの頭字語。

PIDコントローラ
連続的なループ内に置かれた機械的装置のプロパティを監視する
ための自動制御装置で、比例、積分および 微分の構成要素を組み
込んだアルゴリズムを使用し、装置を是正しエラーおよび装置の安
定性を保持します。 

パイロット圧 
ドームロード式または空気作動式レギュレータの最上部に加え
られる圧力で、これらは、レギュレータの制御圧力を制御しま
す。ER5000 はロードされたドームまたは空気圧で動作するレギュ
レータへのパイロット圧を制御するために、最も普遍的に使用され
ます。

PLC 
プログラマブルロジックコントローラーの頭字語。
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圧力減少レギュレータ
レギュレータは、ガスまたは流体に供給される高圧を、適用のため
に安全で使用可能なレベルまで減少させます。

プロセスライン
パイプラインまたは容器内の圧力など、PIDコントローラが管理でき
る活動が起こる装置内のエリア。外部センサはフィードバックをプロ
セスラインからコントローラへ送ります。

プロファイル
プロファイルビルダパネルを使用して ERTune™ プログラム内で
作成されるコマンドシーケンスで、ER5000の制御盤にダウンロー
ドできます。複数の変更ｾｯﾄﾎ ｲ゚ﾝﾄ、 応答の特徴の修正、およびリ
アルタイムの操作条件に基づく他の内部変数を含むことがある一
連のアクションを介して ER5000を導きますが、「F」モデルのコン
トローラでは、正確に計られたデジタル入力および出力がガイド
を行います。プロファイルは、将来の使用のためにコンピュータに
保存されることもあります。

比例
装置の現在のレベルによって生成されるエラーの直接的関数であ
る、コントローラの応答の構成要素です。フィードバック

パルスデッドバンド
阻止帯域フィルターはパルス	モード、 設定された割合の周辺範囲
内でｾｯﾄﾎ ｲ゚ﾝﾄ動作を止めます。 

パルス モード
本機能の完全な説明はパルスモードパネルを参照してください。 	

パルス幅変調 (PWM)
デジタルマイクロプロセッサからの制御信号を使用する機械的バル
ブのような機器を制御する方法(ON または OFFでしかあり得ない) 
で、ON信号が送られるサイクルの時間の量によって異なります。 

信号がON である時間の割合で、サイクルの0% から 100% 、「デュー
ティ周期」として知られています。機械的ラグ(バルブが信号内の瞬
間的変更に物理的に応答するのにかかる時間）により、バルブはデ
ューティサイクルに直接的に比例して、 ON/OFF の制御信号に常に
「追いついて」います。たとえば、 75% のデューティサイクルだと、
サイクルの約4分の3の期間、バルブが開いていることになります。 

ER5000の入口および出口のバルブは 両方とも PWM 駆動型で、サ
イクル時間は25ミリ秒です。
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用語集
レギュレータ
機械的バルブは、内部制御エレメントの起動に応答して開閉するこ
とにより、プロセスラインの液体またはガスの圧力を動的に制御し
ます。供給圧力が、確実に装置の要求する圧力と一致するように働
きます。

減衰振動
ｾｯﾄﾎ ｲ゚ﾝﾄ周辺の振動は、比例または積分 設定が高すぎるかまたは 
微分の設定が低すぎることに起因します。適切な チューニング は通
常は減衰振動を最小限にすることを目指しています。

立ち上がり時間
フィードバックが新しいｾｯﾄﾎ ｲ゚ﾝﾄ かまたはセットポイントの一定
の割合に到達するまでに必要な時間で、段階的変更に続きま
す。TESCOM™ は ISA 基準を用いますが、新しいセットポイントの 
10% から 90% に移行するのにかかる時間を立ち上がり時間と定め
ています。適切な チューニング は、オーバーシュートまたは 減衰振
動を誘発することなく、立ち上がり時間を最小限にすることを目標
としています。 

セグメント
プロファイル内の１つのコマンドライン

ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ
制御している装置内で維持するために作動する値。PIDコントローラ
装置の要件により、セットポイントはあるレベルに残存するかまたは
時間をかけて変更することがあります。よく調整された コントローラ
は、安定した状態セットポイントで持続し、セットポイントの変更を
迅速に正確に実施します。ER5000 は、作動するためにセットポイン
ト信号を要求します。この信号はコンピュータまたは PLCなどの外
部ソース、または プロファイルから送られます。

整定時間
装置が一度新しいセットポイントに到達した後、安定した状態にな
るまでに必要な時間。適切なチューニングは、通常、整定時間を最
小限にすることを目指します。

電磁弁
電磁弁は、コイルを通して、電流によって制御されます。ER5000 バ
ルブは、パルス幅変調 (PWM) コントローラのマイクロプロセッサか
らの出力信号に直接的に比例して、開閉する機械駆動型のバルブ
です。肯定的出力は入口バルブを起動させ圧力を増やしますが、否
定的出力は出口バルブを起動させ、圧力を減少させます。 
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用語集
安定した状態
監視および応答の複数のループで PIDコントローラゼロを生成する 
エラー時間。適切なチューニングは、安定と応答速度の正しいバラ
ンスを見つけることを目指します。

安定状態でのエラー
「オフセット」を参照してください。

段階的変更
PIDコントローラのための監視および応答の単一ループ内に発生す
る ｾｯﾄﾎ ｲ゚ﾝﾄでの変更。

供給圧力（供給圧力）
外部ソースから ER5000 の入口に加えられる圧力。ER5000から パ
イロット圧として送付され、単一の ドームロード式または 空気作動
式レギュレータを導きます。

装置の圧力
プロセスライン 内にあるガスまたは液体の圧力でレギュレータ
に制御されます。これは、次にパイロット圧によって制御されます
が、PIDコントローラから発せられます. 装置内の圧力には2つの構
成要素があります:プロセスラインのガスまたは液体がレギュレータ
に入ったときの圧力レベルである入口圧力（アップストリーム圧力）
および、レギュレータから出て行くときのガスまたは液体の圧力レ
ベル（ダウンストリーアム圧力）です。For a 圧力減少レギュレータの
ためには、入口圧力は出口圧力よりも高くなければなりません。 

項
比例、積分および微分に言及するときに、値の代わりに使用され	
ます。

トランスデューサー
フィードバック信号を生み出す外部の感知機器のために、通常使用
される言葉です。
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用語集
チューニング
比例、積分および微分の定数の値を設定するプロセスですが、
これらは PIDコントローラの中にあり、最適な	性能を達成するた
めです。

変数
比例、積分および微分の定数、セットポイント値、制御モードまたは
ノードアドレスなどのER5000を設定するための構成完全なリストに
関しては、内部変数セクションを参照してください。変数の値は、デ
ータコレクションに含まれ、一定の変数は ERTune™プログラムの
プロットスクリーンを使用して追跡できます。
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用語集

レギュレータに関する用語

精度
制御範囲内の安定した状態にあるレギュレータのための、受諾可
能レベルの圧力のバリエーションすべての物理的および機械的プ
ロセスには、様々なレベルがあります。

空気作動式
空気荷重式としても知られる、圧力を荷重する要素の１つです。
レギュレータ荷重要素(荷重力)として、低圧力のガスを使用しま
すが、典型的には、0–80 ゲージ圧 / 0–5.5 バールです。これは、荷
重速度の選択方式です: レギュレータは、圧力が高すぎる場合は
（LOW）を使用します制御圧力パイロット圧(比率アクチュエータ
を参照)。ER5000と一緒に使用されるレギュレータの最も普遍的な
タイプは、100ゲージ圧/6.9バールより大きな圧力に使える唯一の
タイプです。

獲得された排出
幾つかのガス抜き レギュレータに組み込まれた特徴で、レギュレー
タのベント弁から放出される過剰な流体またはガスを安全に廃棄す

るために、パイプに接続することができます。排出口にプラグを決し
てつなげないでください。すべてのレギュレータベント式レギュレー
タがこの特徴を持っているわけではありません。ベント式レギュレー
タ	を参照してください。

制御要素
レギュレータの３つの基本的要素のうちの１つです。高い	Inlet 
Pressure を低い作業圧力に減少させる働きをします(Outlet 
Pressure)。制御要素は時には、主要バルブ、バルブ軸、または	きのこ
弁と呼ばれます。

制御圧力
装置の圧力の構成要素で、レギュレータの調整行為の結果です。レ
ギュレータのタイプにより、Outlet Pressure または Inlet Pressureと
なります。減圧レギュレータの場合、制御圧力は出口圧力です。背圧
レギュレータでは、制御圧力は入口圧力です。
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用語集
クリープ
ロックアップに続くOutlet Pressureの増加。通常は、ゆっくりと段階
的に圧力が増加します。レギュレータの漏洩を指摘し、直ちにレギュ
レータをサービスから取り除くことを要求します。

流量係数
流量係数は、入口と出口の差異が1ポンド平方ンチである場合、華
氏60度/摂氏16度のとき、１分間にバルブ、レギュレータまたは框を
流れる流量をUSガロンで表わした数字と同じです。ガスが液体の
代わりに使用されとき、圧縮性流体を使用するので方程式は変更
されます。レギュレータでは、流量係数 は、広く開かれ、および調
整されていないときに決定されます。調整中の条件下で実際の性
能を決めるときは、流量カーブを使用してください。

インレット特性の減少
供給圧力影響としても知られています。Inlet Pressure の変化の結
果、生じるレギュレータの設定圧力の影響で、通常は、入口	圧力の
減少に起因するOutlet Pressureの増加となります。 

減圧レギュレータの場合、荷重要素からの力が主要バルブを開くと
きに出口圧力が設定され、バルブを通過する入口圧力と一致しま

す。たとえば、供給用シリンダーが空になり始めたりおよび供給シ
リンダーが与える入口圧力が減少し始めたときに、入口圧力は減少
すると、これは、荷重要素の好ましいバランスを予想し、バルブを広
く開放します。これにより、流量が増え出口圧力が高まりますが、
これと逆説的事実として、入口圧力の減少は出口圧力の増加とな
ります。 

２段階のレギュレータ設計またはPIDコントローラの使用が、この
特徴を防ぎます。

ダイアフラム
感知要素の数種のタイプのうちの１つです。ダイアフラムは敏感に
圧力変化を感知します。一般的なダイアフラムの金属は、アクリロニ
トリルブタジエンゴム、エチレンプロピレンゴム、316ステンレス鋼、
およびエルジロイです。

ドームロード式
Loading Element の１つのタイプであり、パイロット圧は、望まれた
Outlet Pressure と同じ圧力でドームに入ります。通常、達成するには
追加の圧力が必要です: ネガティブバイアスを参照してください。低い
制御圧力のアプリケーションのER5000で使用できます。
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用語集
ドループ
流量の速度が増えると、Outlet Pressureの変化 (偏差)が起きて出口
圧力を生じさせ、流量の速度が安定します。これは、流れている状
態で期待される 設定圧力とわずかな偏差があります。異なる流量
の速度における、レギュレータの機械的構成要素の応答の特徴がさ
まざまであることから生じます。PIDコントローラは、しばしばドルー
プを排除するために使用されます。

流量 (流量係数)
流量係数を参照してください。

流量の速度 (Q)
特定された時間内に レギュレータまたはバルブを通過する流体の
量計量単位には、標準立方フィート/分、ポンド/分、リットル/分、ガロ
ン/分、グラム/秒、およびキログラム/時があります。

荷重要素(荷重力)
レギュレータの３つの基本的要素のうちの1つです。PIDコントロー
ラからのパイロット圧またはノブ駆動型スプリングの下降圧力のよ
うな外部力で 感知要素に作動し、制御要素がバルブを開閉して応

答します。荷重要素の一般的な３つのタイプはスプリング荷重型、
ドームロード式および 空気作動式	空気作動式	です。ER5000 は、
ドームロード式かまたは空気作動式のレギュレータと共に使用で
きます。

ロックアップ
流量がゼロに減少するとき、Outlet Pressure はセットポイント圧力
より大きくなります。 

レギュレータは、主要なバルブを閉じることによりダウンストリー
ム圧力の急な上昇に応答します。しかし、バルブを完全に封じるに
は、わずかなラグがあります。これは、バルブの機械的な応答時間
によって生じますが、または、バルブを100%完全に封じるために、
シートを封印する表面に押し込むには余分な圧力が必要になるか
らです。ロックアップを最小限にするレギュレータの最良設計 

大半のアプリケーションでは、ロックアップによる小さな圧力の上
昇を PIDコントローラが自動的に是正します。
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用語集
パイロットレギュレータ
ドームロード式、または空気作動式 レギュレータの作動ポートへの
圧力を制御する機器。最も単純な形式では、ER5000がパイロット
レギュレータとなります。

ネガティブバイアス
ドームロード式 レギュレータにとっては、感知要素(ダイアフラムま
たはOスプリングなど）の物理的抵抗を突破し、レギュレータから
の動的応答を開始するために必要なセ、望まれるセットポイントを
超えるLoading Forceの量。たとえば、１ゲージ圧/ 0.07 バールのセ
ットポイントを開始するために、最初に、レギュレータのバルブを開
き流量を入れるためには 26 ゲージ圧 / 1.8 バールの パイロット圧
が必要となることがあります。一度動的応答が開始されると、ドー
ムロード式レギュレータは、パイロット圧と制御圧力との間の１対
１の関係を追跡し、追加の25	ゲージ圧 / 1.7 バールのパイロット圧
により、 制御圧力の 1	ゲージ圧から26 ゲージ圧 / 0.07 バールから 
1.8 バールへジャンプします。 

ドームロード式レギュレータをER5000と一緒に使う場合、お近く
のTESCOM™ の代表者に相談してください。様々なドームロード式
レギュレータ	のモデルによりネガティブバイアスの量が異なるか
らです。

ピストン
感知要素の１つのタイプです。最大30,000ゲージ圧/2068バールま
での高い圧力の適用に使用されます。

ゲージ圧（絶対圧）
０の絶対圧として基準となるポンド平方インチで表わす圧力の計
量単位。

ポンド平方インチゲージ圧（ゲージ圧）
大気の圧力をポンド平方インチで表わす圧力の計量単位。

比率アクチュエータ
荷重要素(荷重力) 空気作動式レギュレータの荷重要素（荷重力）
により生じる力を増幅する機器。比較的小さいパイロット圧が、何
倍も大きい 制御圧力を調整できるようになります。TESCOMの空気
作動レギュレータは、2対1から375対1までの比率で入手できます。

再現性
さまざまな流量の要求に準じた後に、同じ設定圧力に戻ることが
できるレギュレータの能力。
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用語集
感知要素
圧力レギュレータの３つの基本的要素の１つです。制御圧力（また
はプロセスライン）の変化を感知し、レギュレータが応答して、最
初の設定圧力へと戻ることを可能にします。ダイアフラムおよびピ
ストンは、感知要素として最も良く使用される２つの器具です。

設定圧力
レギュレータの望まれる操作圧力であり、通常は、最初の流量条件
として決められています。

ベント式レギュレータ
減圧レギュレータは、 荷重/作動力が減少するときにOutlet 
Pressure（下降圧力）を排出できます。パイロット圧が減少すると、レ
ギュレータは排出を行います。
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はじめに

ご使用の前に

 警告
調査し，すべての電気規則および火災と安全の基準同様、ANSI（米国国家規格協会）、ISO（国際標準化機構）および OSHA（労働安全衛生管理
局）により設定された現地の危険場所に関する最新の基準を踏まえ、自身の適用が危険場所用モデルを必要とするかどうかを決定してください。

 

 警告
圧力の突然の放出または破裂部品により個人の負傷または財産の損傷を防ぎます。設置の手順を進める前に：

• 常に、保護服、手袋およびゴーグルを身につけ、個人の負傷また物的損害を防いでください。

• 装置が加圧されている間は、ER5000または装置の他の構成要素を取り除かないでください。

• 設置またはメンテナンスの前に、ER5000に空気圧、電力または制御シグナルを送る操作ラインの接続を切って下さい。

• 設置またはメンテナンスの前に、バイパス弁を使用するか、またはプロセスを完全に閉じて、ER5000および関連機器をプロセス圧力から
分離して下さい。コントローラおよび関連機器の両サイドからプロセス圧力を放出してください。

• 機器で作業中に、ロックアウトの手順を使用し、上記の方法が有効であることを確認してください。

• プロセス媒体の危険から守るために取らなければならない他の手段に関しては、プロセスを確認するか、または安全に関するエンジニアに問
い合わせて下さい。

	設置のガイドラインおよび適用のすべての構成要素に関する操作マニュアルをお読みになり、完全に理解してから、ER5000コント
ローラまたは関連機器を設置、操作、またはメンテナンスを行うようにしてください。個人の負傷または物的損害を避けるために、設
置、使用および安全上の注意セクションの全ての安全に関する注意事項および警告と同様、本マニュアルの全ての内容を注意深く
お読みになり、理解し準拠することが重要です。これらの説明書について何らかのご質問がある場合、作業を進める前に、お近くの
TESCOMの販売店にお問い合わせ下さい。
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ジャンパー　J5

ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ
オンは4-20ミリアンペア
オフ=1-5ボルト

ジャンパー　J1

グランドフィルタバイパス
オンは、パワーグランドに接続
されたシグナルグランド
オフは、通常モード、接続無し
（推奨される）

ジャンパー　J6

外部フィードバック
オン = 4–20	mA
オフ = 1–5V

ジャンパーJ14
補助入力♯1

オンは4-20ミリアンペア
オフは1-5ボルト

ジャンパー　J15

補助入力♯2

オンは4-20mA
オフは1-5V

ジャンパー　J9

ER3000/ER5000モードの選択
オンはER3000
オフはER5000

ジャンパー　J1

グランドフィルタバイパス
オンは、パワーグランドに接続
されたシグナルグランド
オフは、通常モード、接続無し
（推奨される）

ジャンパー　J9

ER3000/ER5000モードの選択
オンはER3000
オフはER5000

LED4
「ハートビート」

（赤）
一定の速度でオンとオ
フを点滅しなければな

らない。

LED1
通電表示灯
（赤）
連続してオンでなけ
ればならない。

LED3
受信データ
（琥珀色）

ER5000がRS485を介
してデータを受信する
ときに点滅する。

LED2
送信データ

（緑）
ER5000がRS485を介し
てデータを送信するとき

に点滅する。

ER5000簡易マニュアル：ジャンパー、端子台およびワイヤとLED

J3ピン ワイヤの色 機能
1 茶色 ＋セットポイント入力
2 赤色 －セットポイント入力
3 オレンジ色 ＋フィードバック入力
4 黄色 －フィードバック入力
5 緑色 －RS485ネットワーク接続
6 青色 ＋RS485ネットワーク接続
7 紫色 +24V の直流電源
8 灰色 24V戻り（パワーグランド）
9 白 ＋5V出力（最大5ミリアンペア）
10 黒 アナログシグナル/基板グランド
*11 *ピンク アナログシグナル出力 

(改良された「F」モデルのみで起動する)

12 小麦色 アナログシグナル/基板グランド

J4 ピン ワイヤの色 機能
1 茶色/白 ＋補助入力♯1
2 赤/黒 －補助入力♯1
3 オレンジ/黒 ＋補助入力♯2
4 黄色/黒 －補助入力♯2
5 緑/白 一時停止制御
6 黒/ 白 デジタル出力/基板グランド
7 青色/白 デジタル出力♯1
8 灰色/黒 デジタル出力♯2

標準モデルは、単一の12-ワイヤケーブルを特徴としています。
「F」モデルは、単一の20-ワイヤケーブルを特徴としています。

J3 端子台への12-ピン
MTAコネクタ

ピン1

ピン1

ピン5

ピン5

ピン9

ピン3

ピン3

ピン7

ピン7

ピン11

ピン2

ピン2

ピン6

ピン6

ピン10

ピン4

ピン4

ピン8

ピン8

ピン12

LED

端子台およびワイヤジャンパー: 4–20 mA / 1–5V モデル

ジャンパー: 0–10V モデル

8-ピンMTAコネクタJ4 
端子台への

標準全ての
モデル

補助 
「F」モデルにのみ
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 1 出荷を確認する

 注意
現行のアプリケーションでER3000を置き換える場合、 開始
する前にER3000 を ER5000と取り替える	を必ずお読みくださ
い。 

 警告
現行のアプリケーションでER3000を置き換える場合、 開始する前
に危険場所用モデルを設置する	(ER5050) ページ 110 を必ずお読
みください。 

これらの全ての品物が受け取った箱に含まれているかをご確認く
ださい。
1. ER5000またはER5050の危険場所用電空コントローラ
2. カバー用ロックスクリューのための3ミリの六角レンチ
（ER5050のモデルのみ）

3. 1/2"SAE×1/8"NPTFアダプタ
4. プレインストールされたストレインリリーフ付きワイヤコネクタ

a. 12-ワイヤ 18" / 45.7 cm ケーブル付き12-ピンMTAコネクタ(
標準のER5000 モデル)

b. 単一の 20-ワイヤ 18" / 45.7	cm ケーブル付き12-ピンおよ
び８-ピンのMTAコネクタ (ER5000の「F」モデル)

5. 一体化されたストレインリリーフ付きUSBケーブル（ER5000モデ
ルのみ）

 	

1

3

4a 4b

5

Figure 6: 箱の内包物

2
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出荷を確認する（続き）
内包されない追加の品物 

• 24V 直流の電源装置* 

• コンピュータまたはPLCなどアナログ出力機器*のセットポイン
トシグナルソース 

• ドームロード式または空気作動式圧力レギュレータ*

• 外部フィードバック用トランスデューサー*

• ER5000 入口ポート用1/8"NPTF取付器具
• 計測器グレードの空気または窒素の供給ー 

 > ER5000: 120 ゲージ圧 / 8.2 バールまで
 > ER5050: 110 ゲージ圧 / 7.5 バールまで

• セットアップおよび調整のためのコンピュータ
• 端子台またはワイヤナット用のワイヤコネクタ

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

アスタリスク  (*) 付きの製品はTESCOM™で購入できます。

設置に必要なツール
• 調整用レンチ
• テフロン テープ
• ワイヤストリッパー

危険場所に設置する場合に必要な追加の品目およびツール
• 危険場所用に定格された電線管およびコネクタ

ERTuneTM ソフトウェアは、次のオペレーティングシステムと
互換性があります。: Windows XP、Windows Vista、Windows 7 および 
Windows 8。

Windows 8 のユーザーの方へ: 以前の Windows のオペレ
ーティンシステムと互換性を維持するために、ERTune™ プログラムは  
.NET	Framework 3.5を使用しますが、これはデフォルトでWindows	8にイ
ンストールされていません。Windows 8をご使用の場合、.NET	Framework 
3.5 をダウンロードーおよびインストールしてからERTune™ プログラムをイ
ンストールしてください。さらに、ER5000ドライバをインストールするには、
ドライバ署名の強制を無効化する必要があるかもしれません。これらのタ
スクに関しては段階的に指示を与えています。附属書類A: ERTune™ プログ
ラムをウィンドウズ8のコンピュータにセットアップする。
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2 ご使用のアプリケーションの構成を確認してください。

 警告
コントローラ、レギュレータ、バルブまたは出力RFパワーの不適切な
選択は、 死亡事故、深刻な負傷および/または物的損害を生じることが
あります。

 警告
危険場所での設置には、本セクションでは説明していない追加の手
順が必要となります。詳細については危険場所用モデルを設置する 
(ER5050) ページ 110 を参照してください。
本セクションでは、Figure 7に示すように、ER5000を典型的
な構成に設置することを想定しています。そして、次の構成要
素および接続を含みます。
• ER5000SI-1 
• コントローラは、空気作動減圧レギュレータの最上部に
搭載されます。

• 1/2"SAE×1/8"NPTFアダプタが、コントローラをレギュレ
ータに接続するために使用されます。 

• 外部フィードバック制御モード
• フィードバックソースは、２本ワイヤの 4–20	mA トランスデュ
ーサーです。

• コントローラは、 ERTune™ プログラムを走らせているコンピ
ュータにUSBを介して接続されますが、 ER5000’の制御盤上
のミニ-B USBポートを使用します。

その他のアプリケーションおよび代替の配線構成の情報は、 
様々な設置セクションを参照してください。

ER5000 の供給圧力 
110 ゲージ圧 / 7.5 
バール

トランスデューサー

USB 接続

電源装置
+24V 直流 紫色 黄色 オレンジ

＋供給

＋
供

給

＋
出

力

灰色 小麦色

コンピュータ

供給圧力 工程へ

レギュレータ

グランド

アダプタ

Figure 7: ER5000の典型的なアプリケーションのセットアップ
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3 すべての操作上の要件が満たされているか
確認する
• 供給圧力は、清浄で乾性の不活性ガスまたは計測
器グレードの空気で ISA 基準 7.0.01を満たす必要が
あります。

• ER5000同様、機械的レギュレータのアップストリーム
にフィルタを設置し、汚染物質および過度な水分が
機器内に入らないようにします。

• 全ての供給ライン、取付器具、接続部、フィルタ、バル
ブおよびゲージが、操作条件に適切な定格を持って
いるか確認してください。

• 機械的レギュレータのドームポートが、1/2" SAE x 
1/8" NPTF アダプタを正確に一致する確認してくださ
い。追加の取付器具が必要になることがあります。

• 意図された機能に決められた適切な工業規格に従
ってください。

全ての安全に関する要件が満たされているか確認して
ください。

  設置、使用および安全上の注意セクションのすべての警告お
よび注意事項をお読みになり、確実に理解してください。

 警告
• 本コントローラまたは関連するアクセサリーの不適切な選択、不適切な
設置、不適切なメンテナンス、誤用または乱用は、物的損害、個人の深刻
な負傷または死亡事故を招くことがあります。

• 供給圧力は、ISA基準7.0.01の必要条件を満たす清浄で、乾性の不活
性ガス、または空気でなければなりません。

• 機器への供給媒体が清浄で、乾性、オイルフリー、不燃性、および非腐
食性でない場合、深刻な個人の負傷、または物的損害が制御されない
プロセスから生じることがあります。直径が４０マイクロメーターより
大きい粒子を取り除くフィルタを使用し、定期的にメンテナンスを行い
ますが、大半のアプリケーションでは、１０ マイクロメーターの粒子の
大きさに下げてお使いになることが推奨され、それで十分です。湿度は
最小に保持されなければなりません。

 警告
危険場所での設置は、本セクションでは説明しない追加の手順が必要となり
ます。詳細については危険場所用モデルを設置する (ER5050) ページ 110を
参照してください。
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4 ER5000 をレギュレータに搭載する 

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

適用は追加の取付器具を要求することがあります。 

Figure 8: ER5000をレギュレータに搭載する

 警告
危険場所での設置には、本セクションでは説明していない追加の手
順が必要となります。詳細については危険場所用モデルを設置する 
(ER5050) ページ 110を参照してください。
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5 電源装置を接続して確認してください。

ER5000 は、TESCOM™ 82575-25 または 82575-50 電源装置
ユニットなどの24Vの直流電源を必要とします。

 警告
• 使用環境に定格されたワイヤおよび/またはケーブルグランドを
選択してください。適切な定格のワイヤおよび/またはケーブルグ
ランドを使用し損なうと、個人の負傷または物的損害を生じるこ
とがあります。

• ワイヤ接続は、一定の場所の、現地、地域および国の規則に準
拠する必要があります。現地、地域および国の規則に準拠し損
なうと個人の負傷または物的損害を生じることがあります。

• 電気ショックから生じる個人の負傷を避けるために、本コ
ントローラまたは関連する機器の最大定格電圧を超える
電圧を持つ供給源に、コントローラまたは関連する機器を
決して接続しないでください。電子装置に使用される構成
要素は互換性があり、適切な定格電圧を持っていることを
確認してください。

 警告
危険場所での設置には、本セクションでは説明していない追加の手
順が必要となります。詳細については危険場所用モデルを設置する 
(ER5050) ページ 110 を参照してください。

(次のページへ続く)



 

ER5000 — 

66戻るwww.emerson.com/tescom

はじめに

電源装置を接続して確認する(続き） 
1. 正しいワイヤ接続を確認するために、下の Table 2 および Figure 9 を参照し
てください。

Table 2: 電源装置のための主要ケーブルの配線 

J3ピン ワイヤの色 機能
1 茶色 ＋セットポイント入力
2 赤色 －セットポイント入力
3 オレンジ色 ＋フィードバック入力
4 黄色 －フィードバック入力
5 緑色 －RS485ネットワーク接続
6 青色 ＋RS485ネットワーク接続
7 紫色 ＋24ボルト直流電源

標準の設置
8 灰色 24V戻り（パワーグランド）
9 白 ＋5V出力（最大5ミリアンペア）
10 黒 アナログシグナル/基板グランド
*11 *ピンク アナログシグナル出力

(改良された「F」モデルのみで起動する)

12 小麦色 アナログシグナル/基板グランド

2. 標準モデルのER5000では、 12-ピン MTA のコネクタが端子台のJ3にプレイン
ストールされています。ER5000の「F」モデルでは、標準の 12-ピン MTA コネク
タおよび補助 8-ピン MTA コネクタが端子台のJ3 および J4 にプレインストー
ルされています。 

3. 紫のワイヤ (ピン 7) を電源からの +24V直流ワイヤに接続します。 
4. 灰色のワイヤ(ピン 8) を電源からのグランドワイヤに接続します。 
5. 電源プラグを接続します。 

(次のページへ続く)

電源装置
+24V 直流 紫色

灰色

コントローラ

供給圧力 工程へ

レギュレータ

グランド

アダプタ

Figure 9: ER5000 を電源に接続します。
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電源装置を接続して確認する(続き） 

 警告
爆発的な空気が存在する場合は、カバーを開かないで下さい。カバー
を開くと、 物的損害、深刻な傷害または死亡事故に至ることがありま
す。詳細については、危険場所用モデルを設置する (ER5050) 
 （ページ 110を参照してください。

6. ER5000のカバーのネジを緩めて取り外し、制御盤を見てくだ
さい。Figure 10 を参照してください。  

7. 動力が供給されていることを示す、通電表示灯のLED(LED1)
が点灯しているのを確認してください。 

8. 「ハートビート」LED (LED4) が点灯しているのを確認してくだ
さい。組み込まれた制御ソフトウェアが働いていることを示し
ています。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

LED2 (緑) および LED3 (琥珀色)は、ER5000 が RS485を使
用して通信を行う際に、データの伝送に応答します。これらのLED
は、ER5000がUSBを使用して通信を行う際に、データの伝送に応答
しません。適用の特定の構成によりオンになったりオフになったりし
ます。これらは、USB が使用されているときは、設置または操作の間
に確認される必要はありません。

9. 電源のブラグを抜いてください。

LED4
「ハートビート」

（赤）
一定の速度でオ
ンとオフを点滅
しなければなら

ない。

LED1
通電表示灯
（赤）
連続してオンでな
ければならない。

Figure 10: これらのLEDは、ER5000 が電源装置に接続されていること
を示します。
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6
ジャンパーJ6 の構成を確認する

 警告
追加の配線かまたはジャンパーの構成が変更される前に、コン
トローラの電源が切られていなければなりません。全ての追加
のワイヤ接続が終わり、適切に設置されるまで，電源を再びつな
がないでください。

 警告
爆発的な空気が存在する場合は、カバーを開かないで下さい。カバ
ーを開くと 物的損害、深刻な損傷を招くことがあります。詳細について
は、 危険場所用モデルを設置する (ER5050) ページ 110を参照して
ください。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

現在のアプリケーションでER3000を置き換え、Windows 
調整プログラムなどの現在のソフトウェアを使用し続けたい場合、
ジャンパーJ９をインストールすることが必要になります。ジャンパ
ーJ9 ヘのデフォルトの構成は、インストールされていません。 

カバーをはずしたまま、ジャンパーJ６を調べて下さ
い。Figure 11を参照してください。 

• 4–20	mA のトランスデューサーを接続するには、ジャンパ
ーがインストールされている必要があります。 

• 1–5V変換器へ接続するには、ジャンパーは  接続されてい
ないようにしてください。

 

ジャンパー　J9

ER3000/ER5000モードの
選択
ER3000を取り替えて、現在の
ソフトウェアを使用し続けたい
場合は、オンに設定してくださ
い。ジャンパーはデフォルトで
オフになっています。

ジャンパー　J6

外部フィードバック
オンは4-20mA
オフは1-5V
4–20	mA フィードバック
ソース用にインストールさ
れたジャンパー。

Figure 11: J6 ジャンパーの構成を調べる
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7
フィードバックシグナルを与えるために変換器のワ
イヤをつなぐ

 警告
   追加の配線かまたはジャンパーの構成が変更される前に、コントロー

ラの電源が切られていなければなりません。全ての追加のワイヤ接続
が終わり、適切に設置されるまで電源を再びつながないでください。

 警告
危険場所での設置には、本セクションでは説明していない追加の手
順が必要となります。詳細については危険場所用モデルを設置する 
(ER5050) ページ 110 を参照してください。

1. 正しいワイヤ接続を確認するために、下の Table 3を参照し
てください。

Table 3: 電源装置のための主要ケーブルの配線 

J3ピン ワイヤの色 機能
1 茶色 ＋セットポイント入力
2 赤色 －セットポイント入力
3 オレンジ色 ＋フィードバック入力
4 黄色 －フィードバック入力
5 緑色 －RS485ネットワーク接続
6 青色 ＋RS485ネットワーク接続
7 紫色 ＋24ボルト直流電源

標準の設置
8 灰色 24V戻り（パワーグランド）
9 白 ＋5V出力（最大5ミリアンペア）
10 黒 アナログシグナル/基板グランド
*11 *ピンク アナログシグナル出力 

(改良された「F」モデルのみで起動する)
12 小麦色 アナログシグナル/基板グランド

 	 (次のページへ続く)

トランスデュ
ーサー

電源装置
+24V 直流 紫色 黄色 オレンジ

＋供給

＋
供

給

＋
出

力

灰色 小麦色

供給圧力 工程へ 

レギュレータ

グランド

アダプタ

Figure 12: ER5000 を外部のトランスデューサーに接続する
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フィードバックシグナルを与えるためにトランスデュー
サーの配線をつなぐ(続き)

2. オレンジのフィードバック入力ワイヤ(ピン3)をトランスデュー
サーのシグナル出力に接続してください。TESCOM™	トランス
デューサーのピン2かBにあります 

3. 24V 直流電源からの２４V＋ワイヤをTESCOM トランスデュー
サーのピン1またはA上のトランスデューサーの動力入力に接
続してください。

4. 黄色のフィードバック戻りワイヤ (ピン 4) を小麦色のアナログ
グランドワイヤ (ピン	12)に接続してください。 

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

これは、トランスデューサーからの信号のグランド回路を
完成させるために必要です。

他の適用および配線構成については、様々な設置セクションを参照
してください。
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8  USB ケーブルを接続する (ER5050にはありません)

 警告
 追加の配線かまたはジャンパーの構成が変更される前に、コ
ントローラの電源が切られていなければなりません。全ての
追加のワイヤ接続が終わり、適切に設置されるまで電源を再
びつながないでください。

 警告
危険場所のアプリケーションでの配線に関する詳細は、 危険場所用モ
デルを設置する (ER5050) ページ 110を参照してください。RS485を使
用するその他の適正な配線に関しては、ページ 89 からページ 93 
を参照してください。
ER5000に含まれるケーブルは一方に標準 USB A コネクタおよび
他方に 90° ミ二-B コネクタを持っています。 

1. Figure 13に示すように、ミ二-BコネクタをER5000のベース
にある左の電線管ポートにスライドしてください。

2. 制御盤にケーブルを通し、ミ二-B　USBポートにプラグを接
続します。

3. 余分なたるみをケーブルから取り除き、一体化されたスト
レインリリーフが電線管ポートに確保されるようにしてくだ
さい。

4. ERTune™ プログラムを走らせているコンピュータに、プラグ
ケーブルのUSB Aコネクタを接続してください。 

5. しっかり閉まり、プラグをつないで電流が流れるま
で、ER5000のカバーのネジを締めてください。

一体化された
USBストレインリ
リーフ

90° ミ二-B コネクタ

ミ二-B ポート

Figure 13:  USB ケーブルを接続する
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9  ERTune™ プログラムをインストールする
Windows 8を使用している場合、Step 1の最後の

注記を必ずお読みください。
1. 初めてプログラムを開始するときは、次の情報を手
元に置いておく必要があります：
• ER5000のモデル番号は、コントローラのラベル
に表示されています。

• ご使用になるレギュレータのシリーズ番号、部
品番号およびシリアル番号。

• 外部フィードバックトランスデューサーの範囲。
2.  「ER5000 ソフトウェアおよびマニュアルリンクをダ
ウンロードする」のリンクの下の、TESCOM.comにあ
るER5000 ソフトウェアおよびマニュアルフィルをダ
ウンロードしてください。ファイルをダウンロードし、 
zip ファイルを選び出し、 .exe fileをクリックすると、 
ER5000 ユーザーサポートソフトウェアおよびマニュ
アルメニューが開きます。

3. メニューで IERTuneをインストールするをクリック
します。インストールが完了したら、 閉じるをクリッ
クします。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

ERTune™ プログラムは英語、ドイツ語および中国
語のバージョンがあります。インストールが開始すると、コン
ピュータにデフォルトで設定された言語に、インストーラー
がチェックを入れます。ドイツ語または中国語が検知される
と、対応する翻訳バージョンがインストールされます。その
他の場合は、英語バージョンがインストールされますｓ。
4. スタートメニューにリストアップされている ERTune 
プログラムを見つけて開きます。 

5. Figure 14にER5000のセットアップウィザードの画面が示され
ています。ステップ１からの情報を使用して、セットアップを完
了してください。大半の画面では、デフォルト値は、お使いの
r	適用に正しくなっています。

6. ERTune™ プログラム: 基本的機能セクションの指示に従っ
て、ER5000を調整してください。

1

2

3

4

5

6

Figure 14:  ERTune™ ソフトウェアのためのセットアップシーケンス

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

I Figure 15に示される
ように、通信エラーのウィンドウ
が表示された場合、ポートを
探す ボタンをクリックしてくださ
い。プログラムが開始しない場
合、トラブルシューティングセク
ションを参照してください。
Figure 15:  Comm Error (通信エラー) 
ウィンドウ
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装置に圧力を接続する

 警告
•   コントローラまたは 関連機器を本コントローラまた

は関連機器の最大定格電圧より大きい圧力を持つ
供給源に、決して接続しないでください。

• 供給圧力は、ISA基準7.0.01の必要条件を満たす清浄で、
乾性の不活性ガス、または空気でなければなりません。

• ER5000は、周囲の 大気にパイロット圧を排出します。囲ま
れた場所に本ユニットを設置する場合は、周囲の大気の
酸素不足による窒息状態を回避するために、排出口は遠
く離れた安全な場所に放出するようにしてください。

入口圧力ソースを入口ポートに接続してくださ
い。ER5000のベースにINの印が付いています。Figure 16
とを参照してください。

a. 排出口ポートは大気へ放出します。

b. 出力圧力は、コントローラの底の出力ポートを通っ
てコントローラのドーム内へ入ります。寸法	–	最上
部および底面図を参照してください。

(次のページへ続く)

IN EXH

ER5000 Series
Electropneumatic Controller

ER5000 Series
Electropneumatic Controller

圧力計測計は、ゲ
ージポートに装着
します。

入口歩－トに接
続される入口
圧力

排出口ポートは大気
に放出します。

Figure 16: 圧力の接続

10
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装置へ圧力を接続する(続き）
c. Figure 16 に示されるようにゲージポートは、漏洩を防
ぐためにプラグをつなぐか、または、圧力計測計を装着
してください。 

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

サイド搭載の適用については、ゲージポートは出口
として使用できます。これらの適用では、コントローラの底部
にある出口ポートをプラグでつないでください。 
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装置の調整を開始する
 警告

• 電空コントローラのシーケンスを始動させるには以下の手順に従います:
a. フィードバックループがインストールされ使用可能でなければなりません。
b. 電力が装置に供給されなければならず、コントローラへの空気圧供給
がオンになる前に、 セットポイントは、最低の圧力出力へ減少します。

c. 流体が突然に増加したり、装置の機器に圧力衝撃を与えることがない
ように、電力を装置に徐々に適用してください。

• 個人の不良および物的損害を防ぐために、コントローラに動力を提供する
ときは、手、ツールおよび物を近づけないでください。

• 機器のセットアップへの変更は、出力圧力の変更を生じることがあります。適
用により、これらの変更はプロセス制御を混乱させることがあり、個人の負傷
または物的損害を招くことがあります。

• ERTune™ プログラムの大半の制御は、リアルタイムで働き、装置の性能に
即座に影響を与えます。制御の設定を変更する前に、装置の限界に気づい
てください。アプリケーションにより、これらの変更はプロセス制御を混乱さ
せることがあり、個人の負傷または物的損害を招くことがあります。

ER5000 は完全にインストールされました。レギュレータ供給圧力をレギ
ュレータの入口ポートに接続します。
装置の性能はチェックでき、要求があれば、ERTune™ プログラムを使
用して、さらに最適化できます。 

圧力制御装置を調整するための詳細および推奨事項について
は、ERTune™ プログラム: 基本的機能セクションを参照してください。

11

ER5000 供給圧力 
110 ゲージ圧 / 7.5 
バール

トランスデュ
ーサー

USB 接続

電源装置
+24V 直流 紫色 黄色 オレンジ

＋供給

＋
供

給

＋
出

力

灰色 小麦色

コンピュータ

供給圧力 工程へ

レギュレータ

グランド

アダプタ

Figure 17: 完成された ER5000 の設置
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ご使用の前に

 警告
 調査し，すべての電気規則および火災と安全の基準同様、ANSI（米国国家規格協会）、ISO（国際標準化機構）および OSHA（労働安全衛生管理局）によ
り設定された現地の危険場所に関する最新の基準を踏まえ、自身の適用が危険場所用モデルを必要とするかどうかを決定してください。お使いの適用
が危険場所用モデル(ER5050)を要求する場合、本セクションの手順を踏む前に、 危険場所用モデルを設置する (ER5050) ページ 110 を参照してください。

 

 警告
圧力の突然の放出または破裂部品により個人の負傷または財産の損傷を防ぎます。設置の手順を進めるまえに：

• 常に、保護服、手袋およびゴーグルを身につけ、個人の負傷または財産の損傷を防いでください。
• 装置が加圧されている間は、ER5000または装置の他の構成要素を取り除かないでください。
• 設置またはメンテナンスの前に、ER5000に空気圧、電力または制御信号を送る操作ラインの接続を切って下さい。
• 設置またはメンテナンスの前に、バイパス弁を使用するか、またはプロセスを閉じて、ER5000および関連する機器をプロセス圧力から分
離して下さい。コントローラおよび関連機器の両サイドからプロセス圧力を放出します。

• ロックアウトの手順を使用し、上記の方法が有効であることを確認してください。
• プロセス媒体の危険性から守るために取らなければならない他の手段に関しては、プロセスを確認するか、または安全に関するエンジニアに
問い合わせて下さい。

		設置のガイドラインおよび適用のすべての構成要素に関する操作マニュアルをお読みになり、完全に理解してから、ER5000または
関連機器を設置、操作、またはメンテナンスを行うようにしてください。個人の負傷または物的損害を避けるために、設置、使用およ
び安全上の注意セクションの全ての安全に関する注意事項および警告と同様、本マニュアルの全ての内容を注意深くお読みになり、
理解し準拠することが重要です。これらの説明書について何らかのご質問がある場合、作業を進める前に、お近くのTESCOMの販売
店にお問い合わせ下さい。
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ER5000 設置のバリエーション — 配線図
ER5000 は、幅広い配線のオプションを持ち、実質的にすべての適用の要求を満たす構成ができるようになっています。ご使用の適用が、標準設置のバリエーションを必要
とする場合、次のページの図を使用して、完璧な構成を構築して下さい。実際の適用では、多くのワイヤが同じ接続部に終了することに留意して下さい。たとえば、 紫のワ
イヤ (ピン 7)は、電源装置への (+) 接続ですが、変換器または他の外部	機器に直接つながることもあります。
ご使用の適用が危険場所用モデル(ER5050)を必要とする場合、下記に示す手順に従う前に、危険場所用モデルを設置する (ER5050) ページ 110 をお読みになってください。

 

 

 
 

ステップ１: 24V の直流電源に
ER5000を接続する
全ての配線が、ER5000 を24V	の直流
電源に接続することから始まります。外
部電源装置は、コントローラが作動す
るために必要であり、全ての適用の一
部です。

電源装置 ページ 82
 

ステップ2：セットポイントとフィードバックソースを是正する
セットポイントおよびフィードバックのソースは適用によって異なります。ご使用の適用のセットポ
イントおよびフィードバックを,本セクションの特定の配線図および説明に一致させるためには、下
記のリンクを使用してください。その図へ移動するには、ページ数をクリックしてください。現在の
ページに戻るには、戻るのボタンをクリックしてください。

セットポイントソース
プロファイル なし

アナログ(電位差計） ページ 83

アナログ(電流/電圧） ページ 84
アナログ (パッシブPC または PLC 
D/A カード)

ページ 85

アナログ(アクティブPC または PLC 
D/A カード)

ページ 86

外部制御を伴うプロファイル ページ 87
デジタル (RS232 から RS485への
コンバータ)

ページ 89 

デジタル (USB から RS485へのコ
ンバータ)

ページ 90

デジタル (RS232 から RS485 ネッ
トワーク)

ページ 91

デジタル (USB から RS485 ネッ
トワーク) 

ページ 93

デジタル (USB) USB ケーブル

フィードバックソース
内部 なし

2本ワイヤのトランスデューサー ページ 95

3本ワイヤトランスデューサー ページ 96

4本ワイヤトランスデューサー ページ 97 

4–20	mA 外部フィードバック、フローティング入
力、 PC または PLC A/D カードに監視されるフィード
バックシグナル

ページ 98

4–20	mA外部フィードバック、グランド基準の入
力、PC または PLC A/D カードにより監視されるフィ
ードバックシグナル 

ページ 99

２本ワイヤのトランスデューサー、内部抵抗を持つ
ER5000の電圧を監視するために使用されるPC/PLC

ページ 100

３本ワイヤのトランスデューサー、 内部抵抗を持つ 
ER5000 の電圧を監視するために使用されるPC/PLC

ページ 101

４本ワイヤのトランスデューサー、内部抵抗を持つ
ER5000の電圧を監視するために使用されるPC/PLC

ページ 102

フィードバック制御を第２のフィードバックソース
へ切り替える ページ 103

ステップ3:適用する場合、追加の
機能のためにワイヤをつなぐ
適用の中には、動力、セットポイント
およびフィードバックの３つに加え
て、接続部の監視および制御を必要
とするものがあります。

追加のアナログ入力を監
視する ページ 104

内部センサを監視す
る、4–20	mA の配線 ページ 105

内部センサを監視する、	
0-10Vの配線 ページ 106

デジタル出力 ページ 107

一時停止モード ページ 109

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

本セクションは、はじめにセクション
で説明されている典型的なER5000の構成のバリ
エーションを示しています。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

表および本セクションの図の (+) およ
び (-) は、異なる入力を示しています。適切に作
動するには、装置のために接続されなければな
りません。 

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

セットポイントは、変数 #37 (ID_
SETPOINT)に書き込むことにより、デジタル的に
設定できますが、その場合、ERTune™ プログラム
または独自の符号化を使用します。詳細に関して
は、内部変数および ER5000 のソフトウェア開発
のサポート セクションを参照してください。
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端子台およびワイヤ
ER5000の制御盤には２つの端子台があります。コントローラのす
べてのモデルで、12-ピン J3端子台が起動します。補助8-ピンJ4端子
台は「F」モデルでのみ起動します。

すべてのER5000は、J3端子台への12-ピンMTAコネクタを特徴とし
ます。ER5000の「F」モデルもまた、J4端
子台への8-ピンMTAコネクタを特徴と
します。

「F」モデルの旧型では、標準および補
助コネクタへの個別のケーブルを使用し
ていました。ER5000の「F」モデルでは、
コントローラは１本の 20-ワイヤ	ケーブ
ルから動力が供給されます。

ワイヤは区別しやすくするために色分けされています。図18に示す
ように、J3 端子台に供給するワイヤは一色であり、J4	端子台に供給
するワイヤはカラーのストライプになっています。 

J3ピン ワイヤの色 機能
1 茶色 ＋セットポイント入力
2 赤色 －セットポイント入力
3 オレンジ色 ＋フィードバック入力
4 黄色 －フィードバック入力
5 緑色 －RS485ネットワーク接続
6 青色 ＋RS485ネットワーク接続
7 紫色 ＋24ボルト直流電源
8 灰色 24V戻り（パワーグランド）
9 白 ＋5V出力（最大5ミリアンペア）
10 黒 アナログシグナル/基板グランド
*11 *ピンク アナログシグナル出力

(改良された「F」モデルのみで起動する)

12 小麦色 アナログシグナル/基板グランド

J4 ピン ワイヤの色 機能
1 茶色/白 ＋補助入力♯1
2 赤/kuro ＋補助入力♯1
3 オレンジ/黒 +補助入力 #2
4 黄色/黒 -補助入力 #2
5 緑/白 一時停止制御
6 黒/ 白 デジタル出力/基板グランド
7 青色/白 デジタル出力♯1
8 灰色/黒 デジタル出力 #2

ピン1

ピン1

ピン5

ピン5

ピン9

ピン3

ピン3

ピン7

ピン7

ピン11

ピン2

ピン2

ピン6

ピン6

ピン10

ピン4

ピン4

ピン8

ピン8

ピン12

Figure 18: ワイヤおよび端子台のピン

標準モデルは、単一の12-ワイヤケーブルを特徴としています。

「F」モデルは、単一の20-ワイヤケーブルを特徴としています。

J3 端子台への12-ピン
コネクタ

全てのモデ
ルの標準

補助 
「F」モデルにのみ

J4 端子台への8-ピン
MTAコネクタ
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電圧/電流選択ジャンパー

 警告
追加の配線かまたはジャンパーの構成が変更される前に、コントローラ
の電源が切られていなければなりません。全ての追加のワイヤ接続が終
わり、適切に設置されるまで電源を再びつながないでください。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

現行の適用で ER3000 を交換したく、およびWindows 調整
プログラムのような現在のソフトウェアを使用し続けたい場合、 ジャンパ
ーJ9をインストールする必要があります。ジャンパーJ9 ヘのデフォルトの構
成は、インストールされていません。 

Figure 19 は、	ER5000上の電圧/電流の選択ジャンパーを示してい
ます。 

ジャンパーJ5、J6、J14 および J15 は、セットポイント、外部フィードバ
ック、	mA および 1–5V ソース、補助入力	#1 および補助入力#2 そ
れぞれのための4-20mA および1-5Vソースの選択に使用されます。
これらのジャンパーに関しては、 4–20	mA 入力のコントローラの
構成には、ジャンパーがインストールされていますが(オン）、1–5V 
入力のコントローラの構成では、ジャンパーがインストールされて
いません(オフ）。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

ER5000 の0-10ボルトモデルではこれらのジャンパーを持ってい
ません。

(次のページへ続く)
Figure 19: ジャンパー 

ジャンパー　J5

ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ
オンは4-20mA
オフは1-5V

ジャンパー　J1

グランドフィルタバ
イパス
オンは、パワーグランド
に接続されたシグナル
グランド
オフは、通常モード、接
続無し（推奨される）

ジャンパー　J1

グランドフィルタバイパス
オンは、パワーグランドに接
続されたシグナルグランド
オフは、通常モードで接続無
し（推奨される）

ジャンパー　J6

外部フィードバック
オンは4-20mA
オフは1-5V

4–20 mA / 1–5V モデル

0–10V モデル

ジャンパーJ14
補助入力♯1
オンは4-20mA
オフは1-5V

ジャンパー　J15

補助入力♯2

オンは4-20mA
オフは1-5V

ジャンパー　J9

ER3000/ER5000モードの選択
オンはER3000
オフはER5000

ジャンパー　J9

ER3000/ER5000モードの選択
オンはER3000
オフはER5000
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グランドフィルタバイパスジャンパー（J1)のための推奨される構成
は、インストールされていません(オフ）。このジャンパーをインストー
ルすることは、シグナルグランを電源装置グランドへ直接的に接続し
ます。この構成は、めったに使用されず、操作上のノイズが極端なレ
ベルの場合にのみ考慮されるべきです。本ジャンパーをインストール
する前に、トラブルシューティング セクションを参照してください。

LED 表示器
Figure 20 は、ER5000の配電盤上にある４つのLED表示器の位置を
示しています。コントローラのステータスを評価するために、LED表
示器を、手早く視覚的に参照できます。

設置の間に、LED1(赤色）およびLED4(赤色)を使用して、ER5000を
正しく電源装置に配線しているかを確認できます。 

RS485を介して通信している場合、たとえば、ネットワークのデイ
ジーチェーンの一部として、 LED2 (緑) およびLED3 (琥珀色) は 
ER5000 がデータを送受信していることを確認します。 

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

ER5000 のRS485コンバータへの正しい配線については、	
ページ 89 から ページ 93 を参照してください。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

LED2 (緑) および LED3 (琥珀色)は、ER5000 が RS485を使用して通
信を行う際に、データの伝送に応答します。これらのLEDは、ER5000がUSB
を使用して通信する場合にはデータに応答せず、ご使用の適用の特定の構
成により、オンまたはオフとなります。これらは、USB が使用されているとき
は、設置または操作の間に確認される必要はありません。

LEDは、適性に稼働していないコントローラのトラブルシューティン
グに役立ちます。詳細については、トラブルシューティング セクショ
ンを参照してください。

LED4
「ハートビート」

（赤）
一定の速度でオンとオ
フを点滅しなければな

らない

LED1
通電表示灯
（赤）
連続してオンでなけ
ればならない

LED3
受信データ
（琥珀色）

ER5000がRS485を介
してデータを受信する
ときに点滅する

LED2
送信データ

（緑）
ER5000がRS485を介し
てデータを送信するとき

に点滅する

Figure 20: LED 表示器
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電源の配線 — 全ての適用 

Figure 21に示すように、すべてのER5000は、構成または適用にかか
わらず、24V直流電源にワイヤで接続される必要があります。 

	
電源
装置

+24V 直流 紫色
グランド 灰色

Figure 21: 24V 直流電源への配線

正しい配線については Table 4を参照してください。
Table 4: 24V直流電源への配線 

J3ピン ワイヤの色 機能
1 茶色 ＋セットポイント入力
2 赤色 －セットポイント入力
3 オレンジ色 ＋フィードバック入力
4 黄色 －フィードバック入力
5 緑色 －RS485ネットワーク接続
6 青色 ＋RS485ネットワーク接続
7 紫色 ＋24ボルト直流電源
8 灰色 24V戻り（パワーグランド）
9 白 ＋5V出力（最大5ミリアンペア）
10 黒 アナログシグナル/基板グランド
*11 *ピンク アナログシグナル出力

(改良された「F」モデルのみで起動する)

12 小麦色 アナログシグナル/基板グランド

 警告
• 使用環境に定格されたワイヤおよび/またはケーブルグランドを選択して
ください。適切な定格のワイヤおよび/またはケーブルグランドを使用し
損なうと、個人の負傷または物的損害を生じることがあります。

• ワイヤ接続は、一定の場所の、現地、地域および国の規則に準拠する
必要があります。現地、地域および国の規則に準拠し損なうと個人の
負傷または物的損害を生じることがあります。

• 電気ショックから生じる個人の負傷を避けるために、本コントロ
ーラまたは関連する機器の最大定格電圧を超える電圧を持つ供
給源に、コントローラまたは関連する機器を決して接続しないでく
ださい。電子装置に使用される構成要素は互換性があり、適切な
定格電圧を持っていることを確認してください。
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様々なセットポイント配線構成
アナログセットポイントソース — 電位差計

Figure 22 は、電位差計からアナログセットポイントへ、0-5Vシグナ
ルを提供する正しい配線を示しています。 

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

 0–1V 範囲は、1–5VのER5000sの管理限界としてプラグラムする
ことができます。この	特徴に関する詳細は管理限界パネルを参照して下さ
い。 

黒

赤

白 +5 +10 電源装置

10V 直流
120V 交流

茶色

小麦色

10K

高い
ワイパー

低い

Figure 22: 電位差計のアナログセットポイントt

 

 警告
追加の配線かまたはジャンパーの構成が変更される前
に、コントローラの電源が切られていなければなりませ
ん。すべての追加のワイヤ接続が行われ適切に設置される
まで、電源装置に再び接続しないでください。

正しい配線については Table 5を参照してください。
Table 5: 電位差計アナログセットポイントのための配線 

J3ピン ワイヤの色 機能
1 茶色 ＋セットポイント入力
2 赤色 －セットポイント入力
3 オレンジ色 ＋フィードバック入力
4 黄色 －フィードバック入力
5 緑色 －RS485ネットワーク接続
6 青色 ＋RS485ネットワーク接続
7 紫色 ＋24ボルト直流電源
8 灰色 24V戻り（パワーグランド）
9 白 ＋5V出力（最大5ミリアンペア）
10 黒 アナログシグナル/基板グランド
*11 *ピンク アナログ信号出力

(改良された「F」モデルのみで起動する)

12 小麦色 アナログシグナル/基板グランド

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

ER5000 は、 0–10V シグナルを直接的に提供するこ
とはできません。補助の 10V 供給が使用される必要がありま
す。 
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セットポイント配線のバリエーション
アナログセットポイントソース — 電流/電圧

Figure 23 稼働中の変数電流または電圧供給からの、アナログセッ
トポイントを与える方法を示しています。 

ソースの負(-) lのリードは赤のワイヤに接続し、および正 (+) のリー
ドが茶色のワイヤに接続します。 

赤

シグナルソース
4–20 mA または 1–5V または 0–10V

茶色

- 出力
＋出力

Figure 23: 電流/電圧アナログセットポイント 

 警告
追加の配線かまたはジャンパーの構成が変更される前に、コン
トローラの電源が切られていなければなりません。すべての追
加のワイヤ接続が行われ適切に設置されるまで、電源装置に再
び接続しないでください。

正しい配線については Table 6を参照してください。
Table 6: 電流/V電圧アナログセットポイントのための配線 

J3ピン ワイヤの色 機能
1 茶色 ＋セットポイント入力
2 赤色 －セットポイント入力
3 オレンジ色 ＋フィードバック入力
4 黄色 －フィードバック入力
5 緑色 －RS485ネットワーク接続
6 青色 ＋RS485ネットワーク接続
7 紫色 ＋24ボルト直流電源
8 灰色 24V戻り（パワーグランド）
9 白 ＋5V出力（最大5ミリアンペア）
10 黒 アナログシグナル/基板グランド
*11 *ピンク アナログシグナル出力

(改良された「F」モデルのみで起動する)

12 小麦色 アナログシグナル/基板グランド
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セットポイント配線のバリエーション
アナログセットポイントソース  — パッシブ PC または PLC 
D/A カード

Figure 24 は、PC またはPLC D/A カードからのアナログセットポイ
ントを与える正しい配線を示しています。この構成では、ER5000の
24Vの直流電源がパッシブD/Aカードへ動力を供給します。

赤 出力

紫色

黒 共通

茶色

コンピュータ

Figure 24: パッシブ PC または PLC D/A カードアナログセットポイント

 警告
追加の配線かまたはジャンパーの構成が変更される前に、コントロー
ラの電源が切られていなければなりません。全ての追加のワイヤ接続
が終わり、適切に設置されるまで電源を再びつながないでください。

正しい配線については Table 7を参照してください。
Table 7: パッシブ PC または PLC D/A カードアナログセットポイントのための配線 

J3ピン ワイヤの色 機能
1 茶色 ＋セットポイント入力
2 赤色 －セットポイント入力
3 オレンジ色 ＋フィードバック入力
4 黄色 －フィードバック入力
5 緑色 －RS485ネットワーク接続
6 青色 ＋RS485ネットワーク接続
7 紫色 ＋24ボルトの直流電源
8 灰色 24V戻り（パワーグランド）
9 白 ＋5V出力（最大5ミリアンペア）
10 黒 アナログシグナル/基板グランド
*11 *ピンク アナログシグナル出力

(改良された「F」モデルのみで起動する)

12 小麦色 アナログシグナル/基板グランド

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

 ジャンパー J6 ( Figure 19と呼ばれる)が、4–20	mA 作動のために
インストールされているか 、および 1–5V 作動のために取り除かれている
かを確認してください。0-10VのER5000モデルには、ジャンパーがありませ
ん。
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様々なセットポイント配線構
アナログセットポイントソース  — 稼働中の PC または PLC 
D/A カード

Figure 25 は、PC またはPLC D/A カードからのアナログセットポイン
トを与える正しい配線を示しています。この構成では、動力は稼働
中のD/Aカードから供給されます。

赤

茶色

コンピュータ

＋出力

- 出力

Figure 25: 稼働中のPC または PLC D/A カードのアナログセットポイント

 警告
 追加の配線かまたはジャンパーの構成が変更される前に、コントロー
ラの電源が切られていなければなりません。全ての追加のワイヤ接続
が終わり、適切に設置されるまで電源を再びつながないでください。

正しい配線については Table 8を参照してください。
Table 8: 稼働中の PC またはPLC D/A カードアナログセットポイントのための配線 

J3ピン ワイヤの色 機能
1 茶色 ＋セットポイント入力
2 赤色 －セットポイント入力
3 オレンジ色 ＋フィードバック入力
4 黄色 －フィードバック入力
5 緑色 －RS485ネットワーク接続
6 青色 ＋RS485ネットワーク接続
7 紫色 ＋24ボルト直流電源
8 灰色 24V戻り（パワーグランド）
9 白 ＋5V出力（最大5ミリアンペア）
10 黒 アナログシグナル/基板グランド
*11 *ピンク アナログシグナル出力

(改良された「F」モデルのみで起動する)

12 小麦色 アナログシグナル/基板グランド

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

 ジャンパー J6 ( Figure 19と呼ばれる)が、4–20	mA 作動のために
インストールされているか 、および 1–5V 作動のために取り除かれている
かを確認してください。0-10ボルトのER5000モデルにはジャンパーがあり
ません。 
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様々なセットポイント配線構成
外部制御 /デジタル入力を伴うプロファイル 

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

この特徴は、ER5000の「F」モデル上でのみ使用できます。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

本適用の場合、ジャンパー J14 および J15は取り除かれなければ
成りません。Figure 19 を参照してください。 

Figure 26 は、コンピュータを使用することなく、プロファイルを制
御するための配線構成を示しています。本適用でER5000にダウン
ロードされたプロファイルは、トグル	スイッチで開始または停止さ
せることができます。

白 オレンジ/黒 プロファイル 
開始/停止

デジタル
出力茶色/白

赤/黒
黄色/黒

黒/白

Figure 26: 外部プロファイル制御 

 警告
 追加の配線かまたはジャンパーの構成が変更される前に、コントロー
ラの電源が切られていなければなりません。全ての追加のワイヤ接続
が終わり、適切に設置されるまで，電源を再びつながないでください。

正しい配線については Table 9を参照してください。
Table 9: 補助入力をしようするプロファイル制御のための配線

J3ピン ワイヤの色 機能
1 茶色 ＋セットポイント入力
2 赤色 －セットポイント入力
3 オレンジ色 ＋フィードバック入力
4 黄色 －フィードバック入力
5 緑色 －RS485ネットワーク接続
6 青色 ＋RS485ネットワーク接続
7 紫色 ＋24ボルト直流電源
8 灰色 24V戻り（パワーグランド）
9 白 ＋5V出力（最大5ミリアンペア）
10 黒 アナログシグナル/基板グランド
*11 *ピンク アナログシグナル出力

(改良された「F」モデルのみで起動する)

12 小麦色 アナログシグナル/基板グランド

J4 ピン ワイヤの色 機能
1 茶色/白 ＋補助入力♯1

2 赤/黒 ＋補助入力♯1

3 オレンジ/黒 +補助入力 #2

4 黄色/黒 -補助入力 #2

5 緑/白 一時停止制御
6 黒/ 白 デジタル出力/基板グランド
7 青色/白 デジタル出力♯1

8 灰色/黒 デジタル出力 #2

(次のページへ続く)
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外部制御/デジタル入力を伴うプロファイル(続き）

さらに、プロファイル内で「デジタル入力」機能が使用されている場
合、デジタル入力の押しボタンが使用されます。これにより、操作者
は、隣の機器ヘの変更などイベントが起きるまで待つ柔軟性を持つ
ことができます。 

補助入力 #2 (オレンジ/黒ワイヤ、J4 ピン 3) がプロファイルの開始/停
止シグナルとして使用され、および補助入力 #1 (茶色/白	ワイヤ、J4	ピ
ン1) がデジタル入力シグナルとして使用されるとき、ER5000 の操作
者は、入力のトグルレベル(トリップポイントとしても呼ばれる) を調
整することができます。これは、アナログ入力が、ロジカル０とロジカ
ル１の間で切り替わるレベルです。

たとえば、圧力変換器がデジタル入力に接続されている場合、この
特徴により、ER5000はプロファイルの中で持続する前に、特定の圧
力を待つことができます。 

ER5000 のトグル変数がこの特徴を作動させます。詳細につい
ては、ER5000 のアナログ入力の変数セクションを参照してくだ
さい。



 

ER5000 — 

89戻るwww.emerson.com/tescom

様々な設置

様々なセットポイント配線構成
デジタルセットポイントソース  — RS485 接続、RS232 
から RS485 コンパータへ(TESCOM™ モデル#85061)

大半の適用で、供給されたUSBケーブルは、コンピュータにとって最
も効率的な接続を提供します。Figure 27に示されるように、コント
ローラは、RS485コンバータを介して接続するために配線されるこ
とができます。

紫色

- RS485

+24 V 直流

+ RS485

グランド

緑

灰色

青

Figure 27: RS485 接続 (RS232 から RS485コンバータ) 

 警告
 追加の配線かまたはジャンパーの構成が変更される前に、コントロー
ラの電源が切られていなければなりません。全ての追加のワイヤ接続
が終わり、適切に設置されるまで，電源を再びつながないでください。

正しい配線については Table 10を参照してください。
Table 10: RS485 接続のための配線 (RS232 から RS485 コンバータ) 

J3ピン ワイヤの色 機能
1 茶色 ＋セットポイント入力
2 赤色 －セットポイント入力
3 オレンジ色 ＋フィードバック入力
4 黄色 －フィードバック入力
5 緑色 －RS485ネットワーク接続
6 青色 ＋RS485ネットワーク接続
7 紫色 ＋24ボルトの直流電源
8 灰色 24V戻り（パワーグランド）
9 白 ＋5V出力（最大5ミリアンペア）
10 黒 アナログシグナル/基板グランド
*11 *ピンク アナログシグナル出力

(改良された「F」モデルのみで起動する)

12 小麦色 アナログシグナル/基板グランド

RS232 から RS485 へのコンバータは、外部電源装置への直接配線
を必要とします。それで、 ER5000の電源装置の配線に接続されな
ければなりません。紫のワイヤ (ピン 7) は、 +24V	直流端子に接続
し、 灰色ワイヤ(ピン 8) は、接地	端子に接続します。
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セットポイント配線構成のバリエーション
デジタルセットポイントソース  — RS485 接続、 USB 
から RS485 へのコンバータ (TESCOM™ モデル #82948)

大半の適用で、供給されたUSBケーブルは、コンピュータにとって最
も効率的な接続を提供します。Figure 28に示されるように、コント
ローラは、RS485コンバートを介して接続するために配線されるこ
とができます。

TDB(+)
TDA(-)

緑

青

Figure 28: RS485 接続 (USB から RS485へのコンバータ) 

 警告
 追加の配線かまたはジャンパーの構成が変更される前に、コントロー
ラの電源が切られていなければなりません。全ての追加のワイヤ接続
が終わり、適切に設置されるまで電源を再びつながないでください。

正しい配線については Table 11を参照してください。
Table 11: RS485 接続のための配線 (USB から RS485 へのコンバータ)

J3ピン ワイヤの色 機能
1 茶色 ＋セットポイント入力
2 赤色 －セットポイント入力
3 オレンジ色 ＋フィードバック入力
4 黄色 －フィードバック入力
5 緑色 －RS485ネットワーク接続
6 青色 ＋RS485ネットワーク接続
7 紫色 ＋24ボルト直流電源
8 灰色 24V戻り（パワーグランド）
9 白 ＋5V出力（最大5ミリアンペア）
10 黒 アナログシグナル/基板グランド
*11 *ピンク アナログシグナル出力

(改良された「F」モデルのみで起動する)

12 小麦色 アナログシグナル/基板グランド

USBからRS485へのコンバータは、USB接続を介して動力を受け取っ
ています。それで電源装置へ直接的に配線をつなぐ必要はありませ
ん。



 

ER5000 — 

91戻るwww.emerson.com/tescom

様々な設置

セットポイント配線構成のバリエーション
デジタルセットポイントソース  — RS485 ネットワーク、RS232 
から RS485 へのコンバータ (TESCOM™ モデル #85061)
USB プロトコルは、ネットワークに適応していません。それで、複数
のコントローラを必要とする適用は、 RS485を使用しなければなり
ません。Figure 29に示されるように、コンバータを介して配線され
るRS485は、 ネットワーク中に最大で32台のER5000をデイジーチ
ェーンすることができます。 

 警告
追加の配線かまたはジャンパーの構成が変更される前に、コントロー
ラの電源が切られていなければなりません。全ての追加のワイヤ接続
が終わり、適切に設置されるまで，電源を再びつながないでください。

(次のページへ続く)

灰色 灰色 灰色

- RS485

+24 V 直流

+ RS485

グランド

緑 緑 緑

紫色 紫色 紫色

青 青 青

Figure 29: RS485 ネットワーク中の複数のコントローラ(RS232 から RS485 へのコンバータ)
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デジタルセットポイントソース  — RS485 ネットワーク、RS232 
から RS485へのコンバータ (TESCOM™ モデル #85061) (続き)
ネットワーク中の各ER5000には、独特のノードアドレスが割り当て
られなければなりません。すべてのER5000には、デフォルトで250
のノードアドレスが割り当てられています。したがって、ネットワーク
上ですべてのER5000が通信できるように、アドレスが変更されなけ
ればなりません。 

ノードアドレスは、セットアップの一部として、または設定タブを使
用して、その後いつでも変更することができます。

ERTune™ プログラムを使用してER5000のノードアドレスを変
更する方法の詳細については、ER5000と一緒に機能するため
に、ERTune™ プログラムをセットアップするおよび設定タブを参照
してください。 

ネットワークの各ER5000のために、このプロセスを反復してくださ
い。ネットワーク内のすべてのコントローラに、確実に独特なノード
アドレスを与えるようにしてください。ER5000をデフォルト値のまま
にしておくこともできます。 

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

割り当てる数字は、250より小さくなくてはなりません。250 より
大きい数字は、最初の２桁で切り捨てられます。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

ネットワーワークの電源装置は、デイジーチェーンの各ER5000に
300	mA を提供できなければなりません。

正しい配線については Table 12を参照してください。
Table 12: ネットワークにつながれた接続のための配線 (RS232 から RS485 コンバータへ) 

J3ピン ワイヤの色 機能
1 茶色 ＋セットポイント入力
2 赤色 －セットポイント入力
3 オレンジ色 ＋フィードバック入力
4 黄色 －フィードバック入力
5 緑色 －RS485ネットワーク接続
6 青色 ＋RS485ネットワーク接続
7 紫色 ＋24ボルト直流電源
8 灰色 24V戻り（パワーグランド）
9 白 ＋5V出力（最大5ミリアンペア）
10 黒 アナログシグナル/基板グランド
*11 *ピンク アナログシグナル出力

(改良された「F」モデルのみで起動する)

12 小麦色 アナログシグナル/基板グランド

RS232 から RS485 へのコンバータは、外部電源装置への直接配線
を必要とします。それで、 ER5000の電源装置の配線に接続されな
ければなりません。紫のワイヤ (ピン 7) は、 +24V	直流端子に接続
し、 灰色ワイヤ(ピン 8) は、接地	端子に接続します。
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様々なセットポイント配線構成
デジタルセットポイントソース  — RS485 ネットワーク、 
USB からRS485 へのコンバータ (TESCOM™ モデル #82948) 
USB プロトコルは、ネットワークに適応していません。それで、複数
のコントローラを必要とする適用は、 RS485を使用しなければなり
ません。Figure 30に示されるように、コンバータを介して配線され
るRS485は、 ネットワーク中に最大で32台のER5000をデイジーチ
ェーンすることができます。 

 警告
 追加の配線かまたはジャンパーの構成が変更される前に、コントロー
ラの電源が切られていなければなりません。全ての追加のワイヤ接続
が終わり、適切に設置されるまで電源を再びつながないでください。

(次のページへ続く)

TDB(+)
TDA(-)

緑 緑 緑

青 青 青

Figure 30: RS485 ネットワーク内の複数のコントローラ (USB から RS485 へのコンバータ)
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デジタルセットポイントソース  — RS485 ネットワーク、USB 
から RS485 へのコンバータ (TESCOM™ モデル #82948) (続き)

ネットワーク中の各ER5000には、独特のノードアドレスが割り当て
られなければなりません。すべてのER5000には、デフォルトで250
のノードアドレスが割り当てられています。したがって、ネットワーク
上ですべてのER5000が通信できるように、アドレスが変更されなけ
ればなりません。 

ノードアドレスは、セットアップの一部として、または 設定タブを使
用して、その後いつでも変更することができます。

ERTune™ プログラムを使用してER5000のノードアドレスを変更する
方法の詳細については、ER5000と一緒に機能するために、ERTune™ 
プログラムをセットアップするおよび設定タブを参照してください。 

ネットワオークの各ER5000のために、このプロセスを反復してくだ
さい。ネットワーク内のすべてのコントローラに、確実に独特なノー
ドアドレスを与えるようにしてください。ER5000をデフォルト値のま
まにしておくこともできます。 

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

割り当てる数字は、250より小さくなくてはなりません。250 より
大きい数字は、最初の2桁で切り捨てられます。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

ネットワーワークの電源装置は、デイジーチェーンの各ER5000に
300	mA を提供できなければなりません。

正しい配線については Table 13を参照してください。
Table 13: ネットワークによる接続のための配線 (USB から RS485へのコンバータ) 

J3ピン ワイヤの色 機能
1 茶色 ＋セットポイント入力
2 赤色 －セットポイント入力
3 オレンジ色 ＋フィードバック入力
4 黄色 －フィードバック入力
5 緑色 －RS485ネットワーク接続
6 青色 ＋RS485ネットワーク接続
7 紫色 ＋24ボルト直流電源
8 灰色 24V戻り（パワーグランド）
9 白 ＋5V出力（最大5ミリアンペア）
10 黒 アナログシグナル/基板グランド
*11 *ピンク アナログシグナル出力

(改良された「F」モデルのみで起動する)

12 小麦色 アナログシグナル/基板グランド

USBからRS485へのコンバータは、USB接続を介して動力を受け取
っています。それで電源装置へ直接的に配線をつなぐ必要はありま
せん。
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フィードバック配線のバリエーション
2本ワイヤのトランスデューサー 

２本ワイヤのトランスデューサーへの正しい配線がFigure 31に示さ
れています。 

トランスデュ
ーサー

紫色

黄色

＋供給

オレンジ

小麦色

Figure 31: ２本ワイヤのトランスデューサーの配線

 警告
 追加の配線かまたはジャンパーの構成が変更される前に、コントロー
ラの電源が切られていなければなりません。全ての追加のワイヤ接続
が終わり、適切に設置されるまで、電源を再びつながないでください。

正しい配線については Table 14を参照してください。
Table 14: ２本ワイヤの変換器のための配線 

J3ピン ワイヤの色 機能
1 茶色 ＋セットポイント入力
2 赤色 －セットポイント入力
3 オレンジ色 ＋フィードバック入力
4 黄色 －フィードバック入力

5 緑色 －RS485ネットワーク接続
6 青色 ＋RS485ネットワーク接続
7 紫色 ＋24ボルト直流電源
8 灰色 24V戻り（パワーグランド）
9 白 ＋5V出力（最大5ミリアンペア）
10 黒 アナログシグナル/基板グランド
*11 *ピンク アナログシグナル出力

(改良された「F」モデルのみで起動する)

12 茶褐色 アナログシグナル/基板グランド

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

ジャンパーJ6 ( Figure 19と呼ばれる) が、4–20	mA 作動のために
インストールされていることを確認してください。 

＋出力
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フィードバック配線のバリエーション
3本ワイヤの変換器 

３本ワイヤの変換器のための正しい配線が、Figure 32に示されてい
ます。 

トランスデュ
ーサー

紫色

黒

黄色

オレンジ

小麦色

＋供給

＋出力
共通

Figure 32: ３本ワイヤの変換器のための配線

 警告
追加の配線かまたはジャンパーの構成が変更される前に、コントロー
ラの電源が切られていなければなりません。全ての追加のワイヤ接続
が終わり、適切に設置されるまで電源を再びつながないでください。

正しい配線については Table 15を参照してください。
Table 15: ３本ワイヤのトランスデューサーのための配線 

J3ピン ワイヤの色 機能
1 茶色 ＋セットポイント入力
2 赤色 －セットポイント入力
3 オレンジ色 ＋フィードバック入力
4 黄色 －フィードバック入力
5 緑色 －RS485ネットワーク接続
6 青色 ＋RS485ネットワーク接続
7 紫色 ＋24ボルト直流電源
8 灰色 24V戻り（パワーグランド）
9 白 ＋5V出力（最大5ミリアンペア）
10 黒 アナログシグナル/基板グランド
*11 *ピンク アナログシグナル出力

(改良された「F」モデルのみで起動する)

12 小麦色 アナログシグナル/基板グランド

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

ジャンパー J6 (Figure 19 と呼ばれる)が、4–20	mA 作動のためにイ
ンストールされているか 、および 1–5V 作動のために取り除かれているかを
確認してください。0-10VのER5000モデルには、ジャンパーがありません。 
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フィードバック配線のバリエーション
4本ワイヤのトランスデューサー

４本ワイヤのトランスデューサーのための正しい配線が、 Figure 33
に示されています。 

	 ＋供給
グランド

＋出力

共通

トランスデュ
ーサー

紫色

黒

黄色

オレンジ

Figure 33: ４本ワイヤのトランスデューサーのための配線

 警告
追加の配線かまたはジャンパーの構成が変更される前に、コントロー
ラの電源が切られていなければなりません。全ての追加のワイヤ接続
が終わり、適切に設置されるまで電源を再びつながないでください。

正しい配線については Table 16を参照してください。
Table 16: ４本ワイヤのトランスデューサーのための配線 

J3ピン ワイヤの色 機能
1 茶色 ＋セットポイント入力
2 赤色 －セットポイント入力
3 オレンジ色 ＋フィードバック入力
4 黄色 －フィードバック入力
5 緑色 －RS485ネットワーク接続
6 青色 ＋RS485ネットワーク接続
7 紫色 ＋24ボルトの直流電源
8 灰色 24V戻り（パワーグランド）
9 白 ＋5V出力（最大5ミリアンペア）
10 黒 アナログシグナル/基板グランド
*11 *ピンク アナログシグナル出力

(改良された「F」モデルのみで起動する)

12 小麦色 アナログシグナル/基板グランド

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

ジャンパー J6 (Figure 19 と呼ばれる)が、 4–20	mA 作動のため
にインストールされているか、および 1–5V 作動のために取り除かれている
かを確認してください。0-10ボルトのER5000モデルにはジャンパーがあり
ません。 
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フィードバック配線のバリエーション
コンピュータ、またはPLC A/Dカードが監視する4–20 mA 外部
フィードバック、フローティング入力、フィードバックシグナル
Figure 34 PC または PLC内のA/Dカードを使用して、どのようにフィ
ードバックシグナルが監視されるかを示しています。あるいは、フィ
ードバックシグナルは、変数♯44 を読むことにより、ER5000とコン
ピュータ間のUSB接続を介して監視されることができます。(ID_
FEEDBACK)

トランスデュ
ーサー

オレンジ

黄色

- I イン

+I IN
紫色

小麦色

コンピュータ

＋
出

力

＋
供

給

Figure 34:  4–20 mA外部フィードバック (フローティング入力)を監視する 

 警告
追加の配線かまたはジャンパーの構成が変更される前に、コン
トローラの電源が切られていなければなりません。全ての追加
のワイヤ接続が終わり、適切に設置されるまで電源を再びつな
がないでください。

正しい配線については Table 17を参照してください。
Table 17: 4–20 mA 外部フィードバック (フローティング入力)監視のための配線 

J3ピン ワイヤの色 機能
1 茶色 ＋セットポイント入力
2 赤色 －セットポイント入力
3 オレンジ色 ＋フィードバック入力
4 黄色 －フィードバック入力
5 緑色 －RS485ネットワーク接続
6 青色 ＋RS485ネットワーク接続
7 紫色 ＋24ボルトの直流電源
8 灰色 24V戻り（パワーグランド）
9 白 ＋5V出力（最大5ミリアンペア）
10 黒 アナログシグナル/基板グランド
*11 *ピンク アナログシグナル出力

(改良された「F」モデルのみで起動する)

12 小麦色 アナログシグナル/基板グランド

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

ジャンパーJ6 (Figure 19 と呼ばれる) が、4–20	mA 作動の
ためにインストールされていることを確認してください。 
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フィードバック配線のバリエーション
コンピュータまたはPLC A/Dカードによって監視される
4–20 mA 外部フィードバック、グラウンド基準の入力、フィー
ドバックシグナル 
Figure 35 は、フィードバックシグナルがコンピュータまたはPLC内の
A/Dカードを使用して監視される方法を示しています。あるいは、フ
ィードバックシグナルは、変数♯44 を読むことにより、ER5000とコ
ンピュータ間のUSB接続を介して監視されることができます。(ID_
FEEDBACK)

トランスデュ
ーサー

黄色

オレンジ

+ I イン
- I イン黒

紫色

コンピュータ

＋供給
＋出力

Figure 35:  4–20 mA 外部フィードバック(グランド基準の入力)を監視する 

 警告
追加の配線かまたはジャンパーの構成が変更される前に、コントロー
ラの電源が切られていなければなりません。全ての追加のワイヤ接続
が終わり、適切に設置されるまで電源を再びつながないでください。

正しい配線については Table 18を参照してください。
Table 18: 4–20 mA 外部フィードバック(グランド基準の入力)監視のための配線 

J3ピン ワイヤの色 機能
1 茶色 ＋セットポイント入力
2 赤色 －セットポイント入力
3 オレンジ色 ＋フィードバック入力
4 黄色 －フィードバック入力
5 緑色 －RS485ネットワーク接続
6 青色 ＋RS485ネットワーク接続
7 紫色 ＋24ボルト直流電源
8 灰色 24V戻り（パワーグランド）
9 白 ＋5V出力（最大5ミリアンペア）
10 黒 アナログシグナル/基板グランド
*11 *ピンク アナログシグナル出力

(改良された「F」モデルのみで起動する)

12 小麦色 アナログシグナル/基板グランド

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

 Figure 35に示される配線は、２本ワイヤのトランスデューサ
ーのためです。３本ワイヤのトランスデューサーおよび４本ワイヤのト
ランスデューサーのための正しい配線については、それぞれ Figure 32 
および Figure 33を参照してください。

 

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

ジャンパーJ6 (Figure 19 と呼ばれる) が、4–20	mA 作動のた
めにインストールされていることを確認してください。 
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フィードバック配線のバリエーション
4–20 mA 外部フィードバックにより生じる圧力を監視するの
に使用される２本ワイヤのトランスデューサー、コンピュータ
またはPLC A/Dカード
Figure 36は、内部抵抗が250Ω のER5000全体にわたって生じる電圧
を監視することが必要な適用の正しい配線を示しています。4–20	mA 
のループに入り込まず、グランドループの発生を避けています。 

トランスデュ
ーサー

黄色

オレンジ

- V イン
+V イン

小麦色

紫色

コンピュータ

＋
供

給

＋
出

力

Figure 36:  4–20 mA フィードバックから生じる電圧を監視する、２本ワイヤのトランスデ
ューサー 

 警告
追加の配線かまたはジャンパーの構成が変更される前に、コントロー
ラの電源が切られていなければなりません。全ての追加のワイヤ接続
が終わり、適切に設置されるまで電源を再びつながないでください。

あるいは、フィードバックシグナルは、変数♯44 を読むことに
より、ER5000とコンピュータ間のUSB接続を介して監視され
ることができます。(ID_FEEDBACK)

正しい配線については、 Table 19 を参照してください。
Table 19: 4–20 mA 外部フィードバックからの電圧を監視する、２本ワイヤのトラ
ンスデューサーのための配線 

J3ピン ワイヤの色 機能
1 茶色 ＋セットポイント入力
2 赤色 －セットポイント入力
3 オレンジ色 ＋フィードバック入力
4 黄色 －フィードバック入力
5 緑色 －RS485ネットワーク接続
6 青色 ＋RS485ネットワーク接続
7 紫色 ＋24ボルトの直流電源
8 灰色 24V戻り（パワーグランド）
9 白 ＋5V出力（最大5ミリアンペア）
10 黒 アナログシグナル/基板グランド
*11 *ピンク アナログシグナル出力

(改良された「F」モデルのみで起動する)

12 小麦色 アナログシグナル/基板グランド

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

ジャンパーJ6 (Figure 19 と呼ばれる) が、4–20	mA 作動の
ためにインストールされていることを確認してください。
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様々な設置

フィードバック配線のバリエーション
３本ワイヤのトランスデューサー、コンピュータまたはPLC A/D
カードが4–20 mA 外部フィードバックにより生じる電圧を監
視するのに使用される
Figure 37は、ER5000の内部抵抗の250Ω に生じる電圧を監視するこ
とが必要なアプリケーションの、正しい配線を示しています。4–
20	mA のループに入り込まず、グランドループの発生を避けます。 

トランスデュ
ーサー

黄色

オレンジ

- V イン
+V イン

小麦色

紫色

黒

コンピュータ

接
地

＋
供

給
＋

出
力

Figure 37: 3本ワイヤのトランスデューサーは、 4–20 mA のフィードバックにより生じる電
圧を監視します。 

 警告
追加の配線かまたは変更がジャンパーの構成に実施される前に、コント
ローラの電源が切られていなければなりません。全ての追加のワイヤ接
続が終わり、適切に設置されるまで電源を再びつながないでください。
あるいは、フィードバックシグナルは、変数♯44 を読むことに
より、ER5000とコンピュータ間のUSB接続を介して監視され
ることができます。(ID_FEEDBACK)

正しい配線については、 Table 20 を参照してください。
Table 20: 4–20 mA の外部フィードバックからの電圧を監視するための配線、3
本ワイヤのトランスデューサー 

J3ピン ワイヤの色 機能
1 茶色 ＋セットポイント入力
2 赤色 －セットポイント入力
3 オレンジ色 ＋フィードバック入力

4 黄色 －フィードバック入力
5 緑色 －RS485ネットワーク接続
6 青色 ＋RS485ネットワーク接続
7 紫色 ＋24ボルトの直流電源
8 灰色 24V戻り（パワーグランド）
9 白 ＋5V出力（最大5ミリアンペア）
10 黒 アナログシグナル/基板グランド
*11 *ピンク アナログシグナル出力

(改良された「F」モデルのみで起動する)

12 小麦色 アナログシグナル/基板グランド

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

ジャンパー J6 (Figure 19 と呼ばれる)が、 4–20	mA 作動
のためにインストールされているか、および 1–5V 作動のために取り
除かれているかをチェックします。0-10VのER5000モデルには、ジャ
ンパーがありません。 
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様々な設置

フィードバック配線のバリエーション
4本 ワイヤのトランスデューサー、コンピュータまたはPLC A/D
カードは、4–20 mA 外部フィードバックが生じさせる電圧を監
視するのに使用される
Figure 38は、ER5000の内部抵抗の250Ω に生じる電圧を監視する
ことが必要なアプリケーションに適用できる正しい配線を示してい
ます。4–20	mA のループに入り込まず、グランドループの発生を避
けています。 
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Figure 38: 4本ワイヤのトランスデューサーで、4–20 mA フィードバックにより生じる電圧
を監視する。

 警告
追加の配線かまたは変更がジャンパーの構成に実施される前に、コン
トローラの電源が切られていなければなりません。全ての追加のワイ
ヤ接続が終わり、適切に設置されるまで電源を再びつながないでくだ
さい。
あるいは、フィードバックシグナルは、変数♯44 を読むことに
より、ER5000とコンピュータ間のUSB接続を介して監視され
ることができます。(ID_FEEDBACK)
正しい配線については、 Table 21 を参照してください。
Table 21: 4–20 mA 外部フィードバックからの電圧を監視するための配線、4本ワ
イヤのトランスデューサー 

J3ピン ワイヤの色 機能
1 茶色 ＋セットポイント入力
2 赤色 －セットポイント入力
3 オレンジ色 ＋フィードバック入力
4 黄色 －フィードバック入力
5 緑色 －RS485ネットワーク接続
6 青色 ＋RS485ネットワーク接続
7 紫色 ＋24ボルト直流電源
8 灰色 24V戻り（パワーグランド）
9 白 ＋5V出力（最大5ミリアンペア）
10 黒 アナログシグナル/基板グランド
*11 *ピンク アナログシグナル出力

(改良された「F」モデルのみで起動する)

12 小麦色 アナログシグナル/基板グランド

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

ジャンパー J6 (Figure 19 と呼ばれる)が、 4–20	mA 作動
のためにインストールされているか、および 1–5V 作動のために取り
除かれているかをチェックします。0-10VのER5000モデルには、ジャ
ンパーがありません。 
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様々な設置

フィードバック配線のバリエーション
フィードバック制御を第2のフィードバックソースへ切り替える

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

この特徴は、ER5000の「F」モデルでのみ使用できます。
ER5000の「F]モデルでは、2つのフィードバックソースの間でフィード
バックソースが簡単に切り替えられます。正しい配線のためには、 
Table 22 を参照してください。
Table 22: 2つのフィードバックソースのための配線(2本ワイヤのトランスデューサー) 

J3ピン ワイヤの色 機能
1 茶色 ＋セットポイント入力
2 赤色 －セットポイント入力
3 オレンジ色 ＋フィードバック入力

4 黄色 －フィードバック入力
5 緑色 －RS485ネットワーク接続
6 青色 ＋RS485ネットワーク接続
7 紫色 ＋24ボルト直流電源
8 灰色 24V戻り（パワーグランド）
9 白 ＋5V出力（最大5ミリアンペア）
10 黒 アナログシグナル/基板グランド
*11 *ピンク アナログシグナル出力

(改良された「F」モデルのみで起動する)

12 小麦色 アナログシグナル/基板グランド

J4 ピン ワイヤの色 機能
1 茶色/白 ＋補助入力♯1

2 赤/黒 －補助入力♯1

3 オレンジ/黒 +補助入力 #2
4 黄色/黒 -補助入力 #2
5 緑/白 一時停止制御
6 黒/ 白 デジタル出力/基板グランド
7 青色/白 デジタル出力♯1
8 灰色/黒 デジタル出力 #2

(次のページへ続く)

トランスデュ
ーサー

#2

トランスデュ
ーサー

#1

黄色

オレンジ

紫色

赤/黒

小麦色

茶色/白

＋
出

力
＋

出
力

＋
供

給

＋
供

給

Figure 39: 2つの外部フィードバックソースの切り替え
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様々な設置

フィードバック制御を第二のフィードバックソースへ切り替える
(連続的)

 警告
追加の配線かまたは変更がジャンパーの構成に実施される前に、コント
ローラの電源が切られていなければなりません。全ての追加のワイヤ接
続が終わり、適切に設置されるまで電源を再びつながないでください。

この機能は、パワーユーザータブの一部であり追加のER	設定パネ
ルでアクセスできます。これにより、ER5000 は、異なる圧力の範囲
にわたり最適な制御を維持できます。
ER5000 と一緒に使用するために推奨されるトランスデューサー
は、全範囲において精度が0.1%のものです。したがって、範囲の小
さいトランスデューサーの方が、その範囲内でより大きな精度を持
つことになります。 
全範囲において2,000 ゲージ圧 / 138 バールであるが、0	–500 ゲージ
圧 / 0–	35 バールの範囲が重要であるアプリケーションの場合、単一
の2000 ゲージ圧 / 138 バールのトランスデューサーは、アプリケーシ
ョンの全範囲において+/- 2 ゲージ圧 / 0.14 バールの精度を持ちます。 
重要な範囲での 500 ゲージ圧 / 35 バールのトランスデューサーと
残りの範囲での2000 ゲージ圧 / 138 バールのトランスデューサー
の間でフィードバックを切り替えることは、重要な範囲での精度を
+/- 0.5 ゲージ圧 / 0.03 バールへと改善させます。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

前ぺージのFigure 39 に示される配線は、2本ワイヤのトランスデ
ューサー用です。3本ワイヤのトランスデューサーおよび4本ワイヤのトラン
スデューサーのための正しい配線については、それぞれ Figure 32 および 
Figure 33を参照してください。

追加の機能のための配線のバリエーション
追加のアナログ入力を監視する 

ER5000 は、通常の装置の動作中に内部変数を監視するだけでな
く、多くのアナログソースからの信号を監視することができます。こ
れは、装置のトレンド分析を行うためにデータを取得するのに役立
ちます。2つのトランスデューサーが (たとえば、出力 P1 および P2と
一緒に) 前ぺージの Figure 39 に示されていますが、ERTune™	プロ
グラムなどのPCプログラムにより連続的に監視できます。

ER5000 のすべてのモデルが、2つのアナログシグナルを監視できま
す: アナログセットポイントおよび外部フィードバックです。ER5000
の「F]モデルは追加の2つのアナログシグナルを監視できます: 補助
入力 #1 および補助入力 #2。 

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

補助入力は#2 は、プロファイルの開始/停止の入力の2つの役
割を果たします。この入力を監視する場合、トグルレベルをデフォルトの
2050 から最大値の4095へと変更しなければなりません。これにより、プ
ロファイルが動作することを防ぎます。トグルレベルは変数	#86 (ID_AD_
EXTRA2_TOGGLE)を調整することにより設定できます。詳細については内
部変数を参照してください。
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追加の機能のための配線のバリエーション
アナログ出力、4–20 mA 配線を使用してER5000の内部セン
サを監視する

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

この特徴は、ER5000の「F」モデルでのみ使用できます。

ER5000 は、コンピュータに直接配線することにより内部セン
サを監視する機能を提供します。その代わりに、内部センサ
は、ER5000とコンピュータ間の USB または RS485 接続により、
変数#6 を読むことにより監視されます。(ID_COMPENSATED_
INTERNAL_SENSOR).

コンピュータ

ピンク

+ I イン
- I イン

紫色

Figure 40: 内部センサの監視 (4–20 mA 配線) 

 警告
追加の配線かまたは変更がジャンパーの構成に実施される前に、コン
トローラの電源が切られていなければなりません。全ての追加のワイ
ヤ接続が終わり、適切に設置されるまで電源を再びつながないでくだ
さい。

正しい配線については Table 23を参照してください。
Table 23: 内部センサを監視するための配線 (4–20 mA) 

J3ピン ワイヤの色 機能
1 茶色 ＋セットポイント入力
2 赤色 －セットポイント入力
3 オレンジ色 ＋フィードバック入力
4 黄色 －フィードバック入力
5 緑色 －RS485ネットワーク接続
6 青色 ＋RS485ネットワーク接続
7 紫色 ＋24ボルト直流電源
8 灰色 24V戻り（パワーグランド）
9 白 ＋5V出力（最大5ミリアンペア）
10 黒 アナログシグナル/基板グランド
*11 *ピンク アナログシグナル出力

(改良された「F」モデルのみで起動する)

12 小麦色 アナログシグナル/基板グランド
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追加の機能のための配線のバリエーション
アナログ出力を使用してER5000の内部センサを監視する、 
0–10V 配線

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

この特徴は、ER5000の「F」モデル上でのみ使用できます。

ER5000 は、コンピュータに直接配線することにより内部セン
サを監視する機能を提供します。その代わりに、内部センサ
は、ER5000とコンピュータ間の USB または RS485 接続により、
変数#6 を読むことにより監視されます。(ID_COMPENSATED_
INTERNAL_SENSOR).

黒

ピンク

- V イン
+V イン

コンピュータ

Figure 41: 内部センサを監視する(0–10V 配線) 

 警告
追加の配線かまたは変更がジャンパーの構成に実施される前に、コン
トローラの電源が切られていなければなりません。全ての追加のワイ
ヤ接続が終わり、適切に設置されるまで電源を再びつながないでくだ
さい。

正しい配線を確認するには、Table 24を参照してください。
Table 24: 内部センサを監視するための配線(0–10V) 

J3ピン ワイヤの色 機能
1 茶色 ＋セットポイント入力
2 赤色 －セットポイント入力
3 オレンジ色 ＋フィードバック入力
4 黄色 －フィードバック入力
5 緑色 －RS485ネットワーク接続
6 青色 ＋RS485ネットワーク接続
7 紫色 ＋24ボルト直流電源
8 灰色 24V戻り（パワーグランド）
9 白 ＋5V出力（最大5ミリアンペア）
10 黒 アナログシグナル/基板グランド
*11 *ピンク アナログシグナル出力

(改良された「F」モデルのみで起動する)

12 小麦色 アナログシグナル/基板グランド
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追加の機能のための配線のバリエーション
デジタル出力 

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

この特徴は、ER5000の「F」モデル上でのみ使用できます。
ER5000 は装置の残りの部分にデジタル出力を提供します。正しい
配線については、 Table 25 を参照してください。
Table 25: デジタル出力のための配線 

J3ピン ワイヤの色 機能
1 茶色 ＋セットポイント入力
2 赤色 －セットポイント入力
3 オレンジ色 ＋フィードバック入力
4 黄色 －フィードバック入力
5 緑色 －RS485ネットワーク接続
6 青色 ＋RS485ネットワーク接続
7 紫色 ＋24ボルトの直流電源
8 灰色 24V戻り（パワーグランド）
9 白 ＋5V出力（最大5ミリアンペア）
10 黒 アナログシグナル/基板グランド
*11 *ピンク アナログシグナル出力

(改良された「F」モデルのみで起動する)

12 小麦色 アナログシグナル/基板グランド

J4 ピン ワイヤの色 機能
1 茶色/白 +補助入力 #1
2 赤/黒 -補助入力 #1
3 オレンジ/黒 ＋補助入力♯2
4 黄色/黒 －補助入力♯2
5 緑/白 一時停止制御
6 黒/ 白 デジタル出力/基板グランド
7 青色/白 デジタル出力♯1

8 灰色/黒 デジタル出力♯2

(次のページへ続く)

 警告
追加の配線かまたは変更がジャンパーの構成に実施される前に、コン
トローラの電源が切られていなければなりません。すべての追加のワ
イヤ接続が終わり、適切に設置されるまで電源を再びつながないでく
ださい。

黒/白
ロード 2

ロード 1

灰色/黒

青/白

電源装置

12V 直流
120V 交流

ソリッドステ
ートのリレー

機械的リレー

紫色

Figure 42: ER5000 デジタル出力 
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デジタル出力 (cont.)

出力はコンピュータプログラムを使用してか、またはプロファイル
の一部としてトグルされることができます。また、 オーディオまた
は警報表示をオンにする、またはベルトコンベアを開始するなど、
装置の別の部分で「プロセスを引き起こす」ために使用できます。

Figure 42 に示されています:

• 出力#1 は外部の電源を使用して、ロード1を制御する12V	直流
のソリッドステートのリレーを切り替えます。 

• 出力#2 は、ER5000の電源を使用して、ロード2を制御する  
24V	直流のリレーを切り替えます。 

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

デジタル出力#1	およびデジタル出力#2	はオープンコレクタ	回線
です。詳細については、用語集	セクションを参照してください。
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追加機能のための配線のバリエーション
一時停止モード

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

この特徴は、ER5000の「F」モデルでのみ使用できます。

一時停止モードは、ER5000の「F」モデルの新しい機能です。一時
停止モードが起動されると、入口および排出口のバルブが完全に閉
じられたままとなり、PID アルゴリズムは一時停止されます。これに
より、完全に安定した状態となり、一時停止モードが解除されるま
で、装置のノイズに対する望まれない応答もなくなります。この機
能は、全体の安定性が必要とされる、センサを調整するまたは漏洩
を検知するなどのアプリケーションには有益です。

緑/白

黒/白

開始/停止ス
イッチ

Figure 43: 一時停止モード 

 警告
追加の配線かまたは変更がジャンパーの構成に実施される前に、コン
トローラの電源が切られていなければなりません。全ての追加のワイ
ヤ接続が終わり、適切に設置されるまで電源を再びつながないでくだ
さい。

正しい配線については、 Table 26 を参照してください。
Table 26: 一時停止モードのための配線 

J3ピン ワイヤの色 機能
1 茶色 ＋セットポイント入力
2 赤色 －セットポイント入力
3 オレンジ色 ＋フィードバック入力
4 黄色 －フィードバック入力
5 緑色 －RS485ネットワーク接続
6 青色 ＋RS485ネットワーク接続
7 紫色 ＋24ボルト直流電源
8 灰色 24V戻り（パワーグランド）
9 白 ＋5V出力（最大5ミリアンペア）
10 黒 アナログシグナル/基板グランド
*11 *ピンク アナログシグナル出力

(改良された「F」モデルのみで起動する)

12 小麦色 アナログシグナル/基板グランド

J4 ピン ワイヤの色 機能
1 茶色/白 ＋補助入力♯1
2 赤/kuro ＋補助入力♯1
3 オレンジ/黒 ＋補助入力♯2
4 黄色/黒 －補助入力♯2
5 緑/白 一時停止制御
6 黒/ 白 デジタル出力/基板グランド
7 青色/白 デジタル出力♯1
8 灰色/黒 デジタル出力♯2
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様々な設置

危険場所用モデルを設置する (ER5050)

 警告
アプリケーションに適用する現地および口の電気
規則を使用して、危険場所用の定格を持つ電線管
を設置してください。
電線管は、ER5050に接続するのに、18"の電線管の
入射点により固く閉じられなければなりません。
電源を通す前に、すべてが適切に組み立てられてい
るか確認してください。 
爆発的な空気が存在する場合は、カバーを開かな
いで下さい。 
デバイスに接続するケーブルおよび電線管は認証
された耐炎性のタイプでなければならず、使用条件
に適し、正しく設置される必要があります。
使用されない電線管の入口は、適切な封止加工の
要素により閉じられなければなりません。

Click this link 全ての危険場所に関する認定および
仕様を閲覧する。

 

ER5050 供給圧力 110 
ゲージ圧 / 7.5 バール

アダプター

危険場所用に定格さ
れた外部トランスデュ
ーサー

危険場所使用に定格
されたジャンクション
ボックス

危険場所用電線
管ケーブルおよ
びハブ

典型的な電線管のハブ:
金属のバックプレートではなく
接地止めナットと共に「容器を
貫通する」穴を使用した設置。

電線管
O-リング

止めねじ止めねじ
グランドワイヤグランドワイヤ

「安全増防爆」接地止「安全増防爆」接地止
めナットめナット

危険場所用ハブ
またはケーブル
グランド

危険場所から離れた
部屋に置かれたコン
ピュータ 

RS485 接続

入口圧力 プロセスのための出口圧力 

レギュレータFigure 44: ER5050 アプリケーションのための典型的な危険場所
アダプター付きコントローラが空気で動作するレギュレータに搭載されま
す。外部トランスデューサーからのフィードバック危険場所仕様に適合するジ
ャンクボックスを通して働くすべてのワイヤセットポイントは		、コンピュータ
からダウンロードされます。
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ERTune™	プログラム

スクリーンをナビゲートする: タブ、
パネル、ウィンドウおよびフィールド

ERTune™ プログラム: 基本的機能 116

コンピュータ上で ERTune™ プログラムファイルを探す 

117

ERTune™ プログラムをインスト―ルする  .  .  .  . 118

ERTune™ プログラムユーザーインターフェース  . 126

ERTune™ ユーザインターフェースをナビゲートする 
.   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   . 127
メニューバー 127

ファイルメニュー 127

設定を保存する 127
設定を変更する 127
終了 127

ノードメニュー 127

ノードを選択する 127
ノードを探す 128

ヘルプメニュー 128

パワーユーザー 128
ユーザーマニュアル 128
バージョン情報 128

タブエリア    .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   . 129

プロットスクリーン    .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   . 130
マウスを使ってプロットスクリーンに表示される範囲のサイ
ズを変更する 132

プロットスクリーンのメニューバー 134

プロットスクリーンメニュー	—主要な軸メニュー 134

時間 134
垂直軸の最小値 134
垂直軸の最大値 134
垂直軸の大きさを変更する 134

プロットスクリーンメニュー — 二次的軸メニュー 134

垂直軸の最小値 135
垂直軸の最大値 135
垂直軸のサイズを変更する 135

プロットスクリーンのボタン	— プロットを開始する/プロ
ットを停止するボタン 135

プロットスクリーンのボタン — 印刷ボタン 135

プロットスクリーン変数コントロール .  .  .  .  .  . 137

フッターの領域   .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 142

調整タブ: ER5000を調整するための制御および機能 
.   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   . 143

ER5000を調整する 144

ご使用の前に 144

セットポイントパネル 145

セットポイントソースを選択する 145

アナログ入力セットポイントソース 145
ERTune プログラム 145
Profile 145
外部デバイスセットポイントソース 145
セットポイントソースのトグルモード 145
ランプモードセットポイントソース 146
プロファイルセットポイントソース 147

PID 制御パネル 148

比例制御コントローラ 149
比例調整のための助言 149

微分制御コントローラ 150
微分調整のための助言 150

積分制御コントローラ 150
積分調整のための助言 150

積分制限制御コントローラ 151
最大値 151
最小値 151
不感帯 151

一般的な段階的調整の例   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   . 152
初期設定 152

カスケード調整   .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 159
カスケード調整への助言 159

プロファイルタブ: 多重ステップのコマンドシーケンスを
作成する   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   . 160
プロファイルタブのパネルおよびウィンドウ 161

プロファイルパネル 162

プロファイルウィンドウ 162

印刷 162

アップロード 162

ダウンロード 162

開く 162

保存する 162

プロファイルビルダパネル 163

セグメントタイプのウィンドウ 163

セグメント編集ウィンドウ 163

挿入する 163
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修正する 163
削除する 163

プロファイルビルダのコマンド 165

ステップ（段階的） 165
ランプ 165
ドエル 165
ループ 165
デルタ 166
変数の変更 166

ER5000の「F」モデルでは追加のコマンドが使用できま
す 167

ソーク 167
イフ（条件式） 167
移動 168
デジタル出力 (ER 出力はポート3 および 4) 169
デジタル入力(ER 入力はポート3） 169

データタブ   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   . 170
収集パネル 172

出力パネル 173

出力ファイル 173

ブラウズボタン 173

デリミタ（区切り文字） 173

データ収集コメントブロック 173

プロットファイルボタン 173

データ収集ボタンを開始する 173

データの収集と再吟味 174

トリガーパネル 176

設定タブ   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   . 178
機械的レギュレータのパネル 179

ER 設定パネル 179

ER モデル # 179

制御モード 179

ER ノード 180

校正 180

管理限界パネル 181

ダイアルフラム保護パネル 183

診断ツールタブ  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 184
システムチェックパネル 184

ER ソレノイド漏洩テストパネル 184

レギュレータ漏洩チェックパネル 186

調整のための助言のパネル 186

ERTune™ プログラム: パワーユーザー 187

パワーユーザータブ  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 188
追加のER 設定パネル 189

外部フィードバックソース 189

電源投入時のセットポイント 189

読む/書くパネル 190

ソレノイド設定パネル 191

パルス幅の最小値 191

通常動作/リバース 191

アルゴリズムの更新速度のパネル 192

パルスモードパネル 193

時間 193

パルス幅 193

不感帯 194

パワーユーザータブ: パスワードパネル 195
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プログラムを使用する: タスク、特徴
および機能

ERTune™ プログラム: 基本的機能 116

コンピュータ上で ERTune™ プログラムファイルを探す 
.   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   . 117

ERTune™ プログラムをインスト―ルする  .  .  .  . 118

ERTune™ プログラムをインスト―スする 118

ER5000 デバイスドライバ 119

ER5000 デバイスドライバを手動でインストールする	 119

ERTune™ プログラムを開く 119

ER5000と一緒に機能するために、ERTune™ プログラムをセ
ットアップする 120

レギュレータダイアフラム保護を起動させる 124

ERTune™ プログラムが開かない場合、 125

レギュレータが接続されていない状態で、ERTune™プログラ
ムを開く 125

ERTune™ プログラムをアンインストールする 125

ERTune™ プログラムユーザーインターフェース  . 126

ERTune™ ユーザインターフェースをナビゲートする 
.   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   . 127

ノードアドレスに基づき、コントローラの間で切り換える	
 127

動作中のノードのリストから、コントローラを選択します	
 128

パワーユーザータブを表示する 128

タブエリア    .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   . 129

パワーユーザータブを表示する 129

プロットスクリーン    .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   . 130

垂直軸の表示範囲をトグルする 132

垂直軸の表示をズームする 132

垂直軸の表示をデフォルト設定に戻す 132

垂直軸および水平軸の表示をズームする  133

両方の軸をデフォルトの表示設定に戻す 133

主要な軸のメニューを使用して水平軸を変更する 136

主要軸のメニューを使用して主要な（左の）垂直軸を変更す
る 136

主要な軸のメニューを使用して、主要な（左の）垂直軸を初
期値にリセットする 136

プロットスクリーン変数コントロール .  .  .  .  .  . 137

追加の変数を追跡する 138

プロットスクリーン表示に変数を追加するT  138

追加された変数のために範囲を設定または変更する 138

プロットスクリーンに両方の追加の変数が加えられたときの
表示を最適化する 139

どの変数を追跡するかを変更する 140

プロットスクリーンの表示から変数を取り除く 140

変数の追跡を停止する 140

二次的軸のメニューを使用して、二次的軸を変更する 140

二次的軸のメニューを使用し、二次的軸を初期値にリセット
する 140

ERTune™ プログラムによって追跡されるフィードバック値の
範囲を変更する 141

主要な（左の）軸の表示を新しい範囲に変更する 141

フッターの領域   .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 142

調整タブ: ER5000を調整するための制御および機能 143

セットポイントソースを選択する 145

2つのセットポイント値を設定する 145

調整の間に、セットポイント値を変更する 146

調整タブを使用してセットポイントトグルする 146

スペースバーを使用してセットポイントトグルします 146

ランプ変化の目標値を設定する 146

ランプ変更の速度を設定します 146

ランプ変化を開始させる 146

プロファイルを使用してER5000を調整する 147

プロファイルを休ませる 147

プロファイルの稼働を再開させる 147

ER5000 をデフォルトのPID 設定にリセットする 149

一般的な段階的調整の例   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   . 152

プロットスクリーンを起動させる 152

セットポイントをトグルする 152

比例項を設定する 153

微分項を加える 154

積分項を加える 156
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積分制限を使用して、積分項の影響を制限します 156

積分の不感帯を加える 158

カスケード調整   .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 159

プロファイルタブ: 多重ステップのコマンドシーケンスを
作成する   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   . 160

プロファイルにコマンドライン(セグメント) を加える 164

プロファイルのセグメントを修正する 164

プロファイルからセグメントを削除する 164

プロファイルにコメント加える 164

ER5000を制御するのにプロファイルを使用する 164

データタブ   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   . 170

プロットスクリーン変数コントロールを使用して変数を加え
る 171

追加される変数の範囲を設定または変更する 171

パワーユーザータブを使用して、変数を加えます 171

データ収集を手動で制御する 172

データ収集を開始する 174

データ収集を終了する 174

収集したデータファイルを閲覧する 175

引き起こされたイベントに基づきデータを収集する 176

引き起こされたイベントに基づきデータ収集を起動させる	
 176

引き起こされたイベントに基づき、データ収集を終了させる	
 177

引き起こされたイベントをデータ収集から取り除く 177

設定タブ   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   .   . 178

レギュレータのシリーズを変更する 179

レギュレータの型番またはシリアルナンバーを変更する 179

ER5000のコントロールモードを変更する 179

ER5000のノードアドレスを変更する 180

ER5000	を監視するために管理限界を追加する	 182

すべての管理限界を取り除く	 182

全ての管理限界を取り除く 182

管理限界の条件を変更する 182

ダイアルフラム保護パネル 183

レギュレータダイアフラム保護を起動させる 183

レギュレータダイアフラム保護を解除する 183

診断ツールタブ  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 184

ソレノイドバルブ漏洩テストを実施する 184

ERTune™ プログラム: パワーユーザー 187

パワーユーザータブ  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 188

パワーユーザータブを表示する 188

外部フィードバックを切り替える 189

電源投入時のセットポイントのゼロ設定を可能にする	
 189

内部変数の値をチェックする 190

内部変数の値を修正する 190

データ収集に変数を追加する 190

データ収集から変数を取り除く 190

アルゴリズムの更新速度を変更する 192

パルスモードを使用可能にする 193

パルスモードを使用不可能にする 193

パルス幅の設定を変更する 194

パスワードを忘れた場合 195

パスワード保護を使用可能にする 195

パスワード保護を使用不可能にする 195

現在のパスワードを変更するT 195
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コンピュータ上で ERTune™ プログラムファイルを探す
ERTune™ プログラムは、	インストールの間に、C: ドライブに２つ
のフォルダを作成します。
Windows 7を走らせているコンピュータ上で、 プログラム実行ファ
イル、デバイスドライバ、サポートファイルおよび参考資料を含むプ
ログラムファイルは、以下に置かれています:

C: -> プログラムファイル (x86) -> Emerson -> ERTune.

Windowsの前のバージョンを走らせているコンピュータでは、これ
は次の場所に置かれます:

C: -> プログラムファイル -> Emerson -> ERTune.

プログラムが生成したデータファイルには、別のフォルダが作成さ
れます。Windows 7を走らせているコンピュータでは、これは次に
置かれています:

C: -> プログラムデータ -> Emerson -> ERTune.

Windowsの前のバージョンを走らせているコンピュータでは、これ
は次の場所に置かれます:

C: -> ドキュメントおよび設定 -> すべてのユーザー -> アプリケーション
データ -> Emerson -> ERTune.

このフォルダは、設定ファイル、プロファイルおよびデータ収集ファ
イルのデフォルトの場所です。ウィンドウズナビゲータのウィンドウ
がこのフォルダのデフォルトとなります。お望みであれば、アプリケ
ーションが生成したデータファイルを別の場所に保存することが
できます。
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ERTune™ プログラムをインスト―ルする。
ERTune™ プログラムは、ご使用のアプリケーションの特定の要件
を満たすために、ER5000 の性能をカスタマイズする直感的なイン
ターフェースを提供します。プログラムの制御および機能を使用し
て、以下のことを実現できます:

• ER5000の応答を最適化するために、PIDパラメータを手動で調
整します。

• プロファイルを作成およびダウンロードすることで、複数のセグ
メントからなるコマンドシーケンスにより、ER5000を導きます。

• 調整セッションおよび通常の装置の動作の間に取集されたデ
ータを、追跡、保存および再吟味します。

• 基本的な動作パラメータを設定し、ER5000をセットアップし、
装置の管理限界を監視しおよび応答します。

• 基本的なトラブルシューティングを実行する

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

ERTune™ プログラムは英語、ドイツ語および中国語のバージョン
があります。インストールが開始すると、コンピュータにデフォルトで設定さ
れた言語に、インストーラーがチェックを入れます。ドイツ語または中国語
が検知されると、対応する翻訳バージョンがインストールされます。その他
の場合は、英語バージョンがインストールされますｓ。

ERTune™ プログラムをインスト―スする
1. 「ER5000 ソフトウェアおよびマニュアルリンクをダウンロード

する」のリンクの下の、TESCOM.comにあるER5000 ソフトウェア
およびマニュアルフィルをダウンロードしてください。ファイルを
ダウンロードし、 zip ファイルを選び出し、 .exe fileをクリックする
と、 ER5000 ユーザーサポートソフトウェアおよびマニュアルメ
ニューが開きます。

2. ER5000 ユーザサポートウェアおよびマニュアルのメニューによ
り、プログラムおよび参考資料にアクセスできます。 ERTuneをイ
ンストールする のボタンをクリックしてください。

3. ERTune ステップウィザードのステップに従ってください。インス
トールが完了したら閉じるをクリックしてください。 
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ER5000 デバイスドライバ
コントローラと	コンピュータ間の直接的なUSB接続を可能にするた
めに、ER5000DRデバイスドライバが、コンピュータにインストール
される必要があります。

ER5000 デバイスドライバを手動でインストールする 

オペレーティングシステムの設定によっては、デバイスドライバを手
動でインストールすることを要求されます。ER5000DR ドライバが
自動的にインストールされない場合、トラブルシューティングセクシ
ョンを参照してください。

ERTune™ プログラムを開く

ER5000 コントローラに電源が投入されて、およびコンピュータ
に接続されると、ERTune™ プログラムが開きます。

プログラムが開かないで、その代わりに Comm Error ウィンドウが開く場合 
ERTune™ プログラムが開かない場合、を参照してください。

1. スタートメニューからERTune のアイコンをクリックします。 

または
スタート -> すべてのプログラム -> ERTune -> ERTuneを選択
します。メニューの項目をクリックし、プログラムを開きます。

2. ERTune™ へようこそ、の画面が開きます。
(次のページへ続く)
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このとき、ER5000 がコンピュータに初めて接続された場合、コント
ローラとアプリケーション用に、ERTune™ プログラムをセットアッ
プするためのステップを行う必要があります。プログラムは、新しい
シリアルナンバーを持つER5000 と通信するたびに、セットアップシ
ーケンスを走らせます。

ER5000と一緒に機能するために、ERTune™ プログラムをセットアップ
する

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

次の情報が手元にあるかご確認ください:

• コントローラのサイドのラベル上に記載されている、ER5000
の型番

• TESCOM™ レギュレータをお使いの場合、ご使用のレギュレー
タのシリーズ番号、型番およびシリアルナンバー

• 外部フィードバック変換器の範囲

1. 次へ > のボタンをクリックします。ノードおよびモデルのウィン
ドウが開きます。

2. ノードアドレスは、デフォルトの250に設定されます。同一のネッ
トワーク上のデイジーチェーンに、複数のコントローラをご使
用の場合、このステップの間に、各コントローラに個別のノード
アドレスを割り当てる必要があります。単一のコントローラを
ご使用の場合、デフォルト値を変更する必要はありません。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

ノードアドレスの最大値は、デフォルトの250です。異なる
ノードアドレスを割り当てる場合、250より小さい数字をお使いくだ
さい。250 より大きい数字は、最初の2桁に切り捨てられます。

(次のページへ続く)
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3. ER Model のドロップダウンリストで、お使いのコントローラの
型番に一致するER の型番を選択してください。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

ER5000 のすべてのモデルには、「-1」の拡張部が付いて
います。この拡張部は、リストに表示される型番からは切り捨てら
れます。

4. 次へ > のボタンをクリックします。制御モードのウィンドウが開
きます。

5. セットアップウィザードがコントローラの最新のコントロールモ
ードを読み、および表示します。外部フィードバックは、 新し
いコントローラのデフォルトです。他のオプションは、内部フィ
ードバックおよび カスケードです。 

6. ご使用のアプリケーションに適切なコントロールモードを選
択し、 および 次へ > のボタンのクリックしてください。センサ
ーの範囲のウィンドウが開きます。

このウィンドウのフィールドは、ERTune™ プログラムのプロッ
トスクリーンのためのデフォルトの範囲および計測単位を設
定します。デフォルトはパーセンテージです; これをゲージ圧ま
たはバールまたは他の計測単位に変更できます。 

 注意
パーセンテージから計測単位を変更する場合、最小値 および 最大
値が、フィードバックソースの仕様を正確に表示するようにしてく
ださい。
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7. このウィンドウで設定されるフィールドで目にするラベルは、
ステップ6で選択したコントロールモードによって決まります。

• 外部フィードバック コントロールモードを選択すると、フ
ィードバックトランスデューサーのラベルが、範囲内
に表示されます。アプリケーションに使用する外部トラン
スデューサーの仕様に、リストアップされている範囲を入
力します。

• 内部フィードバック コントロールモードを選択すると、範
囲内には 内部フィードバックのラベルが表示されま
す。ER5000の内部センサに0-100 ゲージ圧/ 0-6.9バー
ルの範囲を入力します。

• カスケード コントロールモードを選択すると、範囲内に
は、フィードバックトランスデューサーのラベルが表
示されます。アプリケーションに使用する外部トランス
デューサーの仕様に、リストアップされている範囲を入力
します。 

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

一般に、カスケードコントロールモードでは内部フ
ィードバックはデフォルトのままにしておくべきです。したがっ
て、外部フィードバックの範囲のみ、このウィンドウに表示さ
れます。 

8. 次へ > のボタンをクリックします。機械的レギュレータの情報ウィ
ンドウが開きます。 

9. ご使用のレギュレータに情報を入力する

• TESCOM™ レギュレータをお使いの場合、ドロップダウンリ
ストで機械的レギュレータシリーズのシリーズ番号を見
つけてください。  	レギュレータからの型番、およびシリアル
ナンバーもまた入力してください。 

• 他の製造業者のレギュレータをお使いの場合、他社製を選
択してください。さらに、レギュレータの型番 および シリア
ルナンバーを入力してください。 

• ER5000 がレギュレータに接続されていない場合	無しを
選択してください。 

(次のページへ続く)



 

ER5000 — 

123戻るwww.emerson.com/tescom

ERTune™	プログラム
10. 次へ > のボタンをクリックします。PID ダウンロードウィンドウ
が開きます。

ER5000 ソフトウェアはTESCOM™ の大半のレギュレータに特
に調整されたPIDを含みます。他社製 または なしが 選択され
ている場合に使用されるデフォルトのPIDも同様に含みます。 

11. レギュレータのために合わせられたPID設定をダウンロードす
る場合は、はい のボタンをクリックします。または、工場出荷時
の設定を使用する場合は、いいえ のボタンをクリックします。 

12. ERTune™ プログラムが開きます。

ステップ9で選択したレギュレータがダイアフラムレギュ
レータの場合、レギュレータダイアフラム保護のウィンドウが開きま
す。ER5000 のために、ダイアフラム保護を設定できます。 

ガス抜きされないレギュレータは、過剰な装置の圧力を放出
する排出口を特徴としていません。ダウンストリームの流量が
遮断されるクローズドループのアプリケーションでは特別な
問題が発生します。

レギュレータダイアフラム保護は、連続した流量を持たなな
い装置のガス抜きのできないレギュレータを使用するアプリ
ケーションのために設計されています。レギュレータが、金属
のダイアフラムで感知できるレギュレータであるアプリケーシ
ョンにおいて最も有益となります。この機能に関する詳細は、
クローズドループ適用におけるガス抜きされないレギュレー
タに関する注記を参照してください。 

(次のページへ続く)
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ご使用のアプリケーションが、これらの条件の1つまたは両方に 適
合する場合、この機能を使用することを考える必要があります:

• お使いになるレギュレータは、ガス抜きできず、および金属のダ
イアフラムで感知するものです。

• お使いになるレギュレータは、ガス抜きできず、および連続した
流量を持たないアプリケーションとなります。

レギュレータダイアフラム保護を起動させる
1. ラジオボタンを使用可能にする をクリックする
2. 圧力損失 (%) 入力フィールドに値を入力する

圧力損失(%) 入力フィールのに入力する値が、セットポイント
と、ER5000が応答するレギュレータのドーム圧力との間の最
大の差異を設定します。ステップ7で設定するセンサの範囲の
パーセンテージとして表示されます。 
圧力損失が、このフィールドに入力された値を超過すると、 
ER5000 はエラーに応答することを停止します。これにより、ク
ローズドループ適用におけるガス抜きされないレギュレータ
に関する注記に説明される高い差圧の状況および応答の遅
延を防ぎます。 

3. 終了のボタンをクリックします。ERTune™ プログラムが開きま
す。

 注意
この条件の1つまたは両方に適合しないアプリケーションには、レギュレ
ータダイアフラム保護は推奨されません。
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ERTune™ プログラムが開かない場合、

1. Comm Error ウィンドウが開きます。

2. ポートを探す ボタンをクリックします。ERTune™ プログラム
が使用中のすべてのCOM ポートをスキャンします。

3. プログラムが開かない場合、ER5000 に電源投入して接続す
る、をチェックしてください。後に続くステップについては、トラ
ブルシューティング セクションを参照してください。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

通常の操作の中で、ERTune™ プログラムが開くと、 Comm Error 
ウィンドウが一時的に現れることがあります。トラブルシューティングの動
作に取り掛かる前に、10-20 秒かかります。

レギュレータが接続されていない状態で、ERTune™プログラムを開く
1. スタート-> 全てのプログラム -> ERTune -> ERTune シミュレ

ーターを選択します。. 
2. メニューの項目をクリックします。シミュレーションモード
で、ERTune™ プログラムが開きます。 

 

Figure 45: プロットスクリーンの上のシミュレーションの警告

ERTune™ プログラムがシミュレーションモードで動作し
ている場合、プロットスクリーンのメニューバーの右側に「!!!シミュ
レーション!!!」の警告が表示されます。シミュレーションモードの間
に行う設定の変更は、コントローラに影響を及ぼしません。

シミュレーションモードでは、ERTune™ プログラムのすべての
スクリーンおよび制御と相互に作用することができます。プロ
ファイルを構築および保存し、後に使用するためにコンピュー
タに保存することができます。診断ツールタブから参照ファイ
ルにアクセスすることもできます; しかし、ソレノイドの漏洩テ
ストは実用的ではありません。

ERTune™ プログラムをアンインストールする
1. スタート -> すべてのプログラム -> ERTune -> ERTuneをアン

インストールするを選択します。
2. アンインストールのウィザードのステップに従います。
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ERTune™ プログラムユーザーインターフェース 

フッターの領域

タブエリ
ア

メニューバー

プロットスクリーン
変数コントロール

プロットス
クリーン

インタフェースの領域の特徴および機能については、ヘディングをクリックしてください。
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ERTune™ ユーザインターフェースをナビゲートする
メニューバー
メニューバーは左側に3つのメニュー項目を表示します。 

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

ER5000 がフィードバックシグナルを検出しない場合、メニューバ
ーの右側に警告が表示されます。

ファイルメニュー

ファイルメニューには3つのコマンドがあります。
設定を保存する
このコマンドは、最新の調整の設定をテキストファイルに保存しま
す。このファイルは、コンピュータまたはネットワークの好きな場所
に保存できますが、ファイルには .tun の拡張子がつきます。 
設定を変更する
このコマンドは、保存された設定の (.tun) ファイルをERTune™ プ
ログラムに読み込み、およびER5000に調整の設定をダウンロード
します。
終了
このコマンドはプログラムを終了させます。

ノードメニュー
 

ノードメニューには2つのコマンドがあります。
ノードを選択する
このコマンドは、ノードを選択するウィンドウを開き、同一のネット
ワーク内に多くのコントローラを持つ場合に、ER5000の中からノー
ドを選択します。

ノードアドレスに基づき、コントローラの間で切り換える
1. ノード -> ノードを選択する、を選択します。ノードを選択
するウィンドウが開きます。

2. アクセスしたいコントローラのノードアドレスを入力します。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

USB を介して接続される個々のコントローラは、250のノー
ドアドレスのいずれかがデフォルトで与えられます。RS485 ネットワ
ーク内に複数のコントローラを持ち、および各コントローラのノード
アドレスがわからない場合、次のページのノードを探すコマンドを参
照してください。

3. 選択するをクリックします。ERTune™ プログラムがノードアド
レスのコントローラと通信を開始し、コントローラの設定情報
を表示します。
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ノードを探す
このコマンドは、ノードを探すウィンドウを開きます。ERTune™ プ
ログラムは、すべての250 のノードアドレスを検索し、動作中のノー
ドのリストを作成します。

動作中のノードのリストから、コントローラを選択します。
1. ノード -> ノードを探す、を選択します。ノードを探すウィ
ンドウが開きます。

 

Figure 46: RS485ネ
ットワーク内の1台
のコントローラおよ
び複数のコントロー
ラのための、ノード
を探す ウィンドウ 

2. ERTune™ プログラムは、すべてのノードアドレスを検索し、動
作中のノードアドレスのリストを選出します。

3. 作成されたリストのノードアドレスをダブルクリックして選択し
ます。ERTune™プログラムは、そのノードアドレスにあるコント
ローラと通信を始め、その設定情報を表示します。

ヘルプメニュー

ヘルプメニューには3つのコマンドがあります。

パワーユーザー
このコマンドは、パワーユーザータブの表示のオンおよびオフの間
でトグルします。パワーユーザータブは、高度の設定オプションへの
アクセスができるようになります。ER5000 の大半のアプリケーショ
ンは、このタブへのアクセスを要求しません。

パワーユーザータブを表示する
1. ヘルプ -> パワーユーザーを選択します。診断ツールタブの右
側にパワーユーザータブが現れます。

2. パワーユーザータブをックリックして起動させます。

ユーザーマニュアル
このコマンドは、ユーザーマニュアルのオンスクリーンバージョンを
開きます。

バージョン情報
このコマンドは、ERTune™ バージョン情報のウィンドウを開き、ソ
フトウェアのバージョン番号が表示されます。
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タブエリア
スクリーン左の5つのタブがERTune™ プログラムの制御および入力
フィールドを体系づけています。 

各タブの簡単な説明が下記に記載されています。タブの特徴お
よび機能の詳細については、タブのタイトルをクリックしてくださ
い。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

パワーユーザータブにより、高度な設定機能にアクセスできるよ
うになりますが、 大半のアプリケーションでは必要ではないので、デフォル
トでは表示されません。ヘルプメニューのコマンドからアクセスできます。

The Tuning Tab

このタブは、ER5000のセットポイントソースを選択するため、およ
びPIDパラメータを調整するための制御を表示します。

The Profile Tab

このタブは、プロファイルを作成、編集、保存および開くための制
御を表示します。プロファイルはER5000のための、多重ステップの
コマンドシーケンスです。 

データタブ
このタブは、コンピュータまたはネットワークに保存された拡張子 
.dat を持つテキストファイルを使用して、ER5000の調整または操作
中に作成されたデータを収集、エキスポートおよび取得するための
制御を表示します。

設定タブ
このタブは、ER5000のための基本的構成のオプションの設定およ
び変更の制御を表示しますが、これには、コントローラの情報、制
御モード、調整、管理限界およびダイアフラム保護を含みます。 

診断ツールタブ
このタブにより、自動化されたソレノイドバルブの漏洩テストおよび
参考資料にアクセスすることができ、装置の性能およびトラブルシ
ューティングの最適化を補助します。

パワーユーザータブ
このタブは、ER5000のための高度な構成オプションの設定および
変更の制御を表示します。それは	デフォルトでは表示されません。

パワーユーザータブを表示する
1. ヘルプを選択します -> パワーユーザー診断ツールタブの右
側にパワーユーザータブが現れます。

2. パワーユーザータブをックリックして起動させます。
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プロットスクリーン
プロットスクリーンはセットポイントの変更とER5000の応答との間
の相互作用を、少しずつ時間を追った、正確な視覚的表示を提供し
ます。PIDパラメータへの変更が、リアルタイムで展開することを監
視すると、調整がより直感的なプロセスとなります。
プロットスクリーンの主要な(左の) 垂直軸は、Setup Processのステ
ップ７で設定したフィードバックの範囲を、デフォルトで表示します。 

プロットスクリーン変数コントロールを使用して追加の変数を表示
する場合、これらの値を追跡するために、二次的（右の）垂直軸が、
プロットスクリーンの右側に現れます。
水平軸は、デフォルトで10秒のサイクル時間を表示します。 

プロットスクリーンのメニューバーのコマンドを使用してか また
は、	マウスを使用してプロットスクリーンと直接的に相互作用を行う
ことにより、プロットスクリーンに表示されるサイクル時間および値の

範囲を変更できます。
ERTune™ プログラムが追跡する値の実際の
範囲を変更するには、プロットスクリーン変
数コントロールのフィードバック(44)変数の
範囲を変更します。ページ 141を参照して
ください。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

プロットスクリーンには2つの別個の
エリアがあります: 水平軸と垂直軸の間のスペ
ースである 動作領域および、範囲と計測単位
を表示するスペースである余白です。余白領域
は、Figure 47 および Figure 49では、グレーアウ
トされています。実際のプログラムではグレーア
ウトされていません。 

Figure 47: プロットスクリーン
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Figure 48: 動作中のプロットスクリーンの表示

Figure 48 は、ER5000 がセッ
トポイントの段階的変化に応
答するときに、動作中のプロ
ットスクリーンが表示するすべ
ての要素を表示しています(赤
い線)。
応答は フィードバック(青い線)
によって追跡されます。 

主要な(左の) 垂直軸および水
平軸は、プロットスクリーンメ
ニュー	—主要な軸メニュー内
のコマンドを使用してカスタマ
イズできます。 

このアプリケーションで
は、ER5000の内部センサは
Added Variable として直接的
に追跡され(緑の線)、プロット
スクリーン変数コントロールを
使用してプロットスクリーンに
加えられます。 

The Secondary Axis は、内部セ
ンサの範囲を表示します。緑の
線はこの範囲を追跡します。
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マウスを使ってプロットスクリーンに表示される範囲のサイ
ズを変更する

マウスを使ってプロットスクリーンの表示への変更が行われます
が、一方、プロットスクリーンのメニューにあるコマンドでは、プロットスクリ
ーンの表示のみを変更します。ERTune™ プログラムは、プロットスクリーン
が表示していなくても、セットポイントおよびフィードバックの値の全範囲を
追跡し続けます。

ERTune™ プログラムが追跡するフィードバック値の実際の範囲を変更する
には、ERTune™ プログラムによって追跡されるフィードバック値の範囲を変
更するのためのタスクを参照してください。

垂直軸の表示範囲をトグルする
1. プロットスクリーン内のいずれかの場所をダブルクリックしま
す。これは、0% から 100% の表示および-20% から 120%	の表
示の間をトグルします。 

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

ご使用のアプリケーションが、表示範囲をフルに活用する
場合、-20% から 120% の表示が、0% および 100% 付近のレベルでの
セットポイントおよび応答を視覚的に追跡しやすくなります。

垂直軸の表示をズームする
1. 新しく最大値として設定したいレベルで、プロットスクリーン内
を一度クリックします。次に、新たに最小値として設定したいレ
ベルで、もう一度クリックします。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

ズームのレベルを漸進的に増やすために、このプロセスを
繰り返すことができます。

垂直軸の表示をデフォルト設定に戻す
1. プロットスクリーン内のいずれかの場所をダブルクリックしま
す。 

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

何度もズームしたとしても、デフォルトの表示に戻ります。
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垂直軸および水平軸の表示をズームする 

1. プロット	スクリーンの動作領域内に長方形のマーキーをドラ
ッグして表示させます。 

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

マーキーの選択は、プロットスクリーンの動作領域内で開
始および終了するようにします。

2. プロットスクリーンは、マーキーで囲まれたエリアの表示をズ
ームします。 

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

ズームレベルを漸進的に増やすために、このプロセスを繰
り返すことができます。

Figure 49: プロットスクリーン内でのマーキーの選択

両方の軸をデフォルトの表示設定に戻す
1. プロットスクリーン内のいずれかの場所をダブルクリック
します。 

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

マーキーを使用して何度もズームを行った場合、ダブルク
リックする度に、1レベル縮小表示されます。デフォルトの設定に戻
るまで、ダブルクリックを続けます。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

さらに、3ボタンマウスのスクロールホイールを使用して、
両方の軸をズームインおよびズームアウトすることができます。 

マーキーの選択を使用して、大きさを変更する前に、プロ
ットスクリーンは停止されなければなりません。

時間(秒)
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プロットスクリーンのメニューバー
プロットスクリーンのメニューは、2つのメニューおよび2つのボタン
を表示します。

プロットスクリーンメニュー —主要な軸メニュー
このメニューのコマンドは、表示されている主要な（左の）垂直軸
および水平軸を制御します。

時間
このコマンドにより、プロットスクリーンの1サイクルの時間を設定
できます。デフォルトの値は10秒です。サイクル時間の最大値は 
1,000秒です。

垂直軸の最小値
このコマンドにより、主要軸の最小値を設定できます。デフォルト
値は0 または、最新のフィードバック範囲の最小値です。

垂直軸の最大値
このコマンドにより、主要軸の最大値を設定できます。デフォルト
は100 かまたは最新のフィードバック範囲の最小値です。

垂直軸の大きさを変更する
このコマンドは、垂直軸の最大値および/または垂直軸の最小値の
コマンドで変更された場合に、最初の最小値および最大値に主要
軸をリセットします。 

プロットスクリーンメニュー — 二次的軸メニュー
このメニューのコマンドは、表示内の二次的（右の）軸を制御しま
す。この軸は、オプションの追加の変数を追跡し、主要軸とは独立
して表示します。主要軸への変更には影響されません。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

プロットスクリーン変数コントロールを使用して、オプションの第
3の変数（緑の線）を追加したときに、二次的軸が現れます。追加された変
数のために範囲を設定または変更するのステップに従うときに、この軸の範
囲が設定されます。

二次的軸は、プロットスクリーン変数コントロールを使用して追加できるオ
プションの第四の変数（黒い線）の範囲を表示しません。この変数は、第三
の変数の範囲内で追跡されます。
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垂直軸の最小値
このコマンドにより、二次的軸の最小値を設定できます。デフォル
ト値は0かまたは、第三の変数（緑の線）に設定された範囲の最小
値です。

垂直軸の最大値
このコマンドにより二次的軸の最大値を設定できます。デフォルト
値は、0 かまたは第三の変数（緑の線）に設定された範囲の最大値
です。

垂直軸のサイズを変更する
このコマンドは、垂直軸の最大値および/または最小値のコマンド
で変更された場合に、二次的軸を最初の最小値または最大値にリ
セットします。

プロットスクリーンのボタン — プロットを開始する/プロットを停止
するボタン
このボタンは、プロットスクリーンのリアルタイム表示の開始および
停止の間でトグルします。

プロットスクリーンのボタン — 印刷ボタン
このボタンは、現在の表示のスナップショットを撮り、スナップショッ
トおよび現在の調整設定を表示するウィンドウを開きます。ウィンド
ウを印刷するか、もしくは Excel または PDF ファイルに保存すること
ができます。
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主要な軸のメニューを使用して水平軸を変更する

1. 主要な軸 -> 時間を選択します。時間を入力するウィンドウが
開きます。 

2. プロットスクリーンの1サイクルの秒数を入力します。
3. OKをクリックします。新しいサイクル時間にプロットスクリーン
がサイズ変更されます。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

水平軸のサイクル時間を変更する場合、軸を初期値のサイ
クル時間にリセットしたいなら、再び時間 のコマンドを使用しなけ
ればなりません。 

主要軸のメニューを使用して主要な（左の）垂直軸を変更する
1. 主要な軸 -> 垂直軸の最小値 を選択し、主要軸の表示のため
の最小値を変更します。 
主要な軸 -> 垂直軸の最大値 を選択し、主要な軸の表示のた
めの最大値を変更します。 

	   

2. 新しい値を入力します。
3. OKをクリックします。新しい値を使用して、表示のサイズを変
更します。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

表示する最小値および最大値に新しい値を設定したい場
合、両方のメニュー項目に関してこのステップを繰り返します。 

主要な軸のメニューを使用して、主要な（左の）垂直軸を初期値にリセ
ットする

1. 主要な軸 -> 垂直軸のサイズを変更するを選択します。
2. プロットスクリーンの主要な垂直軸が最初の表示範囲に戻り
ます。

メニューのコマンドを使用して垂直軸を変更した後、プ
ロットスクリーン内をダブルクリックすると、表示は最初の0% から 
100% の範囲および-20% から 120% の範囲の間のトグルに戻り、	コ
マンドを使用して設定した値を失います。
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Figure 50: プロットスクリーン変数コントローパネルの制御およびフィールド

 

プロットスクリーン変数コントロール
デフォルトでは、プロットスクリーンは、ご使用のアプリケーション
用のセットポイントおよびフィードバック値を表示します。この領域
の制御を使用して、最大2個までの追加の変数を追跡できます。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

これらの変数は、さらに、セッションの間に生成されたデータ収
集ファイルに加えることができます。

変数の名称
プロットスクリーン表示で追跡されるすべての変数の名称を表示します。セットポイ
ントおよびフィードバックは常に追跡できます。最高で2つまでの追加の変数を加え
られます。ドロップダウンリストからそれぞれの変数を選択します。プロットスクリ
ーン表示に加えるために、変数のプロットチェックボックスをクリックする必要があ
ります。

プロットチェックボックス
プロットスクリーン表示に
加えるために、変数の横
のボックスをクリックしま
す。これにより、変数はチ
ェックされているときに
起こるデータ収集にも加
えられます。表示とデータ
収集から変数を取り除く
には、箱からチェックを外
します。変数フィールドで
値を監視続けることがで
きます。

値のフィールド
変数の最新の値を表示し、プロットスクリーンが稼
働している間は、継続して更新されます。プロットチ
ェックボックスのチェックが外れていても値を表示
します。

追加の変数のボタン
2つまでの追加の変数を加え、その後にグレーアウトします。

レジェンド
プロットスクリーンの各変数を表す線
の色を表示します。これらの色は変更
できません。
セットポイント:	 赤線
フィードバック:	 青い線
最初に加えられた変数:	 緑の線
二番目に追加された変数:	 黒い線

範囲ボタン
これらのボタンをクリックしてウィンドウを開くと、フィードバッ
ク(44) および追加の変数の最小値、最大値および計測単位を設
定できます。この範囲は、入力ソースの実際の範囲を正確に表
示しなければなりません。次のページの重要！の注記を参照し
てください。
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追加の変数を追跡する

1. 変数を追加する ボタンをクリックします。
2. 新しいラインが 変数名の下に追加されます。 
3. 下向きの矢印 (▼)をクリックして、 ドロップダウンリストを
開きます。

4. 追跡したい入力ソースを選択します。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

変数のための値が、すぐに、変数の右の値 フィールド内に
表示され始めます。これらの値は、プロットスクリーンディスプレーに
追加されるか否かに関わらず表示されます。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

第二の追加の変数を加えた後、 変数を追加する ボタン
はグレーアウトされます。

プロットスクリーン表示に変数を追加するT 

1. ドロップダウンリストの左にあるプロット のチェックボックス
をクリックする 

2. これが最初に追加された変数の場合、プロットスクリーンの
右側に二次的軸が現れます。 

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

最初に追加された変数が、二次的軸（右側）の範囲を制御
します。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

最初に追加した変数が、緑の線として現れます。二番目に
追加された変数が、黒い線として現れます。

3. 変数は、次に画面が起動されたときに、プロットスクリーン内
に新しい線として表示されます。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

変数はデータ収集にも加えられます。

追加された変数のために範囲を設定または変更する
プロットスクリーン変数コントロールの範囲ボタンを使用して行

われる変更は、ERTune™ プログラムが追跡する値の実際の範囲を変更し
ます。プログラムの追跡する値が、装置の状態を正確に描写するためにも、
入力する値がご使用のアプリケーションにとって確実に正しいものである
かを確認してください。

1. ドロップダウンリストの右側の範囲 ボタンをクリックしてくだ
さい。変数の範囲を決定するウィンドウが開きます。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

ウィンドウには、変数 1 または変数 2のラベルが表示さ
れますが、 どの追加された変数の範囲が定義されるかによって異
なります。

2. 最小値、最大値、および/または	計測単位の値を入力します。 
3. 保存するをクリックします。
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プロットスクリーンに両方の追加の変数が加えられたときの表示を最
適化する

大半のアプリケーションでは、最初および二番目の追加の変数の範
囲は広く異なっています。たとえば、最初の追加の変数を使用して
ER5000の 0–100 ゲージ圧 / 0–6.9 バールの内部センサからのフィー
ドバックを表示することは普通に行われています。また、第二の追加
の変数を使用して、かなり大きい、0–30,000 ゲージ圧 / 0–2068	バー
ルなどの範囲を持つ外部センサからのフィードバックを表示するこ
とも普通に実施されます。

二次的軸の表示は、最初の追加の変数の範囲と計測単位で設定さ
れるため、ゲージ圧/バールに基づく表示は、不満足な結果となるこ
とがあります:

• 二次的軸が内部センサの範囲より小さく設定される場合、外部
センサからのフィードバックは表示の最大値を超えることが多
くなります。

• 二次的軸が外部センサの範囲より大きく設定される場合、内部
センサからのフィードバックは識別するのが難しくなります。

このシナリオにおける「両方のケースに最善な」アプローチは、圧
力値に基づく計測単位を使用するよりは、両方の変数の範囲を
0–100%に設定することです。この設定において、両方の変数はその
範囲の差異にもかかわらず、プロットスクリーン内に有意義な応答カ
ーブを表示します。

このアプローチの欠点は、実際の圧力値が、 ERTune™ プログラム
により生成されおよび表示されるパーセンテージ値から推定されな
ければならないということです。圧力値を追跡することがより重要で
ある場合は、両方の変数の範囲をセンサの実際の圧力の範囲に設定
してください。 各変数の値のフィールドを使用し、データ収集のデ
ータファイルを再調査することにより、リアルタイムで値を追跡す
ることができます。さらに、最初の追加の変数として選択されたセ
ンサを、プロットスクリーンのディスプレーで視覚的に追跡すること
もできます。
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どの変数を追跡するかを変更する

1. 下向きの矢印(▼) をクリックして、変更したい追加の変数のド
ロップダウンリストを開きます。

2. 異なる入力ソースを選択する

プロットスクリーンの表示が正確になるために、範囲が正
しいかをチェックしてください。

3. ドロップダウンリストの右側にある範囲 のボタンをクリックし
ます。変数の範囲を定義するウィンドウが開きます。

4. 適切な場合、最小値、最大値の新しい値および/または計測単
位を入力してください。 

プロットスクリーンの表示から変数を取り除く
1. ドロップダウンリストの左にあるプロット のチェックボックス
からチェックをはずします。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

これは、セッションの間に生成されたすべてのデータ収集
ファイルから変数を取り除きます。

変数の追跡を停止する
1. 下向きの矢印 (▼) をクリックして、取り除きたい変数のドロッ
プダウンリストを開きます。

2. 変数を取り除くを選択します。 

二次的軸のメニューを使用して、二次的軸を変更する

プロットスクリーンのメニューのコマンド使用してプロットス
クリーンに行われた変更は、プロットスクリーンの表示だけを変更しま
す。ERTune™ プログラムは、追跡される変数に入力された値の、フルの
範囲にわたって追跡を続けます。
二次的軸は、マウスとの相互作用には応答しません。

1. 二次的軸 -> 垂直軸の最小値を選択し、 二次的軸の最小値
を変更します。 
二次的軸 -> 垂直軸の最大値を選択し、 最大値を変更しま
す。 

     

2. 新しい値を入力します。
3. OKをクリックします。新しい値を使用して、表示のサイズが変
更します。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

表示する最小値および最大値に新しい値を設定したい場
合、両方のメニュー項目に関してこれらのステップを繰り返します。 

二次的軸のメニューを使用し、二次的軸を初期値にリセットする
1. 二次的軸 -> 垂直軸のサイズを変更するを選択します。
2. 二次的軸が最初の範囲に戻ります。
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ERTune™ プログラムによって追跡されるフィードバック値の範囲を変
更する

プロットスクリーン変数コントロールの範囲ボタンを使用して
行われる変更は、ERTune™ プログラムが追跡する値の実際の範囲を変
更します。プログラムの追跡する値が、装置の状態を正確に描写するた
めにも、ご使用のアプリケーションに入力する値が、確実に正しいもの
であるかを確認してください。

1. 範囲 のボタンは、フィードバック(44)用のドロップダウンリス
トの右側にあるので、クリックしてください。　フィードバックト
ランスデューサーの範囲を定義するスクリーンが	開きます。

2. 最小値、最大値の値、および/または	計測単位を入力します。 
3. 保存するをクリックします。

主要な（左の）軸の表示を新しい範囲に変更する
1. 主要な軸 -> 垂直軸のサイズを変更するを選択します。
2. 主要な軸は、新しい範囲を表示するために大きさを変更し
ます。

プロットスクリーン変数コントロールを使用して主要な
軸を変更した後に、プロットスクリーン内をダブルクリックすると、
表示は、新しい最小値および最大値の0% から 100% の表示およ
び-20% から 120% の表示の間をトグルします。
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フッターの領域
表示画面の下にあるフッター領域には、次の情報が示されています:

• ER5000の型番
• ER5000のシリアルナンバー
• ER5000のノードアドレス
• レギュレータの型番
• レギュレータのシリアルナンバー
ネットワーク内にデイジーチェーンされた複数のコントローラを持
つ場合、フッターの情報は、ERTune™ プログラムと現在通信を行っ
ているコントローラを知らせます。 
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調整タブ: ER5000を調整するための制御および機能
調整タブの制御により、ご使用のアプリケーションの最適な性能を
達成するために、ER5000 を手動で調整することができます。最初
にERTune™ プログラムを開くときに、調整タブは工場出荷時に設
定されたか、またはセットアップの間にコントローラにダウンロード
されたPID値を表示します。 

 警告
ERTune™ プログラムの大半の制御は、リアルタイムで作動し、装置の性
能に即座に影響を与えます。制御の設定を変更する前に、装置の限界に
気づいてください。アプリケーションにより、これらの変更はプロセス制御
を混乱させることがあり、個人の負傷または物的損害を招くことがありま
す。
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ER5000を調整する

ご使用の前に

始めてPIDコントローラをご使用になる場合、開始する前に、本マニ
ュアルの動作方法および用語集セクション、ならびに本マニュアル
の設置、使用および安全上の注意セクションの注意事項および警
告を必ずお読みになってください。 

 警告
ERTune™ プログラムの大半の制御は、リアルタイムで働き、装置の性能
に即座に影響を与えます。制御の設定を変更する前に、装置の限界に気
づいてください。アプリケーションにより、これらの変更はプロセス制御を
混乱させることがあり、個人の負傷または物的損害を招くことがあります。

調整は、調整過程において何らかの試み、エラーおよびオーバーシ
ュートなどの望まない影響を必然的に伴い、装置の限界に重い負担
をかけることがあります。

ER5000 を装置の限界の最大値から予想される段階的変化の最小
値まで、多くの異なる圧力範囲で調整することにより、最良の結果
を達成できます。ER5000を多くの中間領域で調整することにより、
コントローラの応答の特徴をより完全にに描くことができます。 	 

最終的な調整は範囲を使用して行い、典型的な操作条件に極めて
近いことが必要です。	

ご使用のアプリケーションの特徴を理解してください。これによ
り、 ER5000を調整するのに的確なセットポイントソースを選択で
きるようになります。調整は、トグルされたステップ変化を使用して
通常は実施されます。ランプの設定を行うと、より正確にご使用の
装置が表現されることがわかるでしょう。また、プロファイルビル
ダを使用して、典型的な操作条件をまねるために、より複雑な一連
のセットポイントの変化を作成できます。

ER5000の応答に関する主な目標を理解してください。調整は、必
然的にスピードと応答の安定性に間のトレードオフ（取引）を伴い
ます。典型的な目標には以下が含まれます:

• 最速の応答
• オーバーシュートを最小にする
• 偏差を最小にする
• 整定時間を最小にする。
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セットポイントパネル
このパネルのフィールドでは、ER5000を調整するためのセットポイン
トソースを選択でき、調整セッションのパラメータを設定できます。

セットポイントソースを選択する
調整タブのトップパネルでは、セットポイントソースを選択しおよび
調整のパラメータを設定できます。

調整のために選択したセットポイントソースはまた、通常動作中
のコントローラのセットポイントソースでもあります。

セットポイントソースを選択する
1. 下向き矢印 (▼)をクリックしますが、これは セットポイント

ソースドロップダウンリストにあります。 
2. 4つの選択肢の中からセットポイントソースを選びます:

アナログ入力セットポイントソース
これはデフォルトの設定です。これを選択すると、ER5000 はアナ
ログ入力 (4–20	mA または 1–5V のアナログシグナル)からのセット
ポイントを受け取ります。ER5000XV-1 モデルは、0–10V のアナロ
グシグナルを受け取ります。
ERTune プログラム
これを選択すると、ERTune™ プログラムは、プログラムに入力した
値に基づきセットポイントを生成します。調整モードは2つあります: 
Toggle および Rampです。
Profile
これを選択すると、ER5000 は読み込まれた、最新のプロファイル
のコマンドシーケンスに従います。

外部デバイスセットポイントソース
これを選択すると、ER5000 は、コンピュータなどの外部デバイスか
らデジタルセットポイント (USB または RS485) を受け取ります。セ
ットポイントは、現在ERTune™ プログラムを走らせているコンピュ
ータとは別個のものでなければなりません。

ERTune プログラム
セットポイントソースのトグルモード
トグルモードでは、ERTune™ プログラムは、2つのセットポイント
間のステップ変化を生成します。典型的には、セットポイント値は
25% および 75%に設定されます。最適な調整は、一般に、異なるト
グル設定における多くのセッションの必要とします。

最終的な調整は、ご使用のアプリケーションの実際の操作条件
を正確に反映する圧力で行われる必要があります。

2つのセットポイント値を設定する
1. セットポイント1 および セットポイント2 入力フィールドに
最小値および最大値を入力します。 
いずれかのフィールドに、最小値および最大値を入力できます。
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調整の間に、セットポイント値を変更する

1. いずれかのフィールドに新しい値を入力します。 
これはいつでも行えます。
セットポイントの変更のタイミングはユーザーが制御します。
調整タブのラジオボタンまたはキーボード上のスペースバー
を使用して、トグル機能を起動させることができます。

調整タブを使用してセットポイントトグルする
1. プロットを開始する ボタンをクリックしてプロットスクリーン
を起動させます。

2. セットポイント1 または セットポイント 2のラジオボタンを
クリックします。
プロットスクリーンは、セットポイントをその値へ進ま
せ、ER5000 は変更に応答します。

スペースバーを使用してセットポイントトグルします。
1. プロットを開始する ボタンをクリックしてプロットスクリーン
を起動させます。

2. セットポイント1 および セットポイント2 の入力フィールド
の下にある白いスペースをクリックします。トグルを開始する
ためにスペースバーを打つ の言葉が現れます。

3. スペースバーを押します。押すたびに、セットポイント値をトグ
ルします。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

プロットスクリーンをズームするなど、調整タブの外側をク
リックすると、トグル機能がオフとなり、および「トグルを開始するた
めにスペースバーを打つ」の言葉が消えます。セットポイントのトグル
機能を復元するには、セットポイントフィールドの下をクリックします。

ERTune プログラム
ランプモードセットポイントソース
ランプモードでは、ERTune™ プログラムは、現在のレベルから目標
のレベルまで、設定された時間だけ、セットポイントを絶え間なく変
更し、プロットスクリーンの漸進的な上昇または下降を行います。 

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

計測単位は、現在主要な軸に設定されている単位のデフォルト
となります。

ランプ変化の目標値を設定する
1. ランプ値 の入力フィールドに値を入力します。

ランプ変更の速度を設定します。
1. 速度 入力フィールドに値を入力します。

ランプ変化を開始させる
1. スタートボタンをクリックします。
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プロファイルセットポイントソース
これを選択すると、ER5000 はプロファイルを使用してセットポイン
ト変化を制御します。プロファイルがコントローラに読み込まれな
ければなりません。 

デフォルトでは、現在コントローラの制御盤に保存されているプロ
ファイルが、プログラムが開始すると、ERTune™ プログラムに読み
込まれます。 

• プロファイルウィンドウに表示されるプロファイルが確実にコ
ントローラのプロファイルを一致するために、アップロードのボ
タンをクリックしますが、これはプロファイルパネルにあります。 

• 前にコンピュータに保存されたプロファイルを読み込むには開
くのボタンをクリックします。これはプロファイルパネルにあり
ます。使用したいプロファイルの位置を知りたい場合は、ダウン
ロード	のボタンをクリックします。

• プロファイルビルダパネルを使用してプロファイルを構築でき
ます。その場合、	ダウンロード	のボタンをクリックします。

プロファイルを使用してER5000を調整する
1. プロファイルタブをクリックします。
2. プロファイルをプロファイルタブに読み込みます。ER5000から
読み込み、プロファイルビルダを使用して作成するか、または
以前に保存したプロファイルを開くことができます。

3. 調整タブをクリックします。
4. スタートボタンをクリックします。
5. プロファイルが読み込まれ、調整タブは、コマンドに沿って進
行するにつれて、プロファイルの最新のセグメント、最新の状
態、最新のループカウントを表示します。 
プロファイルは終了のコマンドに到達するまで稼働します。
プロファイルウィンドウでプロファイル全体を閲覧できます。

プロファイルを休ませる
1. 停止 のボタンをクリックします。

プロファイルの稼働を再開させる
1. 再開する のボタンをクリックします。 
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PID 制御パネル

PID制御パネルのコントローラは、ER5000の比例、微分および積分
の設定に対して正確で直感的な制御を提供します。ER5000は唯一
の積分限界制御コントローラであり、具体的なリアルタイムの操作
条件に基づいて積分を制限します。これにより、過度なオーバーシ
ュート、リンギングまたは	ワインドアップのリスクなしに、高度な積
分設定を使用できます。 

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

PID コントロールパネルのタイトルがER5000の現在のコントロー
ルモードを表示します。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

ER5000 がカスケードモードに設定される場合、PID 制御パネル
は内部および外部PIDコントローラを別々に表示します。外部を示すカス
ケード/内部を示すカスケード のボタンをクリックして、パネル内の2つ
の表示をトグルします。 

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

各コントローラのスライダの範囲は、ER5000内の実際の機械的
設定には対応しません。それらは、各項に適切な精度のレベルに設定され
ます: 比例には広い範囲および積分および微分にはより制限された範囲と
なります。 

緑の上塗りした強調が、各コントローラの推奨される範囲に置かれ
ます。ER5000の大半のアプリケーションはこの範囲にあります。推
奨された範囲に居残ることが、未経験のユーザーをひるませるオー
バーシュートおよびワインドアップなどの調整の影響を最小限にし
ます。しかし、ご使用のアプリケーションが、強調された範囲の外
にある場合、それらを使用することを躊躇すべきではありません。

(次のページへ続く)
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ER5000 は、いつでもデフォルトのPID 設定にリセットできます。 

ER5000 をデフォルトのPID 設定にリセットする
1. デフォルトを設定する ボタンをクリックします。デフォルトを
設定するウィンドウが開きます。

2. リセットする制御の設定を選択するために、ボックスをチェッ
クするかまたはチェックを外します。

3. OKをクリックします。選択された設定が、デフォルト値に戻り
ます。

ERTune™ プログラムは、調整のプロセスがすべてのユーザーにとっ
て直感的になるように設計されています。PID 調整に慣れていない
場合、確実に	PID 制御を調整するセクションをお読みください。各
構成要素の経験則が、いかにPID コントロールパネルの各コントロ
ーラを使用するかに関して、具体的な提言または助言として適用で
きます。

比例制御コントローラ
Tこのスライダは、ER5000の比例項を設定します。 

比例調整のための助言
• 大半のアプリケーションでは、調整の最初の一歩は、どのくらい
高い値まで比例を増加させられるかを理解することです。

• 比例を増加させるときの主なゴールは、応答時間を最小にす
ることです。

• 比例は、オーバーシュートまたはリンギングが頻繁になりすぎ
るまで、徐々に増加されなければなりません。そして、それらが
最小になるまで、作業を戻されなければなりません。

• PID パラメータは対数になりがちです。つまり、スライダの設定
の小さな変更は、通常、応答カーブに大きな変更を与えませ
ん。200、400、800、1200、2000 などの値のセットは、比例項の
適用可能な範囲をすぐに見つけやすくします。そこから微調整
ができます。

• 大半のアプリケーションでは、比例項は性能に最も大きな影響
を与えます。 

• 比例は、現在のエラーの一次関数であり、エラーが０になると
その値も０に近づきます。
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微分制御コントローラ
このスライダは、ER5000の微分項を設定します。

微分調整のための助言
• 大半の調整アプリケーションでは、微分項は最初に０に設定さ
れているので、比例項への調節の影響は弱められません。そし
て、漸進的に加えられます。

• 大半の調整アプリケーションでは、微分項は25–250の範囲に
あります。

• 微分項は、オーバーシュートまたはリンリングなどの不安定性
を減らすために、および整定時間を短くするために、増やされ
る必要があります。

• 微分項を増加させて、オーバーシュート/リンギングを縮小する
ことなく、立ち上がり時間がゆっくりになる場合、代わりに比例
項は減少されなければなりません。

• 逆説的ですが、高めの微分の設定は、操作環境での一時的変化
（ノイズ）ヘの感度を高めることにより、装置を不安定にするこ
とがあります。セットポイントに到達した後に、コントローラが安
定した状態にいないと気付いた場合、微分項を減少させるよう
にしてみてください。

積分制御コントローラ
このスライダが、 ER5000の積分項を設定します。

積分調整のための助言
• 大半の調整のアプリケーションでは、積分項は最初に０に設定
されているので、比例項への調節による影響は拡大しません。
そして、漸進的に加えられます。

• 大半の調整のアプリケーションでは、積分項は 50–800の範囲
にあります。

• PID パラメータは対数になりがちです。つまり、スライダの設定
の小さな変更は、通常、応答カーブに大きな変更を与えませ
ん。100、200、400、800などのセットの値は、積分項の適用で
きる範囲をすぐに見つけやすくします。そこから微調整を行え
ます。

• 積分限界制御コントローラは、より高い積分項を設定できるの
で、これらの追加の制御を使用して望まない影響を制限できま
す。これにより、望まない副反応を最小限に抑え、応答を加速さ
せることができます。
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積分制限制御コントローラ
これらの3つのコントローラは、ワインドアップなどの有害な影響を
最小限にしつつ、より高い積分項の設定を可能にしてくれます。

最大値
このコントローラは、一般的には、セットポイントを低い値から高い
値へと変更した後に、積分項に蓄積する正のエラーの限界 (セット
ポイントーフィードバックが＋）をエラー是正の間に設定します。積
分項は、フィードバックに関係なく、この制限により設定されたレベ
ルに達すると、正の値を加えることを停止します。

最小値
このコントローラは、エラー是正の間、一般的にはセットポイント
を高い値から低い値へと変更した後に、積分項に蓄積する負の誤差
（セットポイントーフィードバックが－）の限界を設定します。積分
は、フィードバックに関係なく、この制限により設定されたレベルに
到達すると、負の値を引くことを停止します。

不感帯
このコントローラは、積分項がエラーに応答しない、セットポイント
付近の範囲を設定します。
不感帯は、フィードバックのフルの範囲のパーセンテージとして測定
されます。たとえば、1パーセントの設定(1%) は、セットポイントの1
パーセント上(+1%) からセットポイントの1パーセント下(-1%) までの
不感帯の範囲を作成します。
不感帯制御コントローラは、装置のノイズまたは一連の小さな瞬間
的エラーが、ER5000が起動されるポイントまで積分項に蓄積する
のを防ぎます。アプリケーションによっては、これらのエラーの蓄積
により、ER5000 が永続的に起動した状態になることがあります。
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一般的な段階的調整の例
このセクションは、ER5000の段階的調整セッションのための典型
的な設定だけでなく、従うべき適切な手順のシーケンスの例を述
べています。

セットアップの間に、ダウンロードされたPID 設定は、大半のアプ
リケーションに優れた制御を提供します。場合によっては、性能を最適化
するのに小さな調整が必要とされることがあります。PID設定を調整するた
めの基本的助言がTable 1:  P、I および D の影響は、制御の応答カーブ上で
増加します。 で詳細に述べられていますが、動作方法のセクションにあり
ます。

しかし、この小さな調節が満足のいく結果でない場合は、コントローラを0
に設定してください。PID 調整のための経験則 および、ページ	149 から始
まる詳細な調整のための助言を参照して、自らの設定を「最初から」構築し
てください。次の手順に従うことにより、いつでもデフォルトの設定に戻る
ことができます。ER5000	をデフォルトのPID 設定にリセットする

調整は、設定の変更および装置の応答を監視するという繰り返さ
れるサイクルの漸進的なプロセスです。この例の手順の大半は、望
まれる応答カーブがプロットスクリーン内に見られるまで何度も繰
り返されます。

初期設定
•  セットポイントソース:  ERTune™ プログラム
•  タイプ:  トグル
•  セットポイント 1:  25%
•  セットポイント 2:  75%
•  比例:  400
•  微分:  0
•  積分l:  0
•  最大値:  0
•  最小値:  0
•  不感帯:  0

プロットスクリーンを起動させる
1. プロットを開始する のボタンをクリックします。	

セットポイントをトグルする
1. セットポイント1 および セットポイント2 の入力フィールド
の下にある白いスペース内をクリックします。トグルするため
にスペースバーを打つ の言葉が現れます。

2. スペースバーを押します。押すたびに、セットポイントをトグル
します。

(次のページへ続く)
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比例項を設定する

1. セットポイントをトグルする 

2. ER5000の立ち上がり時間、安定性および整定時間に留意して
ください。ER5000 の応答は、できるだけ正確にセットポイント
の段階的変化を映し出さなければなりません。

Figure 51: 一般的調整: 初期の PID 設定
応答は安定していますが、立ち上がり時間および整定時間は遅いです。比例を増や

すと、応答時間は早くなります。

3. 比例のスライダーを右に移動させるか、またはスライダーの横
のフィールドにより高い数字を入力します。比例調整のための
助言を参照してください。

4. セットポイントをトグルすることを続けます。ER5000の応答の
変化に注意してください。

5. 過度なオーバーシュート/リンギングを見始めるまで、または
立ち上がり時間に相当の改善が見られなくなるまで、比例の
スライダーを右側に移動させ続けます。

Figure 52: 一般的調整: 増加された比例
応答は早くなりますが、オーバーシュートおよびリンギングが受け入れ難いレベル

になります。

(次のページへ続く)

時間(秒) 時間(秒)
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6. 比例のスライダーを好ましくない	影響を最小限にするために
後退させます。

Figure 53: 一般的な調整: 比例を最適化する
概して、応答が早くそして安定します。残存するわずかな量のオーバーシュートを是

正するために微分が使用されます。

微分項を加える
1. 微分のスライダーを右側にわずかに動かすか、またはスライダ
ーの横のフィールドにより高い数字を入力します。

2. セットポイントをトグルし、応答	カーブの変化に留意します。 

Figure 54: 一般的な調整: 微分が加えられる
微分設定を高くすると、オーバーシュートを完璧に矯正します。

(次のページへ続く)

時間(秒)

時間(秒)
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3. 応答が安定するまで、微分を増やし続けます。

Figure 55: 一般的調整: きわどいほど弱められる
応答は現在では、早くおよび安定している。

4. 弱められ過ぎる影響に気づくまで、プロセスを繰り返します。 

Figure 56: 一般的調整: オーバダンプされた応答
高過ぎる微分の設定は、立ち上がり時間を遅くします。. 

5. 不安定さが受け入れがたいレベルに達するまで、微分のスラ
イダーを後退させるか、またはより小さい数字をフィールドに
入力します。

時間(秒) 時間(秒)
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積分項を加える。

1. 積分のスライダーを右に移動させるか、または50の値を入力
します。

2. セットポイントをトグルさせて、装置の応答の変化に留意し
ます。 

3. 不安定の兆候に気付くまで、積分を増加させます。 
4. 積分を後退させ、積分制限を使用し始めます。

積分制限を使用して、積分項の影響を制限します。
1. プロットスクリーン内の倍率を増やして、セットポイント2 

(75%)のレベルで、接近して拡大します。マウスを使ってプロッ
トスクリーンに表示される範囲のサイズを変更するを参照し
てください。

2. セットポイントをセットポイント２にトグルする 
3. 装置が安定した状態になるまで待ちます。 
4. 一度装置が安定した状態になったら、セットポイントとフィー
ドバックレベルの偏差を注視します。

Figure 57: 一般的調整: セットポイント2の偏差
安定した状態には、セットポイントよりわずか下で到達します。

(次のページへ続く)

時間(秒)
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5. 偏差がある場合、最大値 のスライダーをわずかに右側に移動
させ、蓄積することが可能な正の積分のレベルを増やします。	 

6. 偏差がなくなるまで繰り返します。

Figure 58: 一般的調整: 是正された偏差
高い拡大のレベルでも、現在では、セットポイントとフィードバックに偏差がありま

せん。

7. セットポイント2での応答に満足したら、プロットスクリーンの
デフォルトの拡大された位置に戻ります。次に、セットポイント
1 (25%)のレベルで厳密に拡大します。

8. 一度装置が安定した状態になったら、セットポイントとフィー
ドバックレベルの偏差を注視します。偏差がある場合、最小値 
のスライダーをわずかに左側に移動させ、蓄積することが容
認される負の積分のレベルを増やします。	 

9. 偏差がなくなるまで繰り返します。

Figure 59: 一般的調整: セットポイント1の偏差をチェックする
セットポイント2と同様に、セットポイント1でも何らかの偏差の是正が要求されます。

10. セットポイント1での応答に満足したら、プロットスクリーンの
デフォルトの拡大された位置に戻ります。2つのセットポイント
間でトグルし、安定性、精度および応答時間に留意します。	 

(次のページへ続く)

時間(秒)

時間(秒)
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11. セットポイントの変化に対する応答の遅延や、または積分限
界への変化がセットポイントに近づくとゆっくり落ち着くよう
なオーバーシュートを再び起こす場合、これらは積分のワイン
ドアップの兆候です。これを是正するには、積分限界を減少さ
せる必要があります。

Figure 60: 一般的調整: 積分のワインドアップ
以前に安定した応答の状態で宣言された整定時間のオーバーシュートは、積分限界が高

すぎて積分のワインドアップが応答に影響するのを許していた兆候です。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

不安定さが増すことなく、偏差およびワインドアップを取り除くこ
とができないとわかった場合、積分項を減少させる必要があります。

積分の不感帯を加える
1. 現在のセットポイントで、プロットスクリーンを介してER5000
が数回、サイクルを実施できるようにします。 

2. セットポイントが同じレベルに残存する間に、ER5000が繰り返
し起動される場合、不感帯のスライダーを右側に移動させる
か、またはスライダーの横のフィールドに数字を入力します。

3. 1パーセントずつ、望まない起動が停止するまでゆっくりと値
を増加させます。

時間(秒)
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カスケード調整
カスケード調整は複雑で、慣れていないユーザーを萎えさせること
がありますので、装置が持続的に不安定であるときにだけ試みられ
るべきです。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

ER5000 がカスケードモードに設定されると、PID コントロールパ
ネルは、内部および外部のPIDコントローラを個別に表示します。外部を表
示するカスケード/内部を表示するカスケードのボタンをクリックして、パネ
ル内のこれらの2つの表示をトグルします。

カスケード調整への助言
• カスケードモードは、一般的に外部ループのPID 設定の調整の
みを要請します。

• カスケードモードでの適切な操作では、外部ループの積分限界
のデフォルトは次のとおりです: 最大値: 32767; 最小値: 0。これ
らの設定は、大半のアプリケーションに最適で、変更することが
ご使用のアプリケーションにとって必要であると立証されない
限り、変更されるべきではありません。

• 外部PIDの積分項を増やすことは、 通常、比例項を増やすより
も立ち上がり時間に、より顕著な効果をもたらします。アプリケ
ーションによっては、カスケード調整で外部PIDの比例項を増や
すと、立ち上がり時間を遅くすることがあります。 

• 積分項を増やし、続いて比例項を増やすと交代に、 ER5000の
応答が不安定になるまで行います。この時点で、値をゆっくりと
戻します。

• 積分と比例の値が設定された後に、微分項は徐々に外部PID
に加えられなければなりません。微分からの多すぎる望まない
影響はすぐに高じるので、気づき次第、微分のスライダーを戻す
ように心がけてください。
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プロファイルタブ: 多重ステップのコマンドシーケンス
を作成する
プロファイルはER5000用の、多重ステップのコマンドシーケンスで
す。これらは、前もってプログラミングの作成をし、ER5000を操作
する経験をユーザー側に要求しません。ER5000は、簡単な開始/停
止の操作からセットポイントを変更するシーケンスに至るすべてを
導き、最高で100のコマンドラインを含み、独立して稼働するループ
を制御します。
プロファイルタブのプロファイルビルダパネルは、プロファイルを
作成および編集するための直感的でわかりやすいインターフェース
を提供します。プロファイルは1度に1つのコマンドライン(セグメン
トと呼ばれる) に構築されます。コマンドはドロップダウンリストか
ら選択されます; また、最も良く使用される3つのコマンド(ランプ、
ドエル、およびステップ）は、ボタンをクリックすることで迅速に選
択することができます。各コマンドへのパラメータは、単純なテキス
ト入力のフィールドを使用し、およびリストを選択することにより設
定されます。 

完成されたプロファイルは、ER5000の制御盤にダウンロードされま
す。プロファイルは、将来的に使用するために、外部テキストに保存
することもできます。プロファイルはER5000からアップロードする
か、 ERTune™ プログラムを走らせるコンピュータから開くことが
でき、コントローラの調整では、セットポイントソースとして使用さ
れます。
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       プロファイルタブのパネルおよびウィンドウ

プロファイルパネルは、現在のプロファイルを印刷し、ER5000から
アップロードするか、またはER5000にダウンロードする、およびコ
ンピュータから開くかまたはコンピュータに保存するためのボタン
を持っています。プロファイルウィンドウは、プロファイルのコマン
ドライン(セグメント) を表示しています。ウィンドウでコマンドを選
択すると、プロファイルビルダで編集するために開きます。

プロファイルビルダパネル は、コマンドのドロップダウンの選択リ
ストを備えていますが、同様に3つの最も良く使用されるコマンド
をすぐに選択できる、3つの「ホット」ボタンを擁しています。各コ
マンドのパラメータはセグメントタイプのウィンドウ に表示され
および編集されます。またセグメントはプロファイルに挿入され、
セグメント編集 ウィンドウのボタンを使用して修正または削除	
されます。 

プロファイルコメントブロックパネルにより、プロファイルがダウ
ンロードまたは 	保存される際に、その一部として含まれるコメント
を加えることができます。

プロファイルビルダ
セグメントタイプのウィンドウと同様
に、コマンドを選択するために、「ホッ

トボタン」を保持してください。

プロファイルパネル
プロファイルウィンドウと同
様に、印刷、アップロードおよ
び保存のためにボタンを保持

します。

プロファイルのウィンドウ
プロファイルのコマンドライン（
セグメント）を順番に表示しま

す。修正のために選択してコマン
ドをクリックするプロファイルが
10セグメントより長い場合は、ス

クロールバーが現れます。

セグメントタイプのウィンドウ
「ホットボタン」または「ドロッ
プダウンリスト」からコマンドが
選択されるとき、修正のために、
ここにパラメータが現れます。プ
ロフィルを更新するには、修正
するのボタンをクリックします
が、それは、セグメントエディタ 

にあります。

セグメントのエディタ
セグメントを挿入、更新または
削除するためにボタンを保持

してください。

プロファイルコメントブロック
プロファイルに1つのコメントを追
加できます。終了したときにタブキ
ーを押すと、コメントが保存され
およびプロファイルと一緒にダウ

ンロードされます。
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プロファイルパネル
プロファイルタブの一番上のパネルは、現在読み込まれているプロ
ファイルを表示します。 

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

ER5000にプロファイルが何も構築されていない場合、デフォルト
のプロファイルが単純なEND のコマンドをプロファイルウィンドウに表示し
ます。すべてのプロファイルは、最終のセグメントにENDのコマンドを含ま
なければなりません。 

 警告
プロファイルは、コントローラの制御盤にダウンロードされるまで、 
ER5000 を走らせません。ERTune™ プログラムの大半のフィールドおよび
制御とは異なり、プロファイルビルダはER5000に対してリアルタイムの制
御を行いません。
プロファイルは完成したときに、ダウンロードされるかまたは保存される
必要があります！そうでないと、ERTune™ プログラムを終了するときに
削除されます。プロファイルはダウンロードされるかまたは保存されるま
で、コンピュータの短期間のメモリにのみ保存されます。

プロファイルウィンドウ
プロファイルウィンドウは、現在読み込まれているプロファイルの
コマンドを示します。ウィンドウでコマンドを選択すると、プロファ
イルビルダで編集するために開きます。ウィンドウの枠をラインの
カウントが超えると、スクロールバーが現れます。
パネルには、さらに5つのボタンもあります:

印刷
プロファイルウィンドウの内容を印刷します。

アップロード
プロファイルを ER5000 の制御盤からプロファイルウィンドウに読
み込みます。

ダウンロード
プロファイルウィンドウの内容をER5000の制御盤にダウンロード
します。

開く
以前に保存されたプロファイルを開きます。プロファイルは.sav の
ファイル拡張子を持つテキストフォーマットで保存されます。

保存する
プロファイルウィンドウの内容をテキストファイルに保存します。プ
ロファイルは.sav のファイル拡張子を持ち、コンピュータに保存さ
れます。
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プロファイルビルダパネル
プロファイルタブの中央のパネルは、プロファイルのセグメントを
加える、修正するおよび削除するツールを備えています。 

Figure 61: ER5000の「S」モデルおよび「F」モデルのためのドロップダウンコマンドリ
スト

セグメントタイプのウィンドウ
ドロップダウンリストから選択されるか、または3つのボタンのうち
１つをクリックして選択されたときに、セグメントタイプのウィンド
ウは、コマンドのための編集フィールドを表示します。ランプ、ドエ
ル およびステップ のボタンにより、3つの最も良く使用される	コマ
ンドを迅速に選択できます。

セグメント編集ウィンドウ
このウィンドウには3つのボタンがあります。

挿入する
このボタンは新しセグメントをプロファイルに加えます。新しいセグ
メントは、現在プロファイルウィンドウで選択されているセグメント
の上に加えられます。

修正する
このボタンは、現存するセグメント行われる編集を保存します。

プロファイルを更新するにはこのボタンをクリックしなければな
りません。

削除する
このボタンは、プロファイル	ウィンドウの現在選択されているセグ
メントを削除します。
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 警告
前もってダウンロードされたか、または保存されたプロファイルを修正す
る場合、すべての修正が終わったら、ダウンロードのボタンをクリックして
更新されたプロファイルをER5000にダウンロードするか、または 保存す
るのボタンをクリックして、コンピュータに更新されたプロファイルを保存
しなければなりません。そうでなければ、更新は、ERTune™ プログラムを
閉じるときに失われます。 

コントローラを稼働させるのに使用したい場合は、プロファイルは
ER5000にダウンロードされる必要があります。 

プロファイルにコマンドライン(セグメント) を加える。
1. プロファイルウィンドウの中をクリックして、現在のプロファイ
うのセグメントを選択します。選択したセグメントの前に、新し
いコマンドが加えられます。

2. ドロップダウンのセグメントのタイプ リストからコマンドを
選択します。
または
ランプ、ドエルl またはステップ ボタンをクリックします。こ
れらの3つのコマンドは、最も良く使用されるプロファイルの
セグメントですが、これらの「ホット」ボタンを使用し、直接的に
アクセスすることができます。

3. セグメントタイプのウィンドウが、コマンドのパラメータの値を
設定するための入力フィールドを表示します。

4. コマンドのための値を入力するか、または選択します。
5. 挿入する ボタンをクリックします。コマンドは、プロファイルウ
ィンドウの選択されたセグメントの上に加えられます。

プロファイルのセグメントを修正する。
1. プロファイルのウィンドウ内をクリックして、セグメントを選択
します。セグメントラインの位置を知るのにスクロールするこ
とが必要かもしれません。 

2. パラメータの入力フィールドが、セグメントタイプのウィンドウ
に、現在の値を表示して現れます。

3. 新しい値を入力します。
4. 修正する のボタンをクリックします。セグメントは新しい値に
更新されます。

プロファイルからセグメントを削除する
1. プロファイルのウィンドウ内をクリックし、セグメントを選択し
ます。セグメントラインの場所を知るのにスクロールすること
が必要かもしれません。

2. 削除する のボタンをクリックします。セグメントは直ちに削除
されます。

プロファイルにコメント加える
1. プロファイルコメントブロックにコメントを入力します。コメン
トブロックは、プロファイルタブのボタンのパネルです。

2. 終了したらタブキーを押します。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

各プロファイルは、すべてのコメントを保持する単一のコメン
トブロックを持っています。

ER5000を制御するのにプロファイルを使用する
1. プロファイルがコントローラにダウンロードされているか確認
してください。

2. 調整タブのセットポイントソースフィールドで、プロファイルを選
択します。セットポイントソースを選択する を参照してください。

3. スタートするのボタンをクリックします。
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プロファイルビルダのコマンド
これらのコマンドのセットポイント値のパラメータの計測単位

は、Setup Processのステップ7の間、または ERTune™ プログラムによって
追跡されるフィードバック値の範囲を変更するのステップに従ったときに設
定される、フィードバックの計測単位と一致します。

ステップ（段階的）
段階的に変更するセットポイント の入力フィールドに入力された
値に、段階的なセットポイントの変更を開始します。 

ランプ
ランプを行うセットポイント の入力フィールドに入力された値
に、セットポイントのランプ変更を開始します。ランプアップまたは
ランプダウンの持続時間（秒）を ランプ持続時間 (秒) 入力フィール
ドで設定します。

ドエル
ドエルの持続時間(秒) 入力フィールドに入力された時間（秒）だ
け、現在のセットポイントを保持します。

ループ
セグメントのループ入力フィールドに入力されたセグメントから開
始し、プロファイルがコマンドセグメントのシーケンスを何回もルー
プできるようにします。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

ループの回数入力フィールドに入力された回数だけ、コマンド
シーケンスが実行されます。ループの回数 入力フィールドに入力された0
の値は、ループを永続的に行わせます。
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デルタ
デルタの量 入力フィールドに入力された値により、段階的なセット
ポイントの変更が開始します。デルタの量 入力フィールドに入力さ
れた値は、正または負であり得ます。

デルタコマンドは、ループコマンドと一緒に、プログラミングのショ
ートカットとして使用され、より細かい一連の段階的セットポイント
の変更により、セットポイントを目標のレベルへと移動させます。
下記のプロファイルでは、セグメント3から5を組み合わせて、4つ
のループの圧力を50 ゲージ圧から70 ゲージ圧へ増加させます。セ
グメント6から8を組み合わせて、４つのループの圧力を50ゲージ
圧へ戻します。

変数の変更
変数 ドロップダウンリストから選択された値から 値 入力	フィール
ドに入力された値に、ER5000の内部変数の値を設定します。

最も良く使用される変数の設定についての詳細と同様、ER5000の
すべての内部変数をリストアップした表については、内部変数 セク
ションを参照してください。
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ER5000の「F」モデルでは追加のコマンドが使用できます。

ソーク
ER5000が段階的セットポイントの変更に応答している間、プロファ
イルを休ませ、そして具体的な時間だけ、セットポイントでドエルさ
せます。誤差範囲(ゲージ圧)  フィールドは、セットポイントの周辺の
範囲(+/-) を設定します。フィードバックがこの範囲になると、ソーク
時間(秒) 入力フィールドに入力された時間だけ（秒）、ER5000は新
しいセットポイントを保持します。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

ドエルのコマンドは、ER5000 の応答に関係なく、具体的な時間
をカウントします。ソークのコマンドは、具体的な時間をカウントする前に、
立ち上がり時間および整定時間を報告します。

イフ（条件式）
プロファイルが装置の現在の状態に応答できるようになります。現
在の装置の状態のパラメータが の条件、操作者および値 フィール
ドで特定された条件に一致しているかチェックしてください。

• 条件が真実である場合、プロファイルの次のコマンド	が実行さ
れます。

• 条件が虚偽である場合、次のコマンドはスキップされます。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

同一の条件に基づく多重ラインのコマンドシーケンスを実行する
には、次のページで説明する移動コマンドと一緒にイフコマンドを一緒に
使用してください。
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移動
セグメントへ移動する の入力フィールドに入力されたコマンドセ
グメントへ、プロファイルを移動させます。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

同一の条件に基づいて多重ラインのコマンドシーケンスを実行す
るには、前のページで説明されているイフ（条件式）コマンドと一緒に、移
動コマンドを使用してください。 

右に表示されるプロファイルでは、イフおよび移動コマンドがループを切断
し、セッションを終わらせるために使用されます。
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デジタル出力 (ER 出力はポート3 および 4)
プロセスを引き起こすために、装置の別の部分にシグナルを送りま
す。デジタル出力を持つER5000の例の配線条件については、デジ
タル出力を参照してください。 

ポート番号 のフィールドにデジタル出力用のER5000のポート番号
を入力し、およびポートの状態 の入力フィールドにER5000のポー
トの状態（0=>開回路、1=>クローズドループ）を入力します。

デジタル入力(ER 入力はポート3）
具体的な状態に特定された入力が設定されるまで、プロファイル
を休ませます。外部制御	/デジタル入力を伴うプロファイルには、デ
ジタル	入力を持つER5000の例の配線条件について詳細が述べら
れています。 

ポート番号 フィールドにデジタル入力用のER5000のポート番
号を入力し、およびポートの状態 の入力フィールドにER5000
のポートの状態（0=>開回路、1=>クローズドループ）を入力して
ください。
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データタブ
ER5000 は、調整セッション、および誘発されたイベントが起きた
後の通常の動作の間に収集されたデータを保存できます。データ
は、範囲を定められたテキストファイルに書き込まれ、コンピュータ
に保存されますが、.dat のファイル拡張子を使用します。
プロットスクリーンで以前に収集されたデータを開き、前の調整セ
ッションを再検討したり、または装置の性能を監視することができ
ます。保存された.dat ファイルは、テキストエディタで開くか、スプ
レッドシートまたはデータベースにインポートすることができます。
ER5000 は自動的に、日付、時間、サンプル速度および収集時間を
含むファイルにヘッダを加えます。
収集されるデフォルトの変数は、セットポイントおよびフィードバッ
クです。次のページで説明するように、プロットスクリーン変数コン
トロールおよび パワーユーザータブの制御を使用して、最高で4つ
の追加の変数をデータ収集に加えることができます。
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プロットスクリーン変数コントロールを使用して変数を加える

1. 変数を追加する ボタンをクリックします。
2. 新しいラインが 変数名の下に追加されます。 
3. 下向きの矢印 (▼)をクリックして、 ドロップダウンリストを
開きます。

4. 追跡したい入力ソースを選択します。
5. ドロップダウンリスト左にあるプロット のチェックボックスを
クリックして、データ収集に変数を追加します。

この変数にはデータが収集されませんが、それは、プロッ
ト のチェックボックスがチェックをされていない場合です。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

これは、さらにプロットスクリーンの表示に変数を追加し
ます。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

このプロセスを繰り返して、第二の追加の	変数を加えるこ
とができます。

追加される変数の範囲を設定または変更する

プロットスクリーン変数コントロールの範囲ボタンを使用して行
われる変更は、ERTune™ プログラムが追跡する値の実際の範囲を変更し
ます。プログラムの追跡する値が、装置の状態を正確に描写するためにも、
ご使用のアプリケーションに入力する値が、確実に正しいものであるかを
確認してください。

1. ドロップダウンリストの右側にある範囲 のボタンをクリックし
ます。変数の範囲を定義するウィンドウが開きます。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

ウィンドウは、変数 1 または変数 2と表示されますが、ど
の追加される変数の範囲が定義されるかによって異なります。

2. 最小値、最大値および/または計測単位を入力します。 
3. 保存するをクリックします。

パワーユーザータブを使用して、変数を加えます。
1. ヘルプ -> パワーユーザーを選択して、パワーユーザータブを
表示させます。

2. タブをクリックして起動させます。
3. 読む/書くパネルで、変数を読む/書く ドロップダウンリストか
ら変数を選択します。

4. データ収集に加える のチェックボックスをクリックします。
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収集パネル
このパネルの入力フィールドで、データファイルのサンプルの速度
および収集時間Tを設定できます。

サンプル速度 の入力フィールドには、0.1 秒の倍数を入力できます。 

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

ERTune™ プログラムが処理できる最小のサンプル速度が0.1 秒
である一方、実際のサンプル速度は、プログラムを走らせるコンピュータの
処理能力により制限されることがあります。

収集時間 の入力フィールドでは、データ収集のためのデフォルトのタ
イムフレームを設定します。入力できる最大値は、31,536,000 秒で、 
1年に当たります。

データ収集を手動で制御する
1. 収集時間 の入力フィールドに、意図する収集時間よりかなり
高い値を入力してください。これは、プログラムが時期尚早に
自動的にデータ収集を終わらせることを防ぎます。

2. データ収集を開始する ボタンをクリックします。このボタン
は、データ収集を停止する の表示に変わり、データ収集が始
まります。

3. 収集を終わらせたいときには、ボタンを再びクリックします。ボ
タンは、データ収集を開始する の表示に戻り、データファイ
ルはコンピュータに保存されます。
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出力パネル
出力パネルの入力フィールドで.dat	ファイルのパラメータを設定し
ます。

データ収集を始める前にファイル名、データデリミタおよびコメ
ントブロックを入力します。収集時間が終わると、データファイルは自動的
に保存されます。

出力ファイル
出力ファイル の入力フィールドは、データファイルのファイル名を
設定します。拡張子は自動的に付加されます。

ブラウズボタン
ブラウズボタンは、データファイルが保存されるフォルダを選択す
るために、ウィンドウズエクスプローラーのウィンドウを開きます。
ここで、ファイル名も変更できます。

デリミタ（区切り文字）
デリミタのドロップダウンは、ファイルのデータ列を分離するデリ
ミタを設定します。スペース、コンマ またはタブを選択してくださ
い。

データ収集コメントブロック
この入力フィールドにコメントを加えてください。それらは、データ
ファイルのヘッダに加えられます。

プロットファイルボタン
プロットファイルボタンにより、以前に保存したデータファイルを
回復し、プロットスクリーン上に表示できますが、これは収集したデ
ータファイルを閲覧するで説明されています。

データ収集ボタンを開始する
データ収集を開始する ボタンがデータ収集を始めます。
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データの収集と再吟味
データ収集を始める前に、ファイル名、データデリミタおよびコ

メントブロックを入力します。収集時間が終わると、データファイルは自動
的に保存されます。

 警告
前に.dat ファイルを保存しおよびそれらを上書きしたくない場合、ファイ
ル名および/またはフォルダの位置が以前に保存されたファイルとは異な
ることを確認してください。 

ファイル名およびフォルダの場所が以前に保存されたファイルの名前およ
びフォルダの場所と一致するときに、データ収集を開始するのボタン
をクリックすると、上書きウィンドウが現れて警告を発します。

データ収集を進行させ、および以前に保存されたファイルを上書きする場
合、はい のボタンをクリックしてください。 

新しいファイルのファイル名および/またはフォルダの場所を変更するため
に収集を停止するときは、いいえのボタンをクリックしてください。 

データ収集を開始する
1. データ収集を開始する ボタンをクリックします。ボタンは、 デ

ータ収集を終了するの表示に変更します。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

プロットスクリーンはデータを	収集するために、起動され
ている必要はありません。

データ収集を終了する
1. 経過する収集時間を特定する。
または
データ収集を終了する ボタンをいつでも良いのでクリックし
ます。

2. データファイルは、	特定したフォルダに自動的に保存されます。
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収集したデータファイルを閲覧する

1. プロットファイル のボタンをクリックします。ウィンドウズエ
クスプローラーのウィンドウが開きます。

2. 閲覧したい.dat ファイルまでナビゲートしダブルクリックする
か、または、開くのボタンをクリックします。

3. プロットスクリーンウィンドウのデータファイルが開きます。
ファイルは、完全なデータセットの単一の静止画像として開き
ます。マウスを使ってプロットスクリーンに表示される範囲の
サイズを変更するで説明されているマウステクニックを使用し
て、データの様々なセクションを近距離で閲覧できます。

Figure 62: プロットスクリーンで開かれる収集されたデータファイル
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トリガーパネル
データ収集は、普通の装置の動作中に起きる自動的に誘発される
イベントにより引き起こされることがあります。このパネルのフィー
ルドで、ER5000を監視するために多くの入力ソースから選択し、お
よびデータ収集を開始させる最小値および/または最大値を設定す
ることができます。

 警告
トリガーの起動を完了するために選択する入力ソースの、限界を超えない
値を入力しなければなりません。限界は次のとおりです:
内部圧力:     0 – 100 psig

圧力 (FB):   -12.12% – 111.97%

エラー (SP-FB):    0.00% – 100%

より少ない (最小値)より低いかまたはより大きい (最大値)を超える値を
入力すると、トリガーは使用不可能の状態に逆戻りします。 
データタブを離れるまで、表示が逆戻りしないように気を付けてください。

引き起こされたイベントに基づきデータを収集する
1. トリガーパネルで、追跡したい1つまたは複数の入力ソースの
隣のチェックボックスをクリックしてください。

入力ソースを起動させるには、チェックボックスをクリック
してください。入力フィールドは、ボックスのチェックが外されていて
も入力を受け付けますが、データタブを離れるときに、使用不可能の
状態 に逆戻りします。

2. イベントを引き起こすより少ない (最小値）値か、 および/また
はより大きい (最大値)値を設定します。

入力フィールドの中をクリックすると、限界値がデフォルト
値として表示されます。この値を変更する必要があります。そうでな
いとクリックして離れる際に、フィールドは使用不可能の状態 に逆戻
りします。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

何らかのまたはすべてのソースを選択し、それぞれに最小
値および/または最大値を設定することができます。何らかのトリガ
ー値が到達すると、データ収集が始まります。

引き起こされたイベントに基づきデータ収集を起動させる
1. すべてのイベントを選択し、データー収集のトリガーとして働
いてほしいすべての値を設定したかを確認してください。

2. 収集時間 の入力フィールドに、意図する収集時間よりかなり
高い値を入力します。これは、プログラムが時期尚早に、自動
的にデータ収集を終わらせることを防ぎます。

(次のページへ続く)
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3. データ収集を開始するのボタンをクリックします。トリガーが
起動されおよび、ボタンはデータ収集を終了させるの表示に
変わります。

4. 何らかのトリガーの条件が満たされると、データ収集が始まり
ます。プログラムは、収集が起動されたことを知らせるメッセー
ジをメニューバーに出して警告します。

引き起こされたイベントに基づき、データ収集を終了させる
1. データ収集を終了するボタンをクリックします。

引き起こされたイベントをデータ収集から取り除く
1. トリガーパネルで、もはや追跡したくない入力ソースの隣の箱
からチェックをはずしてください。
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設定タブ
このタブの入力フィールドおよびリストフィールドにより、ご使用の
アプリケーションの要件に一致するように、ER5000のシステム構成
を修正できます。

 警報
ERTune™ プログラムの大半の制御は、リアルタイムで働き、装置の性能
に即座に影響を与えます。制御の設定を変更する前に、装置の限界に気
づいてください。アプリケーションにより、これらの変更はプロセス制御を
混乱させることがあり、個人の負傷または物的損害を招くことがあります。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

このタブのフィールドを使用する際には、ご使用の装置の操作上
および機械的限界にご注意ください。フィールドはリアルタイムでER5000
を制御します。 

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

入力フィールドに新しい値を入力した後、その新しい値をコント
ローラにダウウンロードするためにタブキーを押してください。 

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

ドロップダウンリストで選択すると、マウスボタンを離すとすぐに
起動されます。
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機械的レギュレータのパネル
	 このパネルのフィールドは、ER5000が制御するレギュレータのシ
リーズ番号、型番およびシリアルナンバーを表示します。セットアッ
プの間に、この情報を入力します。

レギュレータを交換する場合、ここで情報を更新できます。
レギュレータのシリーズを変更する

1. 下向き矢印(▼)をクリックしますが、それは機械的レギュレー
タのシリーズ のドロップダウンリストにあります。 

2. TESCOM™の異なるシリーズ番号を選択するか、適切であれ
ば、他社製 または なしを選択します。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

ERTune™ プログラムはソフトウェアと一緒に含まれるPID
を自動的にチェックしますが、選択したレギュレータのシリーズに合
わせて最適化されます。はいのボタンをクリックすると、新しい設
定がER5000にダウンロードされます。いいえのボタンをクリックす
ると、現在の設定が使用されます。

レギュレータの型番またはシリアルナンバーを変更する
1. 型番 または シリアルナンバー の入力フィールドに新しい値
を入力し、タブキーを押します。

ER 設定パネル
このパネルのフィールドがER5000の基本的構成を制御します。

ER モデル #
このドロップダウンリストにより、ER5000の型番を変更できます。. 

制御モード
このドロップダウンリストにより、ER5000のフィードバックソース	
（コントロールモード）を変更できます。 

ER5000のコントロールモードを変更する
1. 下向き矢印(▼)をクリックしますが、それは、 コントロール

モード のドロップダウンリストにあります。内部フィードバッ
ク、外部フィードバック または カスケードを選択します。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

コントロールモードを変更した後に、ER5000を調整する
必要があるかもしれません。ER5000を調整するための手順および
助言については、調整タブ: ER5000を調整するための制御および機
能を参照してください。
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ER ノード
この入力フィールドにより、	ER5000のノードアドレスの変更がで
きます。

ER5000のノードアドレスを変更する
1. アドレス の入力フィールドに新しい値を入力し、タブキーを押
します。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

ノードアドレスに使用できる最大値は250です。このフィ
ールドに入力される250より大きい値は、最初の２桁で切り捨てら
れます。

2. Comm Error ウィンドウが開き、ER5000 は、入力された新しい
アドレスに到達するまで、ノードアドレス全体をスキャンしま
す。そしてウィンドウが閉じ、新しいノードアドレスが記録され
ます。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

ER シリーズのコントローラのシリアルナンバーは、設定タ
ブから変更できません。 

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

バージョン番号は、ER5000 内部ソフトウェアの現在のバ
ージョンを参照します。それは変更できません。

校正
これらの入力フィールドでER5000の微調整をすることができます。
デフォルトは大半のアプリケーションのニーズを満たします。しか
し、ご使用のアプリケーションは、過圧され過ぎたトランスデューサ
ーなど校正を要求する外部トランスデューサーを補正するために、
これらの値を調節することが必要となるかもしれません。

ER5000の校正を変更する
1. ゼロ % および/または スパン % の入力フィールドに新しい値
を入力し、およびタブキーを押します。



 

ER5000 — 

181戻るwww.emerson.com/tescom

ERTune™	プログラム

管理限界パネル
このパネルの入力フィールドで装置の管理限界を設定で
き、ER5000 がそれを監視します。

管理機能に加え、装置の操作上または機械的限界が超過されると
きを監視するために、ER5000は設定されることができます。コント
ローラが設定された限界を超えるシグナルを検出すると、3つの管
理限界の条件の1つに到達するように、内部ソレノイドバルブを起
動させます:

• 入口閉鎖/排出口閉鎖
• 入口閉鎖/排出口開放
• 入口解放/排出口閉鎖

管理限界の条件は、トランスデューサーの配線の破損、供給圧力の
不足またはパイプの破裂などの装置の不具合の場合に安全性を追
加します。 

デフォルトの条件は入口閉鎖/排出口解放であり、限界を超えた場
合、確実に圧力減少装置が解放されます。アプリケーションにおい
て、ガス抜きされないレギュレータを使用し、この条件でER5000を
使用するつもりであれば、クローズドループ適用におけるガス抜き
されないレギュレータに関する注記を参照してください。

 注意
管理限界の機能は、装置監視の追加のレベルを提供します。起動は、問
題が潜んでいることを示しますが、それ自身が、問題の発生を阻止するわ
けではありません。安全な装置、または安全な機能もしくは圧制御機器で
あると考えられたりすべきではありません。

このパネルの入力フィールドで、ER5000の5つの何かしらの変数を
監視でき、およびそれぞれのソースについて、追跡される値の最小お
よび /または最大の限界を設定できます。多くの変数が選択された
場合、割り当てられたソースのいずれかが設定された限界を超えた
ときに、ER5000は応答します。



 

ER5000 — 

182戻るwww.emerson.com/tescom

ERTune™	プログラム
ER5000 を監視するために管理限界を追加する

1. 監視したい変数の最小値 または最大値の入力フィールドに
値を入力し、およびタブキーを押します。 

 注意
管理限界として起動させるために、選択した変数の限界を超えない
値を入力しなければなりません。 
限界は以下のとおりです:
アナログセットポイント:   -12.12% – 111.97%

内部センサ:  -12.12% – 111.97%

外部センサ:  -12.12% – 111.97%

内部センサ:  -12.12% – 111.97%

内部エラー :  -124.08% – 124.08%

外部エラー :  -124.08% – 124.08%

最小値 より低い値または最大値 を超える限界値を入力した場合、
フィールドは直ちにデフォルトの値に逆戻りし、クリックしてフィー
ルドを出るときに使用不可能の状態に戻ります。 

2. 最小および最大の限界の両方を監視するためには、どちらの
フィールドにも値を入力します。

入力フィールドをクリックすると、限界値がデフォルト値と
して表示されます。この値を変更する必要があります。そうでないとク
リックしてフィールドを離れるときに、使用不可能の状態 にフィール
ドが逆戻りします。

すべての管理限界を取り除く
1. フィールドに限界を超える値を入力します。クリックしてフィー
ルドを離れる際に、使用不可能の状態 に逆戻りします。

全ての管理限界を取り除く
1. 全てを使用不可能にする ボタンをクリックします。

管理限界の条件を変更する
1. ドロップダウンリストから異なる条件を選択する
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ダイアルフラム保護パネル
このパネルの入力フィールドにより、接続されたレギュレータのダ
イアフラム保護を使用できるようになります。

ガス抜きされないレギュレータは、過剰な装置の圧力を排出するこ
とを特徴としていません。ダウンストリームの流量が遮断されると、
閉回路のアプリケーションでは特別な問題が発生します。
レギュレータダイアフラム保護は、連続した流量を持たない装置
で、ガス抜きのできないレギュレータを使用するアプリケーション
のために設計されています。レギュレータが金属のダイアフラムを
持つものであるときに、このタイプのアプリケーションに最も有益
です。この機能に関する詳細は、クローズドループ適用におけるガ
ス抜きされないレギュレータに関する注記を参照してください。 

ご使用のアプリケーションが、これらの条件の1つまたは両方に 適
合する場合、この機能を使用することを考える必要があります:

• お使いになるレギュレータは、ガス抜きできず、および金属のダ
イアフラムで感知するものです。

• お使いになるレギュレータは、ガス抜きができず、および連続し
た流量を持たないアプリケーションであるとします。

 警告
これらの条件の1つまたは両方に適合しないアプリケーションには、レギ
ュレータダイアフラム保護は推奨されません。

レギュレータダイアフラム保護を起動させる
1. ラジオボタンを使用可能にする をクリックする
2. 圧力損失 (%) 入力フィールドに値を入力する

圧力損失(%) 入力フィールドに入力する値が、セットポイント
と、ER5000が応答するレギュレータのドーム圧力との間の最
大の差異を設定します。ステップ7で設定する感知範囲のパー
センテージとして表示されます。 
圧力損失が、このフィールドに入力された値を超過すると、 
ER5000 はエラーに応答することを停止します。これにより、ク
ローズドループ適用におけるガス抜きされないレギュレータ
に関する注記に説明される高い差圧の状態および応答の遅
延を防ぎます。	

レギュレータダイアフラム保護を解除する
1. 使用不可能にする のラジオボタンをクリックします。
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診断ツールタブ
このパネルのボタンは、ER5000のトラブルシューティングのツール
および追加の参考資料のファイルを開きます。
システムチェックパネル
このパネルの開く のボタンは、ER5000の操作上のパラメータをチ
ェックするための、追加の情報および助言を提供するプレゼンテ
ーションを開きます。
ER ソレノイド漏洩テストパネル
このパネルのスタートするの ボタンがソレノイドバルブの漏洩テス
トを開始します。

 警告
この手順は、ER5000 の入口バルブを開き続け、 ER5000 の出口ポートで
のフルの入口圧力となります。テストはプラグで接続されおよびレギュレ
ータから分離された、出口ポートで実施される必要があります。ER5000
の出口ポートを分離することが不可能な場合、装置が過圧されるのを防
ぐ措置を取ってください。
ソレノイドバルブ漏洩テストを実施する

1. スタートするのボタンをクリックします。最初の画面が開き
ます。

(次のページへ続く)
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2. テストを続行するには、はい、テストを続けます のボタンを
クリックしてください。テストを中止し、安全のための措置を開
始できるようにするには、いいえ、テストを中止します のボ
タンをクリックします。

3. 二番目の画面が開きます。これが追加の注意事項の画面です。

4. テストを続行するには、はい、テストを続けます のボタンを
クリックします。テストを中止し、安全のための措置を開始でき
るようにするには、いいえ、テストを中止します のボタンを
クリックします。

5. 三番目の画面が開きます。ER5000 の出口ポートがプラグで接
続されおよび、最小でも100 ゲージ圧 / 6.9 バールの入口圧
力がコントローラの入口ポートに加えられていることを確認
してください。

6. スタート ボタンをクリックしてテストを開始します。

7. テストが開始します。プログラムは最初に入口バルブをテスト
します。

8. 次に、プログラム出口（排出口）のバブルをテストします。

ソレノイド漏洩テストは、変数#44 (ID_FEEDBACK)を読みます
が、これはテストの間は、 ER5000の 0–100 ゲージ圧/ 0–6.9 バ
ールの内部センサからのフィードバックとなります。フィードバ
ックは、最小値400（０％)と最大値3700（100%）の間の0.03	ゲ
ージ圧/ 0.002 バールの単位である「カウント」で計測されます。 

(次のページへ続く)
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入口バルブのテストのために、コントローラは400（お使いの
コントローラの初期値は400と少し異なるかもれません）の
表示数値で開始し、すべての内部圧力を排出します。さらに
30秒間、フィードバックを監視します。テストの間に、表示数
値が初期値より10カウントより多く上昇する場合、 内部バル
ブが0.3	ゲージ圧 / 0.02 バールの圧力を超えても許されるこ
とを意味し、これは内部バルブの	機能不全とみなされます。
外部バルブのテストでは、コントローラは内部バルブを開き、最
大の表示数値である3700カウントまでの圧力を入れます (ま
た、ご使用のコントローラの初期値は3700から少し異なるか
もしれません)。次の30秒間に、表示数値が10カウントより多く
減少する場合、0.3	ゲージ圧 / 0.02 バールより大きい圧力が放
出したことを意味し、出口バルブの機能不全とみなされます。 

9. プログラムは結果を表示します。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

ソレノイド漏洩テストが実施され機能不全が記録されるとき
に、ER5000がレギュレータに接続されている場合、 レギュレータまたはア
ダプタの取付器具の漏洩を指摘することがあります。レギュレータから分
離されおよび出口ポートがプラグで接続されているER5000で、テストが再
び実施されなければなりません。

レギュレータ漏洩チェックパネル
このパネルの開くのボタンは、圧力漏洩のために一般的な機械的
レギュレータをテストするために、段階的なプロセスを実施させる
プレゼンテーションを開きます。

調整のための助言のパネル
このパネルの開くのボタンは、ER5000を調整するための追加の情
報および助言を提供するプレゼンテーションを開きます。
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パワーユーザー
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パワーユーザータブ
このタブにより、高度な設定オプションにアクセスできま
す。ER5000 の大半のアプリケーションは、このタブへのアクセスを
要求しません。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

このタブの入力フィールドが、ER5000の基本的な操作上のパラメ
ータを制御します。変更がコントローラの性能にどのように影響するのか
が定かでない場合、デフォルトの値は変更されるべきではありません。

パワーユーザータブを表示する
1. ヘルプ-> パワーユーザーを選択します。診断ツールタブの右
側に、パワーユーザータブが現れます。

2. パワーユーザータブをクリックして起動させます。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

大半のスクリーンで、パワーユーザータブのパネルのすべ
てに到達するには、スクロールすることが必要となります。
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追加のER 設定パネル

外部フィードバックソース
ER5000 が複数のフィードバックソースのために配線されている場
合、このフィールドにより、どのフィードバックソースがプロットスク
リーンに表示するのかを制御します。この配線条件の例について
は、フィードバック制御を第2のフィードバックソースへ切り替えるを
参照してください。

• 外部フィードバック は、オレンジワイヤ(J3 ピン 3)でER5000
に接続されているトランスデューサーです。

• 余分の入力 #1 は、茶色/白のワイヤ(J4	ピン	1)を通してER5000
に接続されるトランスデューサーです。

外部フィードバックを切り替える
1. 追跡したいソースの横のラジオボタンをクリックします。

フィードバックソースを変更した後は、主要な（左
の）軸の表示を新しい範囲に変更する	のためのステップを参照
し、ERTune™ プログラムが新しいソースの値の正しい範囲を追
跡しているか確認してください。

電源投入時のセットポイント0
ER5000 は、電源が切られるときおよび入れられるときに、内部メモ
リに保存されたセットポイントで、最後に記録されたセットポイント
を保存します。アプリケーションの中には、圧力がゼロの起動を要
求するものがあります。このフィールドにより、コントローラのデフ
ォルトを設定できます。

電源投入時のセットポイントのゼロ設定を可能にする
1. 使用可能にする のラジオボタンをクリックする
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読む/書くパネル
このパネルの入力フィールドにより、ER5000の内部変数を監視お
よび修正することができます。最も良く使用される変数の説明と同
様に、ER5000の内部変数の完全なリストについては、内部変数の
セクションを参照してください。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

パネルには、読む/書くの2つのウィンドウがあります。それぞれが
データ収集に加える のチェックボックスを含んでいます。このボックス
がチェックされている場合、ウィンドウの変数が、セッションの間に収集さ
れたデータファイルに加えられます。これにより、データ収集に最高で2個
の追加の変数を加えられます。 

内部変数の値をチェックする
1. 下向き矢印(▼)をクリックして、変数 のドロップダウンリストを
開きます。

2. 変数のリストから選択します。 
3. リストの右側に変数のID番号が表示されます。変数の値が未

処理の入力フィールドに表示されます。右側のリストは、署名
済みか未署名の値かを示します。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

読み出すがチェックされると、値がグレーアウトされま
す。

内部変数の値を修正する
1. 書き込むのラジオボタンをクリックします。入力フィールドが
起動されます。

2. 新しい値を入力しおよびタブキーを押します。
3. 署名済みおよび未署名の値の間で切り替えるには、署名され

た のドロップダウンリストから選択します。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

内部変数は、ER5000の基本的な操作上のパラメータを制
御します。変更がコントローラの性能にどのように影響するのか不
確かな場合、デフォルトの値は変更されるべきではありません。 

読みだし専用としてリストアップされた変数は、ERTune™ プログラム
内から変更することはできません。

データ収集に変数を追加する
1. データ収集に追加する のチェックボックスをクリックします。
データ収集から変数を取り除く

1. データ収集に追加する のチェックボックスのチェックをはず
します。
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ソレノイド設定パネル
このパネルの入力フィールドにより、ER5000の入口および排出口の
ソレノイドバルブのパルス幅の最小値を変更できます。この設定はコ
ントローラの応答性を変更します。

パルス幅の最小値
これらの入力フィールドは、入口および排出口のバルブのパルス幅の
最小値を設定します。工場出荷時のデフォルトが右側に表示されま
す。 

パルス幅の最小値 のフィールドの値を増やすと、バルブに送られる
ベースライン(起動されていない) パルスの幅を増加させます。これ
により、エラーが生まれた際の起動の閾値が低くなり、ER5000の
応答性が向上します。 

 警告
パルス幅の最小値を高く設定し過ぎると、ER5000は、是正を必要としな
い一時的なエラーにも反応して起動することにあります。設定が低すぎる
と、エラーへの応答が遅くなることがあります。

 警告
これらの設定は、ER5000の性能に迅速かつ重大な影響を及ぼします。デ
フォルトの設定は大半のアプリケーションに最適化されています。変更す
ることがいかにコントローラに影響するのか確認できない場合は、変更
するべきではありません。

 警告
デフォルト値の変更は、1 の値ずつなど徐々に実施されることが強く推奨
されます。一度変更が有効になると性能は監視されます。

通常動作/リバース
このフィールドにより、ER5000の通常の応答を逆戻りさせることが
でき、その場合は入口の代わりに排出口が開きます。	逆もまた同
様です。 

これにより、流量が増加して温度を下げる（フィードバック）場合
に、温度調節のための冷却空気を制御するアプリケーションに使
用するために、ER5000を設定できます。
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アルゴリズムの更新速度のパネル
このフィールドにより、ER5000	が作動する速度を変更できます。 

デフォルトにより、ER5000 はフィードバックを監視しおよび25ミリ
秒ごとに応答を発します。アプリケーションの中には、相当遅い速
度でフィードバックを与えるものがあります。アルゴリズムの更新速
度を高めに設定すると、ER5000の応答が遅くなるので、性能が向上
するかもしれません。

アルゴリズムの更新速度を変更する
1. スライダ―コントロールを右側に移動させるか、または入力フ
ィールドに25	ミリ秒の倍数を入力することにより、速度を増加
させることができます。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

デフォルト値は25ミリ秒であり、またフィールドが受け入
れる最小値でもあります。このフィールドの変更は、25ミリ秒を増加
させる過程で行われなければなりません

 警告
アルゴリズムの更新速度がER5000の応答の速度を制御します。変更がコ
ントローラの性能にどのように影響するのかが定かでない場合、デフォル
トの値は変更されるべきではありません。
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パルスモードパネル
このパネルのフィールドにより、積分限界 - 不感帯 のコントローラ
により設定される不感帯内で起きるエラーに、ER5000がいかに応
答するかついて、厳密に制御できるようになります。PIDコントロー
ラに関する詳細は調整タブ:	ER5000を調整するための制御および
機能を参照してください。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

パルスモードを機能させるには、積分の不感帯はゼロより大きい
値に設定されなければなりません。

積分不感帯の目的は、積分項が「チャージアップ」することから生じ
る小さく、一時的なエラー、および安定した状態でのワインドアッ
プの誘発および振動を防ぐことです。

パルスモードは、ソレノイドバルブが短時間、パルス駆動により起動
される、積分の不感帯の範囲内で起きるエラーに応答します。これ
らのパルス駆動の応答は、フィードバックがパルスモードの不感帯
の範囲内で起きるまで続きます(実際には、不感帯内の不感帯）。
フィードバックがこの内部の不感帯内で起きる場合、ソレノイドバル
ブは閉じられたままとなります。

パルスモードを使用可能にする
1. ラジオボタンを使用可能にするをクリックする

パルスモードを使用不可能にする
1. 使用不可能にするラジオボタンをクリックします。

パルスモードに設定できる3つのパラメータがあります。

時間
これは、パルシング前のアルゴリズム更新に行われるER5000 のサイ
クル回数です。デフォルトのアルゴリズム更新速度は25ミリ秒です。

パルス幅
このフィールドは、パルスの間にソレノイドバルブが開き続ける時間
を指定します。値を増やすと、パルスごとの応答レベルを増加させ
ます。
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不感帯
これは、パルス幅の不感帯であり、積分の不感帯の「不感帯内の
不感帯」です。フィードバックがこの内部の範囲にある場合、パルス
モードは応答を停止します。
パルス幅の不感帯は、積分の不感帯より相当低いレベルに設定さ
れます。それにより、ER5000は、とても小さいレベルまたはエラー
に応答できるようします。

• 積分の不感帯は、通常、フィードバックの 0から0.5% 	の範囲内
に設定されます。 

• パルス幅の不感帯は、エラーのカウントにより設定されます。
各カウントはフィードバックの.03% に同等です。パルスの不感
帯は、通常1から3カウントに設定され、フィードバックの.03か
ら.09%に同等となります。

パルス幅の設定を変更する
1. 時間、幅 または 不感帯 フィールドに新しい値を入力し、およ
びタブキーを押します。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

望ましい応答が達成されるまで、値は徐々に変更される
べきです。
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パワーユーザータブ: パスワードパネル
このパネルのフィールドにより、ERTune™ プログラムにパスワード
保護を追加できます。使用可能にされると、ERTune™ プログラム
は、ユーザーに開く前にパスワードを入力することを要求します。

 警告
パスワードを忘れた場合
TESCOM™ のカスタマサポートに連絡するプログラムのロックを解除す
るためのパスワードが与えられます。現在のパスワードとして与えられた
パスワードを使用して、すぐに自分自身のパスワードを変更しなければな
りません。

パスワード保護を使用可能にする
1. 使用可能にする のラジオボタンをクリックするパスワードを入力
するウィンドウが開きます。

2. パスワードを入力しおよび検証する のボタンをクリックしま
す。パスワードを有効にするウィンドウが開きます。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

パスワードはアルファベットと数値文字の何らかの組み合
わせが可能であり、および長さの制限はありません。

3. 再びパスワードを入力し、および 検証するのボタンをクリック
します。 

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

パスワードは一致しなければなりません。

4. パスワードは、次にERTune™ プログラムが開かれるときに有
効となります。その代わりに、パスワードを入力するウィンドウ
が開きます。
 

5. パスワードを入力し、および検証する のボタンをクリックしま
す。

パスワード保護を使用不可能にする
1. 使用不可能にする のラジオボタンをクリックします。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

現在のパスワードはメモリーに保存され、および次に使用
可能にするのラジオボタンをクリックするときに起動されます。

現在のパスワードを変更するT

1. 変更する のボタンをクリックします。現在のパスワードを変更す
るウィンドウが開きます。

2. 変更する資格があることを認証されるために、現在のパスワ
ードを入力し、検証する のボタンをクリックします。

3. パスワードのフィールドに新しいパスワードを入力します。
4. パスワードを検証する フィールドに新しいパスワードを再び
入力し、および変更する ボタンをクリックします。
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ER5000 のソフトウェア
開発のサポート
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ER5000	のソフトウェア開発のサポート

ER5000 の通信要件
The ER5000 は、USBまたはRS485を介して通信します。

• USB 通信 は、ER5000の制御盤上のミニ-B USB ポートおよびコ
ンピュータ上のUSB 端子の間の直接的接続を介して行われま
す。コントローラの内側に適合するように設置されるミニ-B プ
ラグ付きのUSBケーブルが購入することが誘導されます。はじ
めにセクションを参照して、適切に	インストールする 

ERTune™ プログラムの基本的なセットアップの間に、ドライバ
はインストールされなければなりません。ドライバを手動でイン
ストールする場合は、トラブルシューティングのセクションを参
照してください。

USB ケーブルを介してUSBによる通信が起こり、追加の配線は
必要としません。

• RS485による通信は コンバータを必要とし、別個に購入され
る必要があります。ER5000は、USB を使用してRS485コンバー
タ (TESCOM 型l # 82948) に、またはRS232 を使用してRS485 
(TESCOM 型 # 85061) コンバータに通信ができます。ご使用の
アプリケーションが複数のコントローラを求める場合および、
同一のネットワーク内でそれらにデイジーチェーンを実施した

い場合は、RS485が使用されなければなりません。単一のネッ
トワーク中で、最高で32台のER5000に接続できます。

RS485を介しての通信のための配線図は、ページ 89から始
まる本マニュアルに掲載されています。1台および複数台のコン
トローラのアプリケーション同様、USBからRS485およびRS232
からRS485コンバータの両方のケースの図があります。RS485
を介しての通信セクションに、サードパーティが提供するコンバ
ータの	必要条件が説明されています。

ER5000 のソフトウェア開発のサポート
購入したときに含まれるERTune™ プログラムは、ER5000のセット
アップおよび調整のために、効果的かつ直感的なインターフェース
を提供するように設計されています。ソフトウェアは、動作の間に
セットポイントを提供することができ、および複雑なセットポイント
シーケンスによりコントローラを導く、多重ステップのプロファイル
を作成するための、基本的なプログラミング言語を含んでいます。
この機能の詳細については、プロファイルパネルのセクションを参
照してください。
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ER5000と通信するために、自分なりのプロセスコントロールソフ
トウェアを展開することもできます。一般的に、プログラマーはウ
ィンドウズベースのDLL を使用して、ER5000と通信します。dllの
32-ビットバージョンは、ソースコードと一緒にER5000 ソフトウェア
の中にあります。 

ウィンドウズのプログラミンの例
ER5000 のダイナミックリンクライブラリ(ER5000DLL.dll) の使用に
ついて説明するプログラムのサンプルは、下記の言語で、ER5000 ソ
フトウェアのリソースセクションで提供されています:

• Lab閲覧
• VB.NET

• C

• C# 

プログラムのサンプルを閲覧する

1. 「ER5000 のソフトウェアおよびマニュアルをダウンロードす
る」のリンクの下の、TESCOM.comにあるER5000 のソフトウェ
アおよびマニュアルファイルをダウンロードしてください。ファ
イルをダウンロードし、 zip ファイルを選び出し、 .exe fileをクリ
ックすると、 ER5000 ユーザーサポートソフトウェアおよびマニ
ュアルメニューが開きます。

2. ER5000 ユーザサポートウェアおよびマニュアルのメニューに
より、プログラムおよび参考資料にアクセスできます。リソース 
のボタンをクリックしてください。 

3. プログラムのサンプル のボタンをクリックします。
4. 閲覧したい言語の例のボタンをクリックします。
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ウィンドウズ DLL ファイルにアクセスする
TESCOM™ のプロトコルであるER5000DLL.dllは、ウィンドウズベー
スのプログラムに関して、コンピュータからER5000へ簡単にアクセ
スできるようにします。プロトコルは、32-ビットのDLL (ダイナミック
リンクライブラリ)として使用できます。DLL は、ERTune™ プログラ
ムのインストレーションの一部としてコンピュータにダウンロードさ
れますが、およびER5000ソフトウェア内にも存在します。

ウィンドウズ DLL ファイルの位置を知りおよび使用する

1. 「ER5000 ソフトウェアおよびマニュアルリンクをダウンロード
する」のリンクの下の、　TESCOM.comにあるER5000 ソフトウ
ェアおよびマニュアルフィルをダウンロードしてください。ファ
イルをダウンロードし、 zip ファイルを選び出し、 .exe fileをクリ
ックすると、 ER5000 ユーザーサポートソフトウェアおよびマニ
ュアルメニューが開きます。

2. ER5000 ユーザサポートウェアおよびマニュアルのメニューに
より、プログラムおよび参考資料にアクセスできます。リソース 
のボタンをクリックします。

3. ER5000DLL のボタンをクリックします。これにより、ER5000DLL.
dll ファイルを含むフォルダが開きます。ファイルを開きまたはア
クセス可能な開発中のカスタムプログラムの場所にファイル
を保存できます。
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TESCOM™ プロトコル
全ての装置がウィンドウズと互換性のあるプラットフォームを走ら
せているわけではありません。TESCOM は、典型的ではないアプリ
ケーションのために2つのリソースを提供し、それらはプロトコル 
のセクションにあります。これは ER5000 ソフトウェアに含まれます: 

• PROTOCOL.pdfと呼ばれる、ソフトウェアプロトコルの書面によ
る説明書

• 未コンパイルのプロトコルのソースコード 

本セクションの次のページのコードを閲覧するための段階的指示 

未コンパイルのソースコードに直接的にアクセスすると、プログラマ
は使用中の装置に適切なフォーマットに、TESCOM プロトコルを変
更および再コンパイルすることができます。 

TESCOM プロトコルソフトウェアは、次の6つの機能を含みます:

Startup
他の機能がシリアルポートを含み、コンピュータの初期化が可能
になる前に、プログラムの初期化の間に、この機能は呼び出され
る必要があります。ER5000にデータを一切送りません。この機能
は、一度だけ呼び出される必要があります。

WriteNetVar
この機能は、何らかのER5000の内部	変数に書き込むために使用さ
れます。

ReadNetVar
この機能は、何らかのER5000の内部	変数を読み出すために使用
されます。

WriteProfileSegment
この機能は、何かしらのER5000 のプロファイルのコマンド(セグ
メント)を書き込むために使用されます。プロファイルコマンドの
詳細については、各プロファイルパネルのセクションを参照してく
ださい。

ReadProfileSegment
この機能は、何らかのER5000のプロファイルのコマンド(セグメン
ト)を読み出すために使用されます。プロファイルコマンドの詳細
については、各プロファイルパネルのセクションを参照してくださ
い。

Shutdown
この機能はプログラムを終了する際に、呼び出す必要があります。
それはER5000にデータを一切送りません。この機能は、一度だ
け呼び出される必要があります。
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TESCOM™プロトコルファイルのソースコードを閲覧する

1. 「ER5000 ソフトウェアおよびマニュアルをダウンロードする」
のリンクの下の、TESCOM.comにある、ER5000 ソフトウェアお
よびマニュアルフィルをダウンロードしてください。ファイルを
ダウンロードし、 zip ファイルを選び出し、 .exe fileをクリックす
ると、 ER5000 ユーザーサポートソフトウェアおよびマニュアル
メニューが開きます。 

2. ER5000 ユーザサポートウェアおよびマニュアルのメニューに
より、プログラムおよび参考資料にアクセスできます。リソース 
のボタンをクリックしてください。

3. プロトコルのボタンをクリックしてください。

4. ソースコードのボタンをクリックして直接コードにアクセスす
るか、またはプロトコル.pdf のボタンをクリックして、プロトコ
ルを説明しているPDFファイルを開いてください。
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インストール
ご使用のコンピュータでERTune™ プログラムファイルを探す
ERTune™ プログラムは、	インストールの間に、C: ドライブに２つ
のフォルダを作成します。
ウィンドウズ 7を走らせているコンピュータ上で、 プログラム実行
ファイル、デバイスドライバ、サポートファイルおよび参考資料を含
むプログラムファイルは、以下に置かれています:
C: -> プログラムファイル (x86) -> Emerson -> ERTune.
Windowsの前のバージョンを走らせているコンピュータでは、これ
は次の場所に置かれます:
C: -> プログラムファイル -> Emerson -> ERTune.
プログラムが生成したデータファイルには、別のフォルダが作成さ
れます。ウィンドウズ 7を走らせているコンピュータでは、これは次
に置かれています:
C: -> プログラムデータ -> Emerson -> ERTune.
ウィンドウズの前のバージョンを走らせているコンピュータでは、こ
れは次の場所に置かれます:
C: -> ドキュメントおよび設定 -> すべてのユーザー -> アプリケーション
データ -> Emerson -> ERTune.
このフォルダは、設定ファイル、プロファイルおよびデータ収集ファ
イルのデフォルトの場所です。ウィンドウズナビゲータのウィンドウ
がこのフォルダのデフォルトとなります。お望みであれば、ご使用の
アプリケーションにより生成されたデータファイルを、別の場所に
保存することができます。

ウィンドウズ8 のユーザーの方へ: 以前のウィンドウズのオペレ
ーティングシステムとの互換性を維持するために、ERTune™プログラムは 
.NET	フレームワーク3.5を使用しますが、これはデフォルトでウィンドウズ
8にインストールされていません。ウィンドウズ8をご使用の場合、ERTune™
プログラムをインストールする前に、.NETフレームワーク3.5をダウンロード
し、インストールする必要があります。附属書類A: ERTune™ プログラムをウ
ィンドウズ8のコンピュータにセットアップする。で、このタスクのために、段
階的指示を与えています。 

さらに、フレームワークがアンインストールされている場合、ウィンドウズの
前のバージョンを走らせているコンピュータに、.NET フレームワーク3.5 を
インストールする必要があります。ダウンロードできるファイル、およびイン
ストールの説明書は次の場所にあります: http://www.microsoft.com/en-us/
download/details.aspx?id=21.

http://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx%3Fid%3D21
http://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx%3Fid%3D21
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インストール
ER5000 のUSB デバイスドライバを手動でインストールする (ウィン
ドウズ 7) 

ウィンドウズ 8 のユーザーの方へ: ER5000ドライバをインストー
ルするために、ドライバ署名の強制を無効にする必要があるかもしれませ
ん。附属書類A: ERTune™ プログラムをウィンドウズ8のコンピュータにセッ
トアップする。で、このタスクのために、段階的指示を与えています。 

オペレーティングシステムの設定によっては、デバイスドライバを手
動でインストールすることが要求されます。ER5000DR ドライバが自
動的にインストールされない場合、これらの手順に従ってください:

1. ER5000に電源が投入され、USB ケーブルの両端が接続され
ていることを確認してください。ER5000のための配線および
USBケーブルの接続については、Step 5 および Step 8 で詳細
が述べられていますが、これは、はじめに のセクションにあり
ます。 

2. コンピュータのデスクトップから、選択してください: スター
ト-> コントロールパネル-> ハードウェアおよびサウンド-> 
デバイスマネージャ。

3. デバイスリストの中で、ER5000のUSB シリアルポート を見つ
けてください。 

4. そのリストをダブルクリックしてください。プロパティのウィン
ドウが開きます。 

5. ドライバ のタブをクリックしてください。
6. ドライブを更新するのボタンをクリックします。

7. ドライバソフトウェアを探してコンピュータをブラウズ
するのボタンをクリックしてください。

8. 「C:\Program Files (x86)\Emerson\ERTune」とこの場所でド
ライバソフトウェアを検索する:のフィールドに入力してく
ださい。
または

ブラウズする...のボタンをクリックし、C: -> 
プログラムファイル (x86) -> エマソン -> 
ERTune フォルダにナビゲートし、OKをクリック
してください。

9. 次へのボタンをクリックしてください。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

セキュリティの設定が、ドライバのインストールに対して警
告を与える場合、インストールを許可するをクリックしてください。

10. インストールが始まります。インストールが完了した
ら、ER5000のUSBシリアルポートのCOMポート番号に留意し
てください。 

11. ERTune™ プログラムが開きます。Comm Error ウィンドウが開
いたら、デバイスマネージャリストにCOM ポートが一致してい
るか確認してください。一致していない場合、ドロップダウンリ
ストから正しいポート番号を選択してください。プログラムが
開かれます。 
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インストール
ER5000 USB デバイスドライバを手動でインストールする(ウ
ィンドウズXP および以前のバージョン) 

ウィンドウズ 8 のユーザーの方へ: ER5000ドライバをインストー
ルするために、ドライバ署名の強制を無効にする必要があるかもしれませ
ん。附属書類A: ERTune™ プログラムをウィンドウズ8のコンピュータにセッ
トアップする。で、このタスクのために、段階的指示を与えています。 

オペレーティングシステムの設定によっては、デバイスドライバを手
動でインストールすることが要求されます。ER5000DR ドライバが自
動的にインストールされない場合、これらの手順に従ってください:

1. ER5000に電源が投入され、USB ケーブルの両端が接続
されていることを確認してください。ER5000のための配
線およびUSBケーブルの接続については、Step 5 および 
Step 8 で詳細が述べられていますが、これは、はじめに
のセクションにあります。 

2. ドライバがインストールされていない場合、新しいハードウェ
アを発見するウィザードのウインドウが開きます。

3. いいえ、今ではありません のラジオボタンをクリックし、そ
れから次へ>をクリックしてください。

4. 次のウィンドウで、リストからかまたは特定された場所（高
度な）からインストールするのラジオボタンをクリックし、
それから 次へ >をクリックしてください。

5. インストールのオプションのウィンドウで、これらの場所で最良
のドライバを探索するのラジオボタンをクリックし、この場所
を探索に含める:のチェックボックスをチェックし、および入力
フィールドに「C:\Program Files\Emerson\ERTune」と入力してく
ださい。 

または
ブラウズする...のボタンをクリックし、および C: -> プログラ
ムファイル -> エマソン -> ERTuneのフォルダとナビゲートし
てください。
そして、次へ >のボタンをクリックします。

6. オペレーティングシステムはデバイスドライバを検索し、それ
をインストールします。ハードウェアインストールに関する警報
のウィンドウが開く場合、とにかく続行する のボタンをクリッ
クしてください。

7. インストールが完了すると、ウィンドウが開いてインストールが
成功だに終了したことを知らせます。終了 のボタンをクリック
してください。

8. ERTune™ プログラムが開きます。Comm Error ウィンドウが開い
たら、デバイスマネージャーのリストにCOM ポートが一致して
いるか確認してください。一致していない場合、ドロップダウン
リストから正しいポート番号を選択してください。プログラムが
開かれます。 
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ジャンパーの構成を確認する

 警報
追加の配線かまたはジャンパーの構成が変更される前に、コントローラ
の電源が切られていなければなりません。全ての追加のワイヤ接続が終
わり、適切に設置されるまで電源を再びつながないでください。

Figure 63 は、ER5000上のジャンパ―を表示しています。 

電圧/電流選択ジャンパー
ジャンパーJ5、J6、J14 および J15 は、セットポイント、外部フィード
バック、補助入力	#1 および補助入力#2のそれぞれのために、4-
20mAと1-5Vのソースを選択するのに使用されます。これらのジャン
パーに関しては、 4–20	mA 入力のコントローラの構成には、ジャン
パーがインストールされていますが(オン）、1–5V 入力のコントロー
ラの構成では、ジャンパーがインストールされていません(オフ）。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

Figure 63に示されるように、ER5000の0-10Vのモデルはこれらの
ジャンパーを備えていません。

グラウンドフィルターバイパスジャンパー
グラウンドフィルターバイパスジャンパー（J1)のための推奨される
構成は、インストールされていません(オフ）。このジャンパーをイン
ストールすると、シグナルグラウンドを電源用接地へ直接的に接続
します。 

(次のページへ続く) Figure 63: ジャンパー 

ジャンパーJ5

セットポイント
オンは4-20mA
オフは1-5V

ジャンパーJ1

グラウンドフィルター
バイパス
オンは、パワーグラウン
ドに接続されたシグナ
ルグラウンド
オフは、通常モードで接
続無し（推奨される）

ジャンパーJ1

グラウンドフィルター
バイパス
オンは、パワーグラウンド
に接続されたシグナルグ
ラウンド
オフは、通常モードで接
続無し（推奨される）

ジャンパー　J6

外部フィードバック
オンは4-20mA
オフは1-5ボルト

4–20 mA / 1–5V モデル

0–10Vモデル

ジャンパーJ14
補助入力♯1
オンは4-20mA
オフは1-5V

ジャンパー　J15

補助入力♯2

オンは4-20mA
オフは1-5V

ジャンパーJ9

ER3000/ER5000モードの選択
オンはER3000
オフはER5000

ジャンパーJ9

ER3000/ER5000モードの選択
オンはER3000
オフはER5000
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ジャンパーの構成を確認する(連続的)

稀ではありますが、たまに、電気ノイズがER5000制御システムで問
題を起こすことがあります。電気ノイズは、「電気信号の望まない
不規則変動」と定義されます。プロセスプラントまたは工場の床を
横切って、または試験台の範囲内で、アナログ信号が伝達されると
き、ノイズの原因を特定することは難しいです。様々な電気的、機
械的および電気機械的デバイスで密に接続されているためです。
ER5000の接地システムは、低域フィルターでパワー/基板グラウンド
からのシグナルグラウンドを分離することにより、ノイズ問題を最
小限にするように設計されました。Hしかし、ノイズ問題がある場
合、ジャンパーをインストールすることが役に立つかもしれません。 

ER3000/ER5000モード選択のためのジャンパー
デフォルトでは、ER5000 は、16-ビットのA/D コンバータを使用して
アナログ入力をデジタルに翻訳します。前の型では、ER3000は12- 
ビットのコンバータを使用しました。ER5000 が本来、ER3000のた
めに書かれたソフトウェアに制御されるアプリケーションでは、 ジ
ャンパー J9 により、ER5000は、16-ビットから12-ビットの A/D 変換
に切り替えることができ、アプリケーションは、ソフトウェアの書き
替えを要求することなく、新しいコントローラを一体化します。

ジャンパーJ9がオンになっている場合、 幾つかのER5000の新しい
機能は動作しませんが、それには一時停止モードおよび幾つかの
プロファイルのコマンドが含まれます。(ソーク、イフ（条件式）、移
動)。内部変数の中にもまた、16-ビットから12-ビットに切り替える
ものがあり、正しい比率に設定されるべきです。影響される変数に
ついての詳細は、内部変数のセクションを参照してください。 
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LED表示灯をチェックする

 警告
コントローラが電源装置に接続されているか、およびLED表示灯を調べ
るためにカバーが取り外されたとき、コントローラの重要な構成要素が
露出されることに注意してください。カバーを外すときは、常に厳重に注
意してください。

Figure 64 は、ER5000の配電盤上にある4つのLED表示灯の位置を
示しています。コントローラのステータスを評価するために、LED表
示灯を、手早く視覚的に参照できます。
設置の間に、LED1(赤色）およびLED4(赤色)を使用して、ER5000を
正しく電源装置に配線しているかを確認してください。 

RS485を介して通信している場合、たとえば、ネットワークのデイ
ジーチェーンの一部として、 LED2 (緑) およびLED3 (琥珀色) は 
ER5000 がデータを送受信していることを確認します。 

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

ER5000 のRS485コンバータへの正しい配線については、	
ページ 89 から ページ 93 を参照してください。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

LED2 (緑) および LED3 (琥珀色)は、ER5000 が RS485を使用して
通信を行う際に、データの伝送に応答します。これらのLEDは、ER5000が
USBを使用して通信する場合にはデータの送信に応答せず、ご使用のアプリ
ケーションの特定の構成により、オンまたはオフとなります。これらは、USB 
が使用されているときは、設置または操作の間に確認される必要はありま
せん。

LEDは、適性に稼働していないコントローラのトラブルシューティン
グに役立ちます。

LED4
「ハートビート」

（赤）
安定した速度でオンとオ
フで点滅しなくてはなり

ません。

LED1
通電表示灯
（赤）
連続してオンでなけ
ればならない

LED3
受信データ
（琥珀色）

ER5000がRS485を介
してデータを受信する
ときに点滅する

LED2
送信データ

（緑）
ER5000がRS485を介し
てデータを送信するとき

に点滅する

Figure 64: LED 表示灯
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LED 表示灯を使用して、電源投入時の電源装置を検証する 

1. ER5000に電源を投入する。 
2. ER5000のLED表示灯をチェックしてください。次のように表示
されるべきです: 

• LED1 = オン
• LED4 = 点滅表示 

3. LED表示灯がこのように表示されない場合、電源の配線	—	全
ての適用を参照し、ER5000が電源装置に正しくワイヤで接続
されているかを検証してください。

LED 表示灯を使用してRS485の通信を検証する 

1. 上記で述べたように、ER5000に電源を投入しおよび電源装置
を検証してください。

2. ERTune™ プログラムが開きます。 
3. ER5000のLED表示灯を確認してください。次のように表示さ
れるべきです: 

• LED2 =オンおよびオフで点滅する。
• LED3 =オンおよびオフで点滅する。 

4. LED表示灯がこのように表示しない場合、ページ	89 から	
ページ 93 まで参照し、アプリケーションによって異なりま
すが、ER5000がRS485コンバータに正しくワイヤで接続され
ているかを検証してください。
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ERTune™ プログラムを開く

ERTune™ プログラムを開くには、ER5000に電源が投入さ
れ、USBまたはRS485を介してコンピュータに接続されなければなりませ
ん。

コントローラの電源を切るかまたは通信ケーブルを切断してか
ら、ERTune™ プログラムを閉じなくてはなりません。 

コントローラが接続され、および電源を投入されるとき
に、ERTune™ プログラムは直接的に、開かなければなりません。

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

通常の操作の中で、ERTune™ プログラムが開くと、 Comm Error 
ウィンドウが一時的に現れることがあります。トラブルシューティングの行
為に取り掛かる前に、10-20 秒かかります。

Comm Error (通信エラー) ウィンドウが開き、20秒を超えて開き続
ける場合、次のステップに従ってください:

1. ご使用の	アプリケーションで、すべての電源および通信の配
線をチェックしてください。

2. ポートを探す のボタンをクリックしてください。ERTune™ プ
ログラムが使用中のすべてのCOM ポートをスキャンします。

3. ノードアドレスの下の 検索する のボタンをクリックしま
す。ERTune™プログラムは、250のすべてのノードアドレスをス
キャンします。

4. プログラムが開かない場合、Comm Error ウィンドウを閉じ
て、ER5000がコンピュータと通信するために正しく構成され
ているかチェックしてください。
a. RS485を介して通信する場合、LED 表示灯を使用して

RS485の通信を検証するを参照してください。 
b. USBを介して通信する場合、次のステップに従ってください:

 > コントローラが正しく構成されていて、しかしプログラ
ムがまだ開かない場合、USB ケーブルをコンピュータ
から外し、もう一度、接続し直してください

 > プログラムがまだ開かない場合、ER5000の電源を落
とし、再び電源を投入してください

 > 依然としてプログラムが開かない場合、ページ 204 
またはページ 205 のステップに従い、およびER5000
のデバイスドライバを再インストールしてください。

5. 依然として問題が残存する場合は、TESCOM™ サポートに連
絡してください。
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ERTune™メニューバーで警報を確認してください。
ERTune™ プログラムのメニューバーが2つの警報を表示
します: フィードバックがない および シミュレーショ
ンです。

フィードバックがない の警報は、プログラムがコントロー
ラと通信を行っているが、フィードバックの信号を受け取っ
ていないことを示します。 

この警報は、通常は、ワイヤの問題を示します。はじめにまたは 
様々な設置のセクションを参照し、ご使用のアプリケーション
のワイヤが正しいか、およびご使用のワイヤが正しく設置され
ているかを検証してください。 

• 4–20	mA のフィードバック用トランスデューサーを使用
している場合、一般的なエラーは、黄色のワイヤ（ピン
4）および小麦色のワイア（ピン12）が接続されていな
いことです。

• 電圧/電流選択のためのジャンパーが、ご使用のアプリ
ケーション内で、確実に適切な位置にあるようにチェッ
クしてください。このセクションの前半にあるジャンパ
ーの構成を確認するを参照してください。

シミュレーションの警報は、ERTune™プログラムがシ
ミュレーションモードで開かれていることを示します。 

シミュレーションモードでは、プログラムは通常は、制
御に応答します。しかし、コントローラが電源を投入さ
れおよび適切に接続されていても、プログラムはコン
トローラと積極的に通信を行いません。
シミュレーションモードは、訓練する目的には有益で
すが、ER5000と通信したいときには閉じられる必要が
あります。
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ER5000がセットポイントの変更に適切に応答しない場合、圧力の
接続をチェックしてください。 

 警報
• コントローラまたは何らかの関連機器を、本コントローラまたは関

連機器の最大定格電圧を超える圧力を持つ供給源に、決して接続し
ないでください。

• 供給圧力は、ISA（万国規格統一協会）基準7.0.01の必要条件を満たす清
浄で、乾性の不活性ガス、または空気でなければなりません。

• ER5000は、周囲の大気にパイロット圧を排出します。周囲を囲まれた場
所に本ユニットを設置する場合は、周囲の大気の酸素不足による窒息状
態を回避するために、排出口は遠く離れた安全な場所に放出するように
してください。

圧力制御に問題がある場合: 

1. 空気圧接続を確認してください。 
• 入口圧力が、左のポート(Figure 65に表示される)である入
口ポートに加えられる必要があります。TESCOM™	80129 
1/8" NPTF オスチューブコネクタのようなコネクタを使用し、
空気はしっかりと、適切に封じ込められる必要があります。

(次ページへ続く)

IN EXH

ER5000 Series
Electropneumatic Controller

ER5000 Series
Electropneumatic Controller

大気に放出するための排出口ポート

入口ポートに接続される入口圧力

Figure 65: 入口圧力の適切な設置
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ER5000がセットポイントの変化に適切に応答しない場合、圧力の
接続をチェックしてください（連続的）。

• 入口圧力は、110 ゲージ圧/ 7.5 バールで、および最大値
は、120 ゲージ圧/ 8.2 バールであるべきです。 

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

最小の入口圧力は、ER5000に要求される出力より、1
ポンド/平方インチ絶対圧力上でなければなりません。

• ゲージポートは、ゲージが設置されない場合、Figure 66で
示されるように、プラグで接続されなければなりません。ゲ
ージが設置される場合、適切にしっかりと空気を封じ込め
るシールが必要です。. 

2. ERTune™ プログラムを開き、ER 設定パネルに表示されるように
コントロールモードをチェックし、およびセットポイントパネルに
表示されるようにセットポイントソースをチェックしてください。 

3. アナログセットポイントソースを使用している場合、セットポイン
トパネルでアナログセットポイントソースが選択されているかチ
ェックしてください。さらに、ご使用のアプリケーションに電圧/電
流を選択するジャンパーが、確実に適切な場所に配置されてい
るようチェックしてください。このセクションの前半にあるジャン
パーの構成を確認するを参照してください。 

4. PID 制御パネルに表示されるように、PIDパラメータの値を確
認してください。 

(次のページへ続く)

プラグで接続されたゲージ
ポート(デフォルトの構成)

圧力計測器が設置された
ゲージポート

ER5000 Series
Electropneumatic Controller

ER5000 Series
Electropneumatic Controller

Figure 66: プラグで接続されおよび圧力計測器が設置されたゲージポート
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ER5000がセットポイントの変化に適切に応答しない場合、圧力の
接続をチェックする（連続的）

5. 管理限界が引き起こされないように確認してください。詳細に
ついて管理限界パネルを参照してください。 

6. 問題が解決しない場合、プロットスクリーンのボタン	—	印刷
ボタンを使い、現在の構成のスナップショットを撮り、すべての
調整のパラメータを集め、お近くのTESCOM™	の代表者に連
絡を取ってください。
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ソレノイドバルブの漏洩をチェックする 

ERTune™ プログラムは、コントローラの入口および排出口のバルブ
の自動的テストを含んでいます。プロセスの段階的ステップの説明
については、ER ソレノイド漏洩テストパネル	のセクションを参照し
てください。

アプリケーションの他の構成要素の漏洩をチェックする
TESCOM™ は診断ツールのセットおよび参考資料を診断ツ
ールタブERTune™ プログラムに含んでいます。問題解決の
最初のステップとしての参考文献 システムチェックパネルお
よびレギュレータ漏洩チェックパネル。
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RS485を介しての通信

TESCOM™ モデル # 82948 USB から RS485への コンバータ
コンバータの背後にある4つのDIPのスイッチの場所を確認してくだ
さい。スイッチは、以下のように構成される必要があります:

• RS485

• エコーオフ
• 2本ワイヤ
• 2本ワイヤ

サードパーティのRS232からへのRS485コンバータ 

動作モードの範囲内におけるRS232 からへのRS485コンバータご
使用のアプリケーションがRS232 から RS485へのコンバータを必
要とする場合、次のように構成される必要があります: 

• エコーオフ 

• 送信されたデータ、SD（標本データ）が流量制御に使用され
ます。 

• 応答確認制御は使用されません(RTS/CTS、DSR/DTR)。
さらに、4本ワイヤのRS422コンバータのために(半二重通信):

• 接続する: +TD から +RDへ
• 接続する: –TD から –RD

受諾できる抵抗値 

電源を含み、すべての接続されていない外部配線についても、抵抗
値が測定されなければなりません。コンバータのねじ込み端子が、
確実にきつく締まっているようにしてください。 

受諾できる範囲外の抵抗レベルは、ER5000上の損傷されたRS485
の構成要素を示すかもしれません。. お近くのTESCOMの代表者に
連絡してください。

ER5000のRS485インターフェース 
• +RS485 から接地へ= 10KΩ から50KΩ 

• –RS485から接地へ= 10KΩ から50KΩ 

RS485インターフェースへのコンバータ 
• +RS485から接地へ = 3KΩ から5KΩ 

• –RS485から接地へ= 900Ωから1.2KΩ 



 

ER5000 — 

217戻るwww.emerson.com/tescom

トラブルシューティング

ER5000を制御するのにプロファイルを使用する
プロファイルはER5000の多重ステップのコマンドシーケンスです。
これらは、前もってプログラミング作成の経験をすることをユーザ
ー側に要求しません。簡単な開始/停止の操作からセットポイント
変更のシーケンスまで、ER5000のすべてを導きます。ER5000は、
最高で100のコマンドラインを含むことができ、無期限に稼働する
ループを制御します。
プロファイルに関連する問題は、通常は、コントローラが外部のデ
ジタルデバイスと通信を行い、プロファイルがコマンドのセグメント
を含む場合のアプリケーションに起因します。これらのアプリケー
ションのトラブルシューティングは、一般的に、すべての配線が適切
に構成されているか、およびER5000がいかにデジタル信号を翻訳
するかを制御する内部変数が、正しく設定されているかをチェック
することを含みます。

入力 – プロファイルがデジタル入力1のデジタル入力コマンド
で停止した場合

1. ジャンバーJ14をチェックします。デジタル入力として入力1を
使用するには、それはオフになっていなければなりません。本
セクションの前半にあるジャンパーの構成を確認するを参照し
てください。

2. 変数#77 ( ID_補正された_余分_AD1)をチェックしてくださ
い。目盛りの値は、入力が起動されている場合、 (論理値の	1) 
起動されていない場合 (論理値の0)よりも、高くなければなり
ません。

3. プロットスクリーンの余分の変数の１つを使用し、余分のアナ
ログ入力1 (77)を監視します。プロットスクリーン表示に変数を
追加するTのステップに従ってください。
または
読む/書くパネルの読む/書くフィールドを使用し、77:COMP_余
分_AD1を監視します。

(次ページへ続く)
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4. 変数#77が適切に読まない場合、配線をチェックしてください。
外部制御	/デジタル入力を伴うプロファイル配線条件を参照し
てください。

5. 読む/書くパネルの読む/書くフィールドを使用し、 85:AD_余分
1–トグルを監視し、変更する必要があるかチェックします。変
数#85 (ID_AD_EXTRA1_TOGGLE ) を使用して、 ER5000が変数 
#77を論理値の0 または論理値の1として翻訳するレベルの調
節を行います。
入力が論理値の0および論理値の1の間で切り替わるレベル
を変更するには、書くの機能を使用します

• 85:AD_余分1–トグル は、400から3700の範囲を持つ12-
ビットの変数です。400カウントの値は 0% でおよび3700
カウントは100%となります。カウントとパーセントの間で
変換するには、以下の定式を使用します:

値_パーセント = (値_カウント- 400) * 100 / 3,300

値_カウント= ( 値_パーセント* 3,300 /100) + 400

• デフォルトのトグルレベルは50% または 2050 カウントです。
• ER5000 ソフトウェアは、単位コンバータプログラムを含
み、変換の計算を補助します。単位コンバータのボタンを
クリックすることによりアクセスできますが、それはリソ
ースのセクションにあります。ER5000 のソフトウェア開発
のサポート のセクションを参照すると、リソースのセクシ
ョンにアクセスする詳細が説明されています。 

入力 – デジタル入力2からのデジタル入力で、プロファイルが
開始しない場合

1. ジャンバーJ15をチェックします。デジタル入力として、入力2を
使用するには、それはオフになっていなければなりません。ジ
ャンパーの構成を確認するを参照しますが、このセクションの
前半にあります。

2. 変数#78 ( ID_COMPENSATED_EXTRA_AD2)をチェックしてく
ださい。入力が起動されているとき(論理値の1) は、起動され
ていないとき(論理値の0)より、値が高くなければなりません。

3. プロットスクリーンの余分の変数の１つを使って、余分のアナ
ログ入力1 (78)を監視します。プロットスクリーン表示に変数を
追加するTの手順に従ってください。
または
読む/書くパネルの読む/書くフィールドを使用して、78:補正さ
れた_余分–AD1を監視します。

4. 変数#78が適切に読まれない場合、配線をチェックしてくださ
い。外部制御	/デジタル入力を伴うプロファイル配線条件を参
照してください。

5. 読む/書くパネルの読む/書くのフィールドを使用して、変更が
必要であるか、86:AD_余分2–トグルを監視します。変数#86 
(ID_AD_余分2_Tトグル )を使用して、ER5000が変数#78を、論
理値の0または論理値の1として翻訳するときのレベルを調節
します。
入力が論理値の0および論理値の1の間で切り替わるレベル
を変更するには、書くの機能を使用します

(次ページへ続く)
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• 86:AD_余分2–トグルは、400から3700の範囲を持つ、12-
ビットの変数です。 400カウントの値は0%、および3700カ
ウントの値は100%です。カウントとパーセントの間で変換
するには、以下の定式を使用します:

値_パーセント = (値_カウント - 400) * 100 / 3,300

値_カウント = ( 値_パーセント* 3,300 /100) + 400

• デフォルトのトグルレベルは50% または 2050 カウントです。
• ER5000 ソフトウェアは、単位コンバータプログラムを含
み、変換の計算を補助します。単位コンバータのボタンを
クリックすることによりアクセスできますが、それはリソ
ースのセクションにあります。ER5000 のソフトウェア開発
のサポートのセクションを参照すると、リソースのセクショ
ンにアクセスする詳細が説明されています。 
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ER5000を制御するために、プロファイルを使用する

出力 – プロファイルがデジタルロード1を起動させない場合

1. 読む/書くパネルの読む/書くフィールドを使用して、プロファイ
ルを走らせつつ、88:デジタル_出力1を監視します。入力が起
動されているときは、値は「１」として読まれなければならず、
入力が起動されていないときは、値は「0」として読まれなけ
ればなりません。

2. 変数 #88 (ID_デジタル_出力1) が適切に読まれている場合、
次のステップに従ってください: 

a. 配線をチェックします。デジタル出力のための配線図を参
照してください。

b. 仕事量に供給される動力は、デバイスおよびアプリケーシ
ョンにとって、確実に十分であるようにしてください。

出力 – プロファイルがデジタルロード2を起動させない場合
1. プロファイルを走らせつつ、読む/書くパネルの読む/書くフィー
ルドを使用して、89:デジタル_出力2を監視します。入力が起動
されているときは、値は「１」として読まれなければならず、入
力が起動されていないときは、値は「0」として読まれなけれ
ばなりません。

2. 変数#89 (ID_デジタル_出力2) が適切に読まれている場合、
次のステップに従ってください: 

a. 配線をチェックしてください。デジタル出力のための配線
図を参照してください。

b. 仕事量に供給される動力は、デバイスおよびアプリケーシ
ョンにとって、確実に十分であるようにしてください。
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変数の指数および名称 アクセス タイプ 範囲:十進法 範囲:十六進法
00 - ID_内部_実際の_エラー RO 署名済み -4095 : 4095 -0fff : 0fff

01 - ID_AD_セットポイント RO 未署名の 0 : 65535 0 : ffff

02 - ID_TEMP_調整 RW 未署名の 0 : 65535 0 : ffff

03 - ID_内部_D_COEF1 RW 署名済み -32768 : 32767 -8000 : 7fff

04 - ID_内部_D_COEF2 --- --- --- ---

05 - ID_補正された_外部_センサ RO 未署名の 0 : 65535 0 : ffff

06 - ID_補正された_内部_センサ RO　 未署名の 0 : 65535 0 : ffff

07 - ID_未処理の_外部_センサ RO　 未署名の 0 : 65535 0 : ffff

08 - ID_未処理の_内部_センサ RO　 未署名の 0 : 65535 0 : ffff

09 - ID_コントロール_モード RW 署名済み 0 : 3 0 : 3

10 - ID_内部_微分 RO　 署名済み -32768 : 32767 -8000 : 7fff

11 - ID_内部_実効_誤差 RO　 署名済み -32768 : 32767 -8000 : 7fff

12 - ID_パルス幅変調_シャットオフ_フラグ RW 未署名の 0 : 1 0 : 1

13 - ID_RTTASK_遅延 RW 未署名の 0 : 65535 0 : ffff

14 - ID_外部_実際の_誤差 RO　 署名済み -4095 : 4095 -0fff : 0fff

15 - 確保された --- --- --- ---

16 - ID_外部_D_COEF1 RW 署名済み -32768 : 32767 -8000 : 7fff

17 - 確保された --- --- --- ---

18 - ID_外部_実効_誤差 RO　 署名済み -32768 : 32767 -8000 : 7fff

19 - ID_内部_センサ_最小値 RW 未署名の 0 : 4095 0 : 0fff

20 - ID_内部_センサ_最大値 RW 未署名の 0 : 4095 0 : 0fff

21 - ID_外部_積分_定数 RW 署名済み -32768 : 32767 -8000 : 7fff

22 - ID_外部_積分_最大値 RW 署名済み -32768 : 32767 -8000 : 7fff

変数の指数および名称 アクセス タイプ 範囲:十進法 範囲:十六進法
23 - ID_外部_積分_合計 RW 署名済み -32768 : 32767 -8000 : 7fff

24 - 確保された --- --- --- ---

25 - ID_外部_比例_定数 RW 署名済み -32768 : 32767 -8000 : 7fff

26 - ID_工場_最小値_入口 RW 未署名の 0 : 250 0 : fa

27 - ID_工場_最小値_排出口 RW 未署名の 0 : 250 0 : fa

28 - ID_内部_積分_定数 RW 署名済み -32768 : 32767 -8000 : 7fff

29 - ID_内部_積分_最大値 RW 署名済み -32768 : 32767 -8000 : 7fff

30 - ID_内部_積分_合計 RW 署名済み -32768 : 32767 -8000 : 7fff

31 - 確保された --- --- --- ---

32 - 確保された --- --- --- ---

33 - 確保された --- --- --- ---

34 - ID_出力 RO　 署名済み -32768 : 32767 -8000 : 7fff

35 - ID_内部_比例_定数 RW 署名済み -32768 : 32767 -8000 : 7fff

36 - ID_補正された_温度_センサ RO　 未署名の 0 : 65535 0 : ffff

37 - ID_セットポイント RW 未署名の 0 : 4095 0 : 0fff

38 - ID_未処理の_温度_センサ RO　 未署名の 0 : 4095 0 : 0fff

39 - ID_ゲイン RW 未署名の 0 : 65535 0 : ffff

40 - ID_偏差 RW 未署名の 0 : 65535 0 : ffff

41 - ID_ARDG RO　 未署名の 0 : 65535 0 : ffff

42 - ID_ノード RW 未署名の 1 : 250 1 : fa

43 - ID_セットポイント_フラグ RW 署名済み 0 : 4 0 : 4

44 - ID_フィードバック RO　 未署名の 0 : 4095 0 : 0fff

45 - ID_プロファイル_ループ_カウント RO　 未署名の 0 : 30000 0 : 7530

ER5000内部変数の表
Table 27: ER5000内部変数 
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変数の指数および名称 アクセス タイプ 範囲:十進法 範囲:十六進法
46 - ID_ソレノイド_方向 RW 署名済み 0 : 1 0 : 1

47 - ID_最小値_入口 RW 未署名の 0 : 250 0 : fa

48 - ID_最小値_排出口 RW 未署名の 0 : 250 0 : fa

49 - ID_外部_積分_最小値 RW 署名済み -32768 : 32767 -8000 : 7fff

50 - ID_内部_積分_最小値 RW 署名済み -32768 : 32767 -8000 : 7fff

51 - ID_未処理の_AD_セットポイント RO　 未署名の 0 : 65535 0 : ffff

52 - ID_シリアル_ナンバー RW 未署名の 0 : 65535 0 : ffff

53 - ID_バージョン_番号 RW 未署名の 0 : 65535 0 : ffff

54 - ID_最小値_AD_セットポイント RW 未署名の 0 : 4095 0 : 0fff

55 - ID_最大値_AD_セットポイント RW 未署名の 0 : 4095 0 : 0fff

56 - ID_最小値_補正された_内部_センサ RW 未署名の 0 : 4095 0 : 0fff

57 - ID_最大値_補正された_内部_センサ RW 未署名の 0 : 4095 0 : 0fff

58 - ID_最小値_補正された_外部_センサ RW 未署名の 0 : 4095 0 : 0fff

59 - ID_最大値_補正された_外部_センサ RW 未署名の 0 : 4095 0 : 0fff

60 - ID_最小値_内部_実際の_エラー RW 署名済み -32768 : 32767 -8000 : 7fff

61 - ID_最大値_内部_実際の_エラー RW 署名済み -32768 : 32767 -8000 : 7fff

62 - ID_最小値_外部_実際の_エラー RW 署名済み -32768 : 32767 -8000 : 7fff

63 - ID_最大値_外部_実際の_エラー RW 署名済み -32768 : 32767 -8000 : 7fff

64 - ID_パルス幅変調_ 管理_限界_状態 RW 署名済み 0 : 3 0 : 3

65 - ID_パルス幅変調_値 RO　 署名済み -250 : 250 -fa : fa

66 - ID_内部_積分_不感帯 RW 未署名の 0 : 4095 0 : 0fff

67 - ID_外部_積分_不感帯 RW 未署名の 0 : 4095 0 : 0fff

68 - ID_フィードバック_フィルター RW 未署名の 0 : 1 0 : 1

69 - ID_プロファイル_タイプ RO　 未署名の 0 : 11 0 : b

変数の指数および名称 アクセス タイプ 範囲:十進法 範囲:十六進法
70 - ID_プロファイル_状態 RW 未署名の 0 : 2 0 : 2

71 - ID_プロファイル_ステップ RO　 未署名の 0 : 31 0 : 1f

72 - ID_緊急停止_フラグ RW 未署名の 0 : 1 0 : 1

73 - ID_パルス RW 未署名の 1798 : 2298 0706 : 08fa

74 - ID_余分_AD1 RO　 未署名の 0 : 65535 0 : ffff

75 - ID_余分_AD2 RO　 未署名の 0 : 65535 0 : ffff

76 - 確保された --- --- --- ---

77 - ID_補正された_余分_AD1 RO　 未署名の 0 : 65535 0 : ffff

78 - ID_補正された_余分_AD2 RO　 未署名の 0 : 65535 0 : ffff

79 - ID_範囲_最小値_入口 RW 未署名の 0 : 20 0 : 14

80 - ID_範囲_最小値_排出口 RW 未署名の 0 : 20 0 : 14

81 - ID_パルス_周期 RW 未署名の 0 : 200 0 : c8

82 - ID_パルス_幅 RW 未署名の 0 : 250 0 : fa

83 - ID_パルス_不感帯 RW 未署名の 0 : 330 0 : 14a

84 - ID_パルス_使用可能 RW 未署名の 0 : 1 0 : 1

85 - ID_AD_余分1_トグル RW 未署名の 0 : 4095 0 : 0fff

86 - ID_AD_余分2_トグル RW 未署名の 0 : 4095 0 : 0fff

87 - ID_出口_フィードバック_ソース RW 未署名の 0 : 1 0 : 1

88 - ID_デジタル_出力1 RW 未署名の 0 : 1 0 : 1

89 - ID_デジタル_出力2 RW 未署名の 0 : 1 0 : 1

90 - ID_デジタル_出力1_INIT RW 未署名の 0 : 1 0 : 1

91 - ID_デジタル_出力2_INIT RW 未署名の 0 : 1 0 : 1

92 - ID_DA_アナログ_出力 RW 未署名の 0 : 4095 0 : 0fff

93 - ID_TTL_エラー RW 未署名の 0 : 4095 0 : 0fff
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変数の指数および名称 アクセス タイプ 範囲:十進法 範囲:十六進法
94 - ID_TTL_エラー4095 RW 未署名の 0 : 4095 0 : 0fff

95 - ID_DA_アナログ_書く_フラグ RW 未署名の 0 : 1 0 : 1

96 - ID_TTL_フラグ RW 未署名の 0 : 1 0 : 1

97 - ID_ダイアフラム_保護_使用可能 RW 未署名の 0 : 1 0 : 1

98 - ID_センサ_フラグ RW 未署名の 0 : 1 0 : 1

99 - ID_ダイアフラム_保護_偏差 RW 未署名の 0 : 4095 0 : 0fff

100 - ID_CAL_偏差_アナログ_SP RW 署名済み -32768 : 32767 -8000 : 7fff

101 - ID_CAL_ゲイン_アナログ_SP RW 未署名の 0 : 65535 0 : ffff

102 - ID_CAL_偏差_外部_フィードバック RW 署名済み -32768 : 32767 -8000 : 7fff

103 - ID_CAL_ゲイン_外部_フィードバック RW 未署名の 0 : 65535 0 : ffff

104 - ID_CAL_偏差_余分1 RW 署名済み -32768 : 32767 -8000 : 7fff

105 - ID_CAL_ゲイン_余分1 RW 未署名の 0 : 65535 0 : ffff

106 - ID_CAL_偏差_余分2 RW 署名済み -32768 : 32767 -8000 : 7fff

107 - ID_CAL_ゲイン_余分2 RW 未署名の 0 : 65535 0 : ffff

108 - 確保された --- --- --- ---

109 - 確保された --- --- --- ---

110 - 確保された --- --- --- ---

変数の指数および名称 アクセス タイプ 範囲:十進法 範囲:十六進法
111 - 確保された --- --- --- ---

112 - ID_CAL_偏差_アナログ_出力 RW 署名済み -32768 : 32767 -8000 : 7fff

113 - ID_CAL_ゲイン_アナログ_出力 RW 未署名の 0 : 65535 0 : ffff

114 - 確保された --- --- --- ---

115 - 確保された --- --- --- ---

116 - 確保された --- --- --- ---

117 - 確保された --- --- --- ---

118 - 確保された --- --- --- ---

119 - ID_プロファイル_スタートラン RW 未署名の 0 : 1 0 : 1

120 - ID_モード_ER3000_ER5000 RO　 未署名の 0 : 1 0 : 1

121 - ID_一時停止 RO　 未署名の 0 : 1 0 : 1

122 - ID_セットポイント_リセット RW 未署名の 0 : 1 0 : 1

123 - ID_DAC_内部_センサ_偏差 RW 署名済み 0 : 4095 0 : fff

124 - ID_DAC_内部_センサ_ゲイン RW 未署名の 0 : 4095 0 : fff

125 - ER5000_タグ RO 未署名の 0 : 65535 0 : ffff

126 - 確保された --- --- --- ---

127 - 確保された --- --- --- ---
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ER5000 内部変数 

ER5000 は、USB または RS485 インターフェースを介してアクセスで
きる、多くの内部変数を持っています。最も汎用される変数は下記
にリストアップされています。変数の指数番号、名称および説明が
表示されています。変数 フィールドは読む/書くパネルにあり、パワ
ーユーザータブに含まれていますが、そのフィールドのドロップダウ
ンリストから選択された値が指数番号です。ERTune™ プログラム
内にあり、特定された変数にアクセスできます。内部変数の完全な
リストがTable 27に表示されています。 

ER5000のセットポイントおよびフィードバックの変数 

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

変数#37 (ID_セットポイント)および変数#44 (ID_フィードバック)で
は、400 カウントの値が0%でおよび3700カウントが100%です。カウントと
パーセントの間で変換するには、以下の定式を使用します:

• 値_パーセント= (値_カウント- 400) * 100 / 3,300

• 値_カウント= (値_パーセント* 3,300 /100) + 400

37  ID_セットポイント
これは、コントローラのセットポイントです。 

43  ID_セットポイント_フラグ
この変数はセットポイントのソースを決定する変数	#37 (ID_セ
ットポイント)です。

• 0 =>	 A/Dからのセットポイント、アナログセットポイント入力
• 1 =>	 RS485 または USB ネットワーク、一般的にはコンピュ

ータからのセットポイント
• 2 =>	 内部プロファイルからのセットポイント
• 3=> 	 A/Dからのセットポイント、アナログセットポイント入

力、およびプロファイルモード
• 4=> 	 ERTune™ プログラムを動作中に、外部デバイスから

のセットポイントを監視する

44  ID_フィードバック
これは、コントローラの全体のフィードバックシグナルです。内部
センサモードでは、内部フィードバックと同一です。外部センサ
モードまたはカスケードモードでは、外部ループフィードバック
と同等です。 

87   ID_外部_フィードバック_ソース
これは、外部フィードバックのソースを決定します。

• 0 => 	 補正された外部センサからのフィードバックで、変数	#5 
(ID_補正された_外部_センサ)を参照してください。

• 1 =>	 余分のアナログ入力1からのフィードバックで、変
数	#77 (ID_補正された_余分_AD1)を参照してくださ
い。 
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ER5000 構成変数 

09  ID_コントロール_モード
この変数は、コントローラのコントロールモードを確立しま
す。4の値は、管理限界を超えたときにのみ、起こります。変
数#54 (ID_最小値_AD_セットポイント) から#64 (管理_限
界_状態)をご覧ください。5の値は、コントローラがESTOP、緊
急停止モードの場合にのみ起こります。 

• 0 =>	 内部フィードバックモード
• 1 =>	 外部フィードバックモード
• 2 =>	 カスケードモード
• 3 =>	 手動モード 
	 	セットポイント = 0x08fa => 入口開放
	 セットポイント = 0x0800 =>ソロノイド閉鎖
	 セットポイント= 0x0706 => 排出口開放 

• 4 =>管理限界モード(読み取りのみ)

• 5 => 緊急停止(読み取りのみ) 

42   ID_ノード
これは、ユニットのネットワークにあるノードのアドレスです。
この変数が変更されると、すべての将来の通信は新しいノー
ドアドレス宛に送られなければならないことに留意してくださ
い。 

52   ID_シリアル_ナンバー
これは、ユニットにシリアルナンバーです。これは、工場でプロ
グラムされ、およびユーザーが変更することはできません。 

53   ID_バージョン_番号
これは、埋め込まれたソフトウェアのバージョン番号です。 

120  ID_モード_ER3000_ER5000
これは、ジャンパーJ9をインストールするかまたは取り除くかに
よって決定される、動作の選択されたモードです。

• 0 =>	 ER5000モード
• 1 =>	 ER3000モード

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

ジャンパーの変更が認識された場合には、ユニットは電源を
落とされるか/投入されるかされなければなりません。

122  ID_セットポイント_リセット
この変数は、ER5000の起動時セットポイントを確立します。
それが起動されるとき(値 = 1)、 ER5000 は、	ゼロで起動し
ます。 
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ER5000の内部ループ調整のための変数 

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

変数#6 (ID_補正された_内部_センサ) は 16-ビットですが、コン
トローラはER5000モードになっています。(ジャンパーJ9 = オフ、変数#120 
(ID_モード_ER3000_ER5000) => 0). コントローラがER5000モードにあると
き、 6400 カウントの値は0% および59200カウントは100%となります。カ
ウントとパーセントの間で変換するには、以下の定式を使用します: 

• 値_パーセント = (値_カウント16 - 6,400) * 100 / 52,800
• 値_カウント16 = (値_パーセント * 52,800 / 100) + 6,400

変数#6 は、12-ビット ですが、コントローラがER3000モードにある
場合です (ジャンパーJ9 = オン、変数#120 (ID_モード_ER3000_ER5000) 
=> 1)。 コントローラが12-ビットで ER3000モードにあるとき、400カ
ウントの値は0%および3700カウントは100%です。カウントとパーセン
トの間で変換するには、以下の定式を使用します:

• 値_パーセント= (値_カウント- 400) * 100 / 3,300

• 値_カウント= (値_パーセント* 3,300 /100) + 400

03   ID_内部_D_COEF1
これは内部ループのための微分項、微分定数です。 

06   ID_補正された_内部_センサ
これは、温度が補正された後の、補正された内部センサの値
であり、ゼロおよびスパンが未処理の信号に適用されます。
値は、6400が0%および59200が100%です。コントローラが
ER5000モードにあるとき、この変数はデータを16-ビットモー
ドに記録し、変数#44 (ID_フィードバック)よりもさらに正確な
データ収集を提供します。

28   ID_内部_積分_定数
これは、内部ループのための積分項、積分定数です。 

29   ID_内部_積分_最大値
これは、内部ループの積分合計に容認される最大値です。 

30   ID_内部_積分_合計
これは、内部ループの積分合計の値です。積分定数とエラー
数を掛けて乗じ、および積分合計の前回の値とその結果を合
計することにより生じます。 

35   ID_内部_比例_定数
これは、内部ループの比例項(比例定数) です。 

50   ID_内部_積分_最小値
これは、内部ループの積分合計に容認される最小値です。 

66   ID_内部_積分_不感帯
これは、値が変化する積分合計に要求される、内部ループのエ
ラーの最小値です。ゼロに設定されることが多く、および影響
はありません。しかし、一度、エラーが一定の値を下回って減
少し、統合することを止めた方がいい場合、たとえば、履歴効
果を持つ外部のドーム荷重のレギュレータを使用している場
合、このパラメータは容認できるエラーの最小値に設定される
べきです。 
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ER5000の外部ループ調整の変数 

16   ID_外部_D_COEF1
これは外部ループのための微分項(微分定数) です。 

21   ID_外部_積分_定数
これは、外部ループの積分項(積分定数)です。 

22   ID_外部_積分_最大値
これは、外部ループの積分合計に容認される最大値です。 

23   ID_外部_積分_合計
これは、外部ループの積分合計の値です。積分定数とエラーを
掛け、および積分合計の前回の値とその結果を合計すること
により生じます。 

25   ID_外部_比例_定数
これは、外部ループの比例項（比例定数）です。 

49   ID_外部_積分_最小値
これは、外部ループの積分合計に容認される最小値です。 

67   ID_外部_積分_不感帯
これは、値が変化する積分合計に要求される外部ループの最
小のエラーです。ゼロに設定されることが多く、および影響は
ありません。しかし、一度、エラーが一定の値を下回って減少
し、統合することを止めた方がいい場合、たとえば、履歴減少
を持つドーム荷重のレギュレータを使用している場合、このパ
ラメータは容認できる最小のエラーに設定されるべきです。 
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ER5000 のアナログ入力の変数

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

下記に変数が表示されています: 

• 変数#1(ID_AD_セットポイント)

• 変数#5(ID_補正された_外部_センサ)

• 変数#77 (ID_補正された_余分_AD1) 

• 変数#78 (ID_補正された_余分_AD2) 

これらの変数は16-ビットit ですが、コントローラがER5000モードにある
場合です(ジャンパーJ9 = オフ、変数#120 (ID_モード_ER3000_ER5000) => 
0)。コントローラかER5000モードにあるとき、 6400 カウントの値は0% お
よび59200カウントは100%となります。カウントとパーセントの間で変換す
るには、次の	定式を使用してください: 

• 値_パーセント = (値_カウント16 - 6,400) * 100 / 52,800
• 値_カウント16 = (値_パーセント* 52,800 / 100) + 6,400

これらの変数は12-ビット ですが、コントローラがER3000 モード
にあるときです(ジャンパー J9 = オン、変数#120 (ID_モード_ER3000_
ER5000) => 1)。 コントローラが12-ビットで ER3000モードにあると
き、400カウントの値は0%および3700カウントは100%です。カウント
とパーセントの間で変換するには、以下の定式を使用します:

• 値_パーセント= (値_カウント- 400) * 100 / 3,300

• 値_カウント = ( 値_パーセント* 3300 /100) + 400

01   ID_AD_セットポイント
これは、アナログセットポイントの値です。値は、6400が0%
および59200が100%です。変数	#43 (ID_セットポイント_フ
ラグ)によって、コントローラが使用するとプログラムされて
いない場合、アナログセットポイントは使用されないことに
留意してください。コントローラがER5000モードの場合、この
変数は 16-ビットモードでデータを記録し、変数#37 (ID_セッ
トポイント)よりもさらに正確なデータ収集を提供します。

05   ID_補正された_外部_センサ
これは、直線化の後の補正された外部センサバルブです
が、未処理の信号にゼロおよびスパンが適用されています。
値は、6400が0%および59200が100%です。コントローラが
ER5000モードにあるとき、この変数はデータを16-ビットモード
に記録し、変数#44 (ID_フィードバック)よりもさらに正確なデー
タ収集を提供します。

77   ID_補正された_余分_AD1
この入力は、「F」モデルでのみ使用可能です。これは、補正さ
れた外部アナログ入力の値であり、未処理の信号に直線化
が適用された後のものです。値は、6400が0%および59200が
100%です。 
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78   ID_補正された_余分_AD2
この入力は、「F」モデルでのみ使用可能です。これは、補正さ
れた外部アナログ入力の値であり、未処理の信号に直線化
が適用された後のものです。値は、6400が0%および59200が
100%です。

85   ID_AD_余分1_トグル
この値は、ER5000が変数#77 (ID_補正された_外部_AD1) 
を、論理値の0または論理値の1として翻訳するレベルを調整
するのに使用されます。 

86   ID_AD_余分2_トグル
この変数は、ER5000が変数#78(ID_補正された_余分の_AD2) 
を論理値の0 または論理値の1として翻訳するレベルを、調整
するために使用されます。 

ER5000 の圧力のプロファイル変数 

45  ID_プロファイル_ループ_カウント
この変数はプロファイルのループを介してカウント数を表示し
ます。ループコマンドのセグメントがプロファイルに加えられ、
およびカウントの各ループごとに1ずつ減るときに、カウンタ
は、プロファイルビルダの ループの数 (0=>常に)のフィールド
に入力されているループ数から開始します。

69   ID_プロファイル_タイプ
これは、現在動作中のプロファイルステップのタイプです。 

• 0 => 停止する 
• 1 => ランプ
• 2 =>ステップ
• 3 => ドエル
• 4 => デジタル出力
• 5 => デジタル入力
• 6 => ループ
• 7 => 変数の変更
• 8 => デルタ
• 9 => イフ
• 10 => ヘ移動する
• 11 => ソーク
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70   ID_プロファイル_状態
これは、プロファイルの実行状態です。 

• 0 =>	 停止する 

• 1 =>	 スタートする 

• 2 =>	 動作する 

71   ID_プロファイル_ステップ
これは、現在実行中のプロファイルのステップです。 

119   ID_順番がないリスト_プロファイル_スタートラン
これは、プロファイルの再スタートモードです。 

• 0 => 手始めにプロファイルを再スタートする
• 1 => 現在のプロファイルステップでプロファイルを再開さ

せる

ER5000 のシングル「パフ」のソレノイド制御変数 

73   ID_パルス
この変数は、1パルスの持続時間の特定された間だけ、入口ま
たは排出口を開放します。1パルスの持続時間後、変数は0の
値に戻ります。 

• 0x08fa => 入口は完全に開放する
• 0x0800 => 両方のバルブは閉鎖される

• 0x0706 => 排出口は完全に開放される

ER5000のパルスモード変数 

81   ID_パルス_周期
これはパルスモードが起動されているときに、パルスの速度を
制御します。ソレノイドの1つにパルスを送る前に、この値は、い
くつのパスが制御アルゴリズム(1パスにつき25ミリ秒) を通過
するかを表示します。 

82   ID_パルス_幅
これは、パルスモードが起動しているときに、ソレノイドがどの
くらいの長さの間、開かれているかを制御します。この数字の
一部は、容認される装置の振動(またはノイズ) をごく小さい数
字に補正するので、ソレノイドバルブを開放しません。 

83   ID_パルス_不感帯
これは、セットポイントからのエラーであり、パルス機能がパル
シングを停止できるようにします。これはセンサから読み取ら
れたカウントの値です。エラーの1カウントは、.03% であり、お
よびこの数字は一般的には0から3の範囲にあります。 

84   ID_パルス_使用可能
これは、バルス機能をオン(1) またはオフ(0)にします。 
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ER5000 のアナログおよびデジタル出力変数 

88   ID_デジタル_出力1
この変数はプログラムか、またはデジタル出力コマンドを使用
して、埋め込まれたプロファイルによって、直接的に書かれま
す。この変数は、J4 ピン 7 (青い	配線)であるデジタル出力＃１
に書き込まれます。 

89   ID_デジタル_出力2
この変数は、プログラムまたはデジタル出力コマンドを使用し
て、埋め込まれたプロファイルにより、または埋め込まれたコー
ドにより直接的に書かれます。変数#96 (ID_TTL_フラグ) によりこ
の出力を、公差内インジケーターとして使用可能になる場合、埋
め込まれたコードがこの出力を更新します。使用可能な場合、変
数#93 (ID_TTL_エラー) および変数#94 (ID_TTL_エラー4095) が、
セットポイント0および4095カウントのそれぞれに、許可されるエ
ラーの最大値をカウントで設定するのに使用されます。埋め込ま
れたコードがこれらのポイント間を補間し、 他のすべてのセット
ポイントの値に許可されるエラーの最大値を見つけます。カウン
トとパーセントの間で翻訳するにはER5000のセットポイントおよ
びフィードバックの変数	を参照してください。この変数は、J4 ピ
ン8であるデジタル出力#2に書き込まれます。 (白い配線).

90  ID_デジタル_出力1_INIT
変数 #88 (ID_デジタル_出力1)のパワーアップ状態

91  ID_デジタル_出力2_INIT
変数#89 (ID_デジタル_出力2)のパワーアップ状態

92  ID_DA_アナログ_出力
0–10Vまたは4–20	mA の出力シグナルを生じさせるために、D/
Aコンバータに書き込まれます 

93   ID_TTL_エラー0
0カウントで許可されるエラーの最小値変数#89 (ID_デジタ
ル_出力2)を参照してください。 

94   ID_TTL_エラー4095
4095カウントで許容されるエラーの最小値変数#89 (ID_デジ
タル_出力2)を参照してください。 

96   ID_TTL_フラグ
この変数は、変数#89 (ID_デジタル_出力2) を公差内インジケー
ターとして使用可能にする(1)かまたは使用不可能(0)にします。 
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ER5000 パルス幅変調 (PWM) コントロール変数 

12   ID_パルス幅変調_シャットオフ_フラグ
変数#13 (ID_RTTASK_遅延) が 0または1ではない場合に、この
ブラグは起動され、および遅れている間に、ER5000が25ミリ
秒ごとに PWM（パルス幅変調）に送るものを指定します。 

• 0 =>	 以前に計算された値をPWM（パルス幅変調）に書き
込む

• 1 =>	  PWM（パルス幅変調）に0を書き込む 

13   ID_RTTASK_遅延
この変数は一般的に0に設定され、制御アルゴリズムが25ミリ
秒ことに、PWM（パルス幅変調）のために新しい値を生み出す
ことを可能にします。一定の装置は、より遅い動作の制御シス
テムを必要としますが、それはこの変数を使用できます。たと
えば、この変数に4を書き込むと、制御アルゴリズムは、100ミ
リ秒ごとに新しいPWM（パルス幅変調）の値を計算すること
ができるようになります。 

19   ID_内部_センサ_最小値
この変数の操作は、0を書き込むことによって一般的に使用で
きなくなります。使用できる場合、内部圧力の最小値を許可し
ます。内部圧力が特定された値より低い場合、圧力を減らす
ために、排出口バルブが開くことはありません。 

20   ID_内部_センサ_最大値
この変数の操作は、4095を書き込むことによって一般的に使用
できなくなります。使用できる場合、内部圧力の最大値を許可
します。内部圧力が指定された値よりも高い場合、圧力を増や
すために、入口バルブが開かれることはありません。 

34  ID_出力
これは、コントローラからの出力の値です。ER5000のバルブ
を制御するのはこの値です。＋の数字は入口バルブを開き、お
よび－の数字は出口バルブを開きます。 

46   ID_ソレノイド
この変数は、出力が＋または－のときに、どのバルブが開くの
かを決定します。通常モードでは、(0 => 通常)、＋の出力が入口
のソレノイドを開きおよび、－の出力が排出口のソレノイドを開
きます 。リバースモードでは、(1 => リバース) ＋の出力が排出
口のソレノイドを開き、および－の出力が入口のソレノイドを開
きます。これは、逆作動システムでは有益です（圧力を上げる
と、プロセス変数を減少させるシステム)。 

47   ID_最小値_入口
これは、入口パルス幅変調器の最小値です。パルス幅変調器の
値の範囲は、0から250です。 

変数#48 (ID_最小値_排出口) に加えて、この変数は、装置の
不感帯を設定します。この変数はソレノイドに依存し、一般的
には10に近い値を持ちます。より大きい値はさらに厳しい規制
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を与えることができますが、より多くのガスが	排出されること
になります。 

48   ID_最小値_排出口
これは、排出口パルス幅変調器の最小値です。パルス幅変調器
の値の範囲は、0から250です。この変数は、変数 #47 (ID_最小
値_入口)に加えて、この変数は装置の不感帯を設定します。この
変数はソレノイドに依存し、一般的には10に近い値を持っていま
す。より大きな値は、さらに厳しい規制を提供しますが、多くのガ
スが排出されることになります。 

65   ID_パルス幅変調_値
これは、ソレノイドのパルス幅変調を制御する値です。＋の値
は、入口のソレノイドが開くことを表し、および－の値は排出
口のソレノイドが開くことを表します。+/-250 の値は、100%の
負荷サイクルを表します(極限まで)。 

121  ID_一時停止
これは、一時停止モードの入力シグナルの状態です。一時停止
モードが起動される場合(1 => 起動される)、入口および排出
口のバルブは完全に閉じられたままとなり、およびPIDアルゴリ
ズムも一時停止されます。解除された場合、(0 => 解除される) 
、コントロールは通常の動作に戻ります。

ER5000のゲイン/偏差の変数 

39   ID_ゲイン
これはゲインの値です。この値は、変数#40 (ID_偏差) に保存
された偏差と共に、フィードバック信号を形成するために使用
されます。変数#44 (ID_フィードバック)をご覧ください: 

フィードバック = ゲイン * 補正された_数値 + 偏差

• 0x0200 => 1/8 ( .2% 可調整)

• 0x1000 => 1 (.025% 可調整)

• 0x8000 => 8 (.003% 可調整) 

40   ID_偏差
これは偏差の値です。この値は、変数#39 (ID_ゲイン) に保存
されるゲインと共に、フィードバック信号を形成するのに使用
されす。変数#44 (ID_フィードバック)をご覧ください: 

フィードバック = ゲイン * 補正された_数値 + 偏差

• 0x0000 => -1/2 FS　
• 0x0fff => +1/2 FS 
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内部変数

ER5000の管理限界変数 

64   ID_パルス幅変調_管理_限界
プログラムされた限界の何かしらが超過したときに、この変数
はコントローラの条件を設定します。普通は、限界が	上回られ
ると、装置は排出口を開き、および入口バルブを閉じるように
設定されます。 

CAUTIONCAUTION

WARNINGWARNING

工場から出荷されるときに、限界は外部境界(使用不
可能)に設定されます。ユニットは、限界がもはや上回られない
ときに、自動的に管理限界の条件から切り離されます。 

• 0 => 入口_閉鎖_排出口_閉鎖
• 1 => 入口_開放_排出口_閉鎖
• 2 => 入口_閉鎖_排出口_開放
• 3 => 入口_開放_排出口_開放 

特定されたシグナルの管理限界 

これらの変数は、ある信号に容認される最小値および最大値で、限
界が遮断される前に許可されます。さらに、ユニットは、特定された
管理限界の条件内に入ります。 

Table 28: 特定されたシグナルの管理限界

最小値/最大値 制限されたシグナル

54 – ID_最小値_AD_セットポイント
55 – ID_最大値_AD_セットポイント

1 – ID_AD_セットポイント

56 – ID_最小値_補正された_内部_センサ
57 – ID_最大値_補正された_内部_センサ

6 – ID_補正された_内部_センサ

58 – ID_最小値_補正された_外部_センサ
59 – ID_最大値_補正された_外部_センサ

7 – ID_補正された_外部_センサ

60 – ID_最小値_内部_実際の_エラー
61 – ID_最大値_内部_実際の_エラー

0 – ID_内部_実際の_エラー

62 – ID_最小値_外部_実際の_エラー
63 – ID_最大値_外部_実際の_エラー

14 – ID_外部_実際の_エラー
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証明書

全ての証明書類のコピーがwww.tescom.comで入手できます。.証明書 のクイックリンクをクリックしてください。

欧州評議会
一般的に知られている欧州連合の必要条件のすべてに準拠す
EMC（電磁両立性）指令 2014/30/EU（欧州連合）
IEC（国際電気標準会議）/EN（欧州統一規格） 61000-6-2: 2005
IEC（国際電気標準会議）/EN（欧州統一規格）61000-6-4: 2007/A1:2011

http://www.tescom.com
https://www.emerson.com/en-us/catalog/tescom-er5000
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ATEX

 II2GD 0344
SIRA 15ATEX1295X
Ex db IIB+H2 T5 Gb
Ex tb IIIC T100°C IP66 Db
-20°C ≤ T5 ≤ 60°C
EN（欧州統一規格） 
60079-0: 2012: All: 2013
EN（欧州統一規格）60079-1: 2014
EN 60079-31: 2014

IECEx

IECEx CSA 15.0034X
Ex db IIB+H2, T5 Gb
Ex tb IIIC T100°C IP66 Db
-20°C ≤ T5 ≤ 60°C
IEC（国際電気標準会議） 60079-0: 2011
IEC（国際電気標準会議） 60079-1: 2014
IEC（国際電気標準会議） 60079-31: 2014

cCSAus

MC-Cert #: 155335-70013318
クラス I、区分1、グループ B、 C、および D
クラス II、区分1、グループE、F、およびG
クラス III
Ex d IIB + H2 T5 Gb
Ex tb IIIC T100°C Db
AEx d IIB + H2 T5
ゾーン 21 Ex tb IIIC T100°C
-20°C ≤ T5 ≤ 60°C
CSA（カナダ規格協会）規格 C22.2 No. 
30-M1986
UL（順序がないリスト）1203: 第5版

ER5050の危険場所特別要件および証明
全ての証明書類のコピーは、www.tescom.comで入州可能です。証明書のクイックィンクをクリックしてください。

http://www.tescom.com
https://www.emerson.com/en-us/catalog/tescom-er5000
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欧州評議会
一般的に知られている欧州連合の必要条件
のすべてに準拠す
EMC（電磁両立性） 指令 2014/30/EU
国際電気標準会議/欧州統一規格 61000-6-
2: 2005
国際電気標準会議/欧州統一規格 61000-6-
4: 2007/A1:2011

FM（工場主相互保険）
公認されていないが、FM（工場主相互保険）
の基準に準拠しています。FM クラス 3600-
1998 および FM クラス 3615-2006

安全な使用のための特別条件:
• 電源を通す前に、すべてが適切に組み立
てられているか確認してください。

• 爆発的な大気がある場合は、開かないで
ください。

• 国の電気規則の最新版に準じて設置して
ください。

• デバイスに接続するケーブルおよび電線
管は認証された耐炎性のタイプでなけ
ればならず、使用条件に適し、正しく設置
される必要があります。

• 使用されない電線管の差込口は、適切な
打抜加工の要素により閉じられなければ
なりません。

• 18インチ内の電線管差込口のシール
• 20.5 から 28.5 V、直流340	mAmpsに定
格されています。

• 最大の作業圧力: 110 ゲージ圧
• -20°C ≤ Tamb ≤ 60°C
• ねじ山差込口のサイズは、1/8"-27 NPT 
および 1/2"-14 NPTです。場所に関して
は、18ページに参考資料が	あります。

• ユーザー/インストール者は、筐体の基部
にしっかりと取り付けられた3つの 1/8”-
27 NPTプラグのいずれかを取り外さない
でください。取り外すことは、危険場所認
定を無効にします。場所については、	18 
ページに参考資料があります。

• すべてのケーブル、ケーブルグランド、お
よび導体には、85℃の定格温度が必要
です。

• 粉塵用途の場合、塗装面に静電気が蓄
積するような設置は避け、塗装面の清掃
は湿った布で実施してください。

ER5050の危険場所特別要件および証明
全ての証明書類のコピーは、www.tescom.comで入手可能です。証明書のクイックリンクをクリックしてください。

http://www.tescom.com
https://www.emerson.com/en-us/catalog/tescom-er5000
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損害賠償責任の限定 
TESCOM™ 社(「販売者」) は、適用可能な保証期間が満了するまで、商品
に組み入れられた認可済みのファームウェアが、販売者が提供するプログ
ラム命令を実行し、および販売者が製造した商品または提供するサービス
に、通常の使用と管理下において材料または技量に欠陥がないことを保証
します。最初のインストール日から12カ月または販売者の出荷日から18か月
間のうち、最初に満了となる期間の間、商品は保証されます。出荷日または
サービスの完了日から90日間、消耗部品およびサービスは保証されます。
販売者が、購入者に再販するために第三者から購入した製品（再販商品）
は、最初の製造業者から延長された保証のみが提供されます。購入者は、
再販商品の調達および出荷を手配するための妥当な業務努力を超えて、販
売者が再販商品に責任を負わないことに同意します。購入者が保証の欠陥
に気付き、および適用可能な保証期間内に書面により販売者に通知する場
合、販売者は自らの選択によりサービスのファームウェアに見つけたエラー
を是正し、もしくは販売者が欠陥品であると気付いた商品かファームウェア
の一部を修理するか、または本船渡しの積み出し地を代えるか、または商
品/サービスの欠陥部分の購入価格を払い戻すものとします。不適切な保
守管理、通常の消耗および使用、不適切な電源または環境条件、事故、誤
用、不適切なインストール、修正、修理、保管または取り扱い、もしくは販売
者の過失ではない他の理由により必要となった全ての交換または修理は、
本損害賠償責任の限定の適用範囲ではなく、および購入者の負担となりま
す。前もって書面により販売者が同意している場合を除き、販売者は、購入
者または他の当事者が被るすべてのコストまたは負担金額を支払う義務を
負わないものとします。分解、再インストールおよび貨物運賃および販売会
社の社員および代表者の現場出向にかかる時間および費用、および本保
証条項に基づく診断にかかるすべての費用は、書面により販売者が承認し

ている場合を除き、購入者が負担するものとします。保証期間に販売者に
より修理された商品および取り替えられた部品は、当初の保証の残存期間
かまたは90日間のどちらか長い方の期間にわたり保証されます。本限定さ
れた保証は、販売者によってのみ提供される保証であり、販売者が署名し
た書面によってのみ修正ができます。上記の規定は、排他的保証および救
済です。商品適格性、特別な目的のための適合性または、商品またはサー
ビスに関わるその他すべての問題についての何らかの表明または保証は、
明示的または黙示的にも存在しません。 
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附属書類A: ERTunE™ プログラムをウィン
ドウズ8のコンピュータにセットアップする。
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附属書類A:	ERTune™	プログラムをウィンドウズ8のコンピュータにセットアップする。

.NET フレームワーク3.5をインストールする
コンピュータ上にウィンドウズ8を走らせている場合、ERTune™プ
ログラムを初めて開くときに、このメッセージが表示されることが
あります:
 

ERTune™ アプリケーションは、.NET	フレームワーク	3.5を使用すると、
以前のウィンドウズのオペレーティングシステムと互換性を持つよ
うに設計されています。ウィンドウズ8は、.NET	フレームワーク	4.5
の上に構築され、およびデフォルトでは、.NET	フレームワーク	3.5 
を含んでいません。しかし、.NET	フレームワーク	3.5は、簡単にダウ
ンロードできおよびインストールできます

開始する前に、インターネットに接続することが必要であることに
留意してください。手順は次のとおりです:

1. メッセージウィンドウでこの機能をダウンロードおよびイン
ストールする をクリックしてください。ウィンドウズがダウン
ロードおよびインストールを監督します。

2. .NET	フレームワーク	3.5が一度、インストールされたら、この機
能がオンになっているかを確かめる必要があります。

3. 画面の右上または右下の隅へマウスのカーソルを移動させる
ことにより、チャームバーを開きます。

4. 探索するを選択します。

  

(次ページへ続く)
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附属書類A:	ERTune™	プログラムをウィンドウズ8のコンピュータにセットアップする。
5. コントロールパネル と探索する のボックスにタイプし、およ
びコントロールパネルのアイコンをクリックしてください。

  

6. プログラムを選択してください。

  

7. プログラムおよび機能を選択してください。

  

8. ウィンドウズの機能をオンまたはオフにするを選択してく
ださい。

  

(次ページへ続く)
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附属書類A:	ERTune™	プログラムをウィンドウズ8のコンピュータにセットアップする。
9. .NET フレームワーク3.5のチェックボックスを選択します。統
合通信フレームワーク（WCF）のスクリプトおよびハンドラーマ
ッピング機能を要求する開発者でない場合、ウィンドウズの
統合通信フレームワーク (WCF) HTTP 起動のために子アイテ
ムを選択する必要はありません。

  

10.  OKをクリックしてください。

ER5000 のデバイスドライバをインストールする
ER5000 USB シリアルポートドライバをウィンドウズ	8にロードして
いるとき、次のエラーメッセージが表示されるかもしれません:

ウィンドウズは、ご使用のデバイス用のドライバソ
フトウェアを見つけましたが、インストールを試み
ようとして、エラーに遭遇しました。 

サードパーティのINFは、デジタル署名 の情報を含
んでいません。

 

ウィンドウズ8は。ドライバー署名の強制(DSE) 機能を持っていま
す。この機能により、ウィンドウズベースのソフトウェアをインストー
ルするコンピュータの管理者またはユーザーは、合法的な出版社が
ソフトウェアパッケージを提供したかを知ることができます。 
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この機能は、以前のウィンドウズのバージョンと互換性を持つよう
に設計されたERTune™のようなプログラムにとって、問題になるこ
とがあります。エラースクリーンが表示された場合、一時的にドラ
イバ―署名の強制を使用不可能にする必要があります。これを成
就するには、次の手順に従ってください:

1. チャームバーを開き、および設定を選択します。

 

2. コンピュータの設定を変更するを選択してください。

 

3. 一般を選択し、高度な起動 までスクロールし、および今 再ス
タートするをクリックします。

 

(次ページへ続く)
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附属書類A:	ERTune™	プログラムをウィンドウズ8のコンピュータにセットアップする。
4. ウィンドウズが再スタートされた後に、オプションを選ぶのウ
ィンドウが現れます。トラブルシュートを選択します。

 

5. 高度のオプションを選択します。

 

6. ウィンドウズ起動時の設定を選択します。

 

7. 再スタートをクリックしてください。

 

(次ページへ続く)



 

ER5000 — 

247戻るwww.emerson.com/tescom

附属書類A:	ERTune™	プログラムをウィンドウズ8のコンピュータにセットアップする。
8. オぺレーティングシステムが再起動された後に、起動時の設

定のウィンドウが開きます。F7のキーを押すと、ドライバー署名
の強制の機能を使用不可能にします。

 

9. ウィンドウズ8が再スタートします。次に再起動されるまで、ド
ライバー署名の強制が使用不可能になります。 
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